么 



コ ナミの AVG という と， これ は ft めて 珍しい c 過去に ： シ 
ヤロム j という， MSX 用の 作品が あつたけ ど， 画面 構成 は 
けっこう r ドラ クェ j つぼくて. 純然たる AVG ではな かつ 
た。 そう 考える と， この r スナッチ ヤー j 力 7 . コ ナミ 'ブ 
ラン ド から 発売され る 初の 本格的 AVG とい うこと になる。 
「通常 制作 期間 を はるかに 才ー バー j —— この 話-を 閗 いた 
だけで も， 開発 ス タツ フの 意気込みが うかがえ るだろう。 
マニュアル 付属の 設定 資料 集 を 見れば， それだけの 開^ 期 

問 を 必要と したの も， なる は どとうなず ける- 舞台と なる 
21 世紀の 日本 （ネオ • コ ウベ • シ ティ） の 產 業 や 環境 問 H, 
交通 や 社会現象， 流行って いる ス ボー ッゃ 遊びと， 実に 钿 
かな 設定が なされて いるんだ。 ， 

こうした 設定が その ゲームの "世界観" を 溝 * していく 
わけ だけど， 今までの AVG で， これほどまでに 凝った 世界 
観 を 待った 作品はなかった。 いや， RPG でさえ， ここまで 
やって いる 作品 は 数 少なかった よ う に 思う。 

别に ゲーム を プレイす る 上で， その 世界に 対する これら 

の 基礎 知繳が 要求され る わけ じ やない。 でも， 世界観が し 
つかり している かどう かで， 間違いな く 感情移入 でき る变 
合いが 変わって く るノ、 ズ。 ゲーム を プレイ し 終わった あと 
に マニュアルの 設茅番 を铳み 返す と， きつ と' スナッチ ヤー j 
の 世界に 纣 する！ S 慨も ひとしおになる ぞ。 試して みて ね。 

で. 気になる ゲームの 完成 度た' けど， これが 実にい ぃデ 
キ。 BGM40 曲， 効果 眘 81 種， 画面 数 200, シナリ 才 原稿 枚数 
900 枚 —— ^に 素 晴ら しいの が, 起伏に 富んだ シナ リ 才 構成 



伏線, 



レ、 • 



了 ブレー ド ラ ン 十一： 
職, 敬意の 意味） を 捧げた 作品, 



でん 返し は もちろん， 映画 や 小^で 使われ 
る， 魅せる ための 演出 手法が 巧みに 盛り込まれ ている： こ 

のシ + リ 才を 害いた 入 は， かな りの 数の 映 阔 • 小 ！化 を こ な 
している ので はないだ ろ う か。 
なかで も 最も 強 く ^響 を 受けて いる と 思われる のが， 映 

画 ： ブレー ドラ ン 十一れ AVG にン '一 ザ ス_| と 映画 ' - ェ ィ リ 
アン j の 関 f 系が そ うで あつたよ う に， r スナッチ ヤー j も 『ブ 

レー ドラン チ一 J を モチーフと している 部分が 多い c もち 

ろん， ，なる パク リに y: 終わって おらず. 独特 の 世^ 鋭 を 
冉 W 築して いるの が 見事 だ。 言わば， 
への 才 マージ ュ （仏語 

とで もい うと ころ かな， 

いつの 問に か 人 問と す り^ わって， きな 事 を 次々 と 
巷き 起こして いく スナッチ ヤー。 その 正^ を 見破り， いち 

早 く 破壊す る こと が 庄 務 であ る JUNKER, プ レイヤーの キ 
ミ は， 新任の JUNKER, ギリ アン' シードの 役 を^さす る 
ことになる。 ある一 体の スナッチ ヤーに ついて 調べ あげて 
い く うちに， おぼろげに 見えて く る スナッチ ヤー 軍 [^の 1<1 
悪な 計阖と は？ そして， その 本拠地 は どこに ！? (あ 
あつ， こうして 書いて いる だけで も， もう 一度 プレイした 
く なって きて しまった）。 

^理 スピードに 多少の 問趟は あるけ ど， とにかく この ス 
トー リー は， AVG ファンなら ずと も 一見の 価 まあ り だ。 「沙 
羅 S 蛇 j もい いけど. ポクと して は 1 "スナッチ ヤー j のァ 
ニメ ビデオの ほうが 兒 てみたい です ね， コ チミさん c 



練りに 繊られ た 設定 資料。 

こういう K 定の ひとつ ひと 
つが， ゲームの 世界 を 作り 
上げて いく e tt んで いる だ 
けで も 楽しい ぞ， 本書の 中 
にも ふんだんに 揭 載して み 
たので. ぜひ ご II あれ。 
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• 対応 機種 ノ俑格 ： 

PC-8801mkIISR 以降 シリーズ （5 インチ 2DX 5) 8, 800 円 
MSX2 (3 . 5 ィ ンチ 2DDX3 + SCC カー ト リ ッジ） 9, 800 円 
像 発売日 ： '88 年 11 月 28 日 
秦 発売元 ：コ ナミ 



f . 




A • V • G 




TO 

あそび かた 





も うみな さんお なじみの コ マン ド 選択^の この ゲーム は， 
画面 右 に 表示され てい るコ マン ド 群の 中から， 自分が し 

たいこ と を 選んで 進めて いけば 0K 。ひと とおりす ベての コ 

ため 

マン ドを 試せば， 物語 はけつ こ う 進行す る わけなん だけど， 
途中で 用意され ている ，コマンド 邁択 以外の 部分， という 

のが， なかなかの クセ者 だ c バス ワード を 入力したり， 入 

物 名 を 推理して キーボードから 打ち込んだり， 犯人の モン 
ター ジュ 写真 を 作ったり と， このへんで 行き詰まつ ちゃう 
人が 多 いん じ やない かな。 詳しい ヒン 卜 は 本文 中で フ才 口 
—して あるので， そちら を 参考に してね。 



ぼ 

6 聽《 

應 "/v¥7« う 



こち t へま て 



画面 右に ならんで いる コマンド 
群の 中から， 自分が 行ないた いも 
の を 数字で S ぶ。 とにかく ひとと 
おり 試して みる こと だ。 




0〜9 (テンキー）… コ 



SHIFT 



ンド を道択 する。 射撃す る エリア を 

決め る。 

選んだ コマンド を キャンセル する。 ； 
射撃 モードに 人る . 



その他 フル キー… 文字 を 人力す る 
注） テンキー のない MSX2 では， 射撃のと き， 以下の キー を 
テンキーに 対応 させ て 使う 〜7，8，9,U，I，0，J，K，L 

ゲーム データの 記録， 再開 

ゲームの 途中 経過 を 保存した いと き は， 1 "メタル ギア 使う j 
の コマンド を遴 ぶ。 すると， つづいて 表示され る コマンド 

群の 中に 「セーブす る」 というものがあるから， それ も 選 
択。 指ポ どおりに 従えば， データ A ~ C に 3 稗 類の 途中 データ 





I W フ 鋒 



を 保存して おく こ とがで きる ぞ。 セーブ は シナリオ • ディ 
スクに 行なわれ るので， その ディ スク だけ は プロ テク ト • 
シール を 張ったり， ノ ツチ を 開けた り しないよ うにして く 

れ。 そうそう， メタル ギアと 
いう アシスタント • ロボ ッ 卜 
が 一緒にい ると きじ やない と 
セーブ はでき ないから ね。 早 
いとこ ノ、 リ 一 か ら メタル ギア 
を も ら つてお く べし。 
セーブした と こ ろから ゲー 

ムを 再開したい と き は， 一度 
パソコン 本体 をリ セットして 

しまおう。 ほら， ゲーム • ス 
タート 時に 「セーブした ところ 
から」 つて コマ ン ド がで てきた 
でしよ。 それ を遒 ベば 0K だ。 

セーブ は， A から C の 3 か 所でで き 

るの だ。 



t^j^r rj リ肩 i,j 
oaiMANCt. "，- vrrv う》 



「メタル ギア 使う」 という コ マン 

ド "ris ぶ。 





ゲームの 目的 




JUNKER の一 員と なって， ネオ 'コ ウベ' シティ に ミ替む 
スナッチ ヤー ^0 を 根 こそぎ 退治す る こ と。 




ゲーム • 才ー 




戦闘 シーン で 敵の 攻擊 を 何？！ か受 け， 体力 がゼ 口になる 
と ゲーム 'オーバー。 その他， 力 トリースの 家に ある バソ 
コンを 壊した り して も ゲーム • オーバーになる。 汆 i 炎で は 
あるが， カト リースに H な こ と をしたり， アウター ヘブンで 
職業が バレた り して その 場から 追いだ されても， 何度か 通 
つてい る う ちに 再び 入れる よ う にな るんだ。 と り あえず ハ 
マ リ のない ゲームな ので， ゲーム • オーバーに ならない 限 
り は， ひたすら 何 か をして いれば 道 は 開ける ぞ。 




パッケージと 中身 






パッケージ… なん と も シ ブイ 表紙。 ゲームの 雰 H 钗にマ 

ツチ ング している ぜ。 
'投定 資料 集& ユーザーズ' マニュアル… ゲーム 制作に 使わ 

れた 設定 資枓 に加え， ス トー リー 導入部の マン ガ まで 
載って いる。 もちろん プレイ 方法 も パッチ リだ。 
'ディ スケッ ト… シーン 別に 入れ替える 必要が あるので， 
常に 全部 用意して おこ う 

•SCC サウンド 'カートリッジ （MSX2 版の み） … 「ス ナツ 

チヤ 一 j の 音楽が あの SCC サウンドで 聰け るの だ. ゾ し 
かも この カートリッジ は 「コ ナミ • ゲー ム 'コレ クシ 
ヨン」 シリーズ にも 対応して いる。 SCC 版 グラ ディ 

ウス J を ぜひ キ ミ に 聴いて ほしい/ 
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スナッチ ヤー 




ォスス メ。 ひたすら 才ス スメ。 これほど エンター テ 
ィ メント に 徹した シナリ ォの ゲーム は， なかなか 見ら 

れ ない。 従来の コ マン ド 選 択一 辺 倒だった AVG の カラ を 
破ろうと， リアルタイム' ゲーム や， モンタージュ， 
パスワード の 推理 シーンな ど を 取り入れ たの が 見事 に 

成功して いる C 

ゥ イツ 卜に 富んだ メ ッ セージ や， 場面 展開に 匕タ リ 
と マッチングした BGM (さすが コ ナミ Z) も 文句な し f 
まだ プレイ した ことがない という 人 は， ぜひと もお 試 
し を， コレは 買っても 損 はしない ね， ゥン。 



でも ちょっと 不満 を慼 じたの が， スピード 閱 係- ま 
ず， ディスクの アクセス 'スピードが 遅い。 88 版 はま 

だし も， MSX2 版になる と う〜 ん： それに， メッセ 

ージ 表示 も 高速 化で きる よう な 工夫が ほしかった ね。 
コ マン ド 選択 型の AVG では， 疑心 喑 鬼で どう しても 同じ 
コ マン ドを 練り 返し 選ぶ ことが 多い。 そのと きに 同じ 
メッセージが 表示され るの をた だ 待って いるの は. け 
つこう な 苦痛な の だ。 キー を 一発 押せば， メッセージ 
を スキップ （瞬時に 表示） する ことができる —— ポク 
は そっちの ほうがい いけどな あ。 

ま， 次回 作で は， その へんの スピード 閱 係が 改善 さ 
れる こと を 期待し とき ましよ。 えつ， 当然 あるんで し 
よ， 次回 作 は？ だって， この エンディング だと. や 
つばり 消化不良の 感じが する もの。 主人公の 過去の 記 
t や. スナッチ ヤー 羣団 との 決着が ノヽッ キリして くれ 
ない とねえ。 

それな しで も+分 すぎる くらい 楽しめた けど， 読み 

だ し た 小説 は 最後 ま で i 充み切 リ たい —— 。 
1 "スナッチ ヤー 11」， 待って ます。 



ギリ アン 'シードの 捜査 日記 し 



何ぎ も 言うよう だけど， この 1 " スナッチ ヤー j という ゲーム は， AVG^i」. 
で も 有数の 素晴 らしい シナリオ を 持つ た 作品 だ。 それ を こ の 本で 扱 うに 際し 
て， どういう 形で 掲載し ようか， 非常に 迷った。 

従来の * チヤ レアべ' パターンな では， この ゲームの 驚く ほど 細かく 練ら 

れた 設定 や， 起伏に 富んだ シナリオの 面白さ を， まだ プレイした ことのない 

人に うまく 伝える こと は 難しい かもしれ ない。 かと 言って， 単なる 攻略 法の 
鲁じ * つ 

記述 は， もちろん ィャだ …… 0 

いろいろと 考えた あげく， 今まで 試みた ことがない や 物語 風' というのに 

つたな 

チャレンジして みる ことにした。 ^い 文章ながら， 主人公の ギリ アン' シー 

ドの 視点から， 前半 部の ACT 1 を 緩って みたつ もり だ。 

重要な ヒントと なる 部分 は， あえて ボカした。 そのかわりと 言ったら ナン 

えが 

だけど， ゲームの ストーリーに 描かれて いなかった シーン を， 勝 乎な 想 ^ 
像の 下に ふく らませ て ある （アレンジして しまった 郞分も かなり 

あるし 

丄 くせん 

ただ， ちょっと 残念だった のが， 伏線 を 引く だけ 引い といて. 
物語が プチ ッ と 終わって し まった という こと。 話 を 全部 害い ち 
やったら， ゲーム を プレイしょう という 氕 待ち も 薄れる だろう 
から， この辺が S 協 点かな と 思つ たんだけ ど …… 。 まあ， 

ACT 2 は 自分で プレイ して， キミの 手で 物語 を 完結 させて く だ 
さい。 もっとも， 続編が 予定され ている のか， ゲーム 体に もェ 
ンデ イングまで 行っても！^ き 明かされない 伏線が 幾つ も あるけ 
どね。 そうそう， 一応 ACT 2 は， ノーマルの チヤ レアべ' パター 
で. 46 ページから 掲載して ある ぞ。 そちら もどう ぞ桊考 にして ね。 

AVG にしろ RPG にしろ， 最高の 楽しみ かたは， その 世界に つい 
ストーリー について， 自分で さらなる 想像 を 巡らし， 思い を馳せ 
こと だと 思う。 ここに 普いた ストーリーで， ボタが 1 ^" スナッチ ャ 
一 j を プレイして 思い描いた 世界 を 感じ， ^者の みなさん にも そ 
こに 感情 移 人して もらえたら， すごく うれしい。 

そ して， これ を 読んでの あなたの 意見 や 感想が 間 かせて も ら えた 






PROLOGUE- プロ □ ーグ 



しんと' 



2042 年〗 2 月。 

入 類 は 異常な 危機に 直面して いた。 
謎の 生命 体， バイオ ロイドの 出現で ある。 
国籍， 目的， 正体 不明。 
某国の 新兵 器 か ？ 外界からの 侵略者 か ？ 

彼ら は 冬になる と 現れ， 人 を 殺害， 密かに 本人と すり * わり， 社会に 浸透 

織^! > 'ベネ' , 卞 ：ん 丄 ?: ラ '• 
人工の 皮膚 を まとい， 汗をかき， 血 を 流す こと もで きも。 

極めて， 有機的， かつ 無機 体 そのもの。 

才リ ジナル との 見分け は ほとんど つかない。 

彼ら は 人の 体 を 奪い （スナッチ）， すり * わる ことから， 「スナッチ ヤー. 

と 呼ばれた …… 。 

(ゲーム • オープニングよ リ 




無数の 光の 点が， 真つ すぐな 軌跡 を 描いて， 車窓 を^れ ていく。 

まるで， 星々 の 真っ只中 を， e け 抜けて いるかの ようで ある。 科 
その あま りの 美し さに， 空陸 ゆ j 用 単 * トライ サイ クル * の アクセル を 緩め 
る 俺 。 

—— ち よつ と 寄り道して いくか。 

手近な 場 戸 斤に あった ビルの 虔 上に， 車体 を 降ろす。 " 
外に 出て， 体 を 思い切り 伸ばし， 深呼吸 をして みた。 a 

そ ラケぃ 

実に 爽快で ある。 

死 をも^ わず， f£ 険な 仕事に 向かおうと している のが' まるで 別世界の 出 
来 事の ように 思われた。 
眼下に 広がって いる 明か り の 数々 力 f ， 俺の ステージ のために 用意され た 装 

細 物の よ うで も ある。 



だが • 

それ は 所詮， 見せかけ だけの^! しさな ので あろ ゥか。 よく 見る と， きら ひ 

やかで あ り ながら， どこか しら 空虚 さ を is じさせる ビルの ネオン サイ ンが， 

しょうちょう _^ 
さ ながら この 街 を 象 散して いるかの よ うであった e 

世界で 1.2 を 争う 犯罪 都市， ネオ 'コ ウベの 夜景 は， 見る 者の 心 を なぜか 惑 
傷 的に する。 

俺の 名 は ギリ アン' シード。 本日 付けで， ここ， ネオ 'コ ウベ 'シティに 
JUNKER として 配厲 される。 う 

年齡， 国藉， ^歴 等， 一切 不詳 —— と 言っても， 別に 気取って る わけ じ や 
ない。 本来なら ばき ちんと 6 己 紹介したい ところな の だが， どうやら 俺， 世 



問 



ノ' 



う と ころの 記悚 喪失ら しいの た 



現在の 俺が 持って いる 記慷 は， 3 年 前の， よ り によって シ ベリ ァ いわ ゆ 

る * 中立 領土， から 始ま る。 

まあ， 少しで も * のこと を 知っても らうた めに， まず は その 話から 聞いて 

もらお フ 力， 0 
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スナッチ ヤー 



1991 年， モスクワの チェル ノ一 ト ン 研究所で^ 因 不明の 謎の 人^^が 起こ 
つたと いう 史実 は， あまりに も 有名で ある。 
それにより， 当時 ワルシャワ 軍が 極秘に 開発して いた 細 « 兵器 "ル シファ 

, "'めつ わ', ノ" 

一な" が， 大量に 人気 中に 拡散し， 全世界の ほば 半分が 壊滅 状態に 陥った。 人 

類^ 上， 前例 を 見ない 生物 災害 （バイ ォ • ハザー ド） ^で^う と ころの 

「大 惨事」 である。 

* ルシ ファーな ケは 半年 後， 突然変異 により G 然'; 肖 減し， 入 類 は 問ー髮 のと 
ころで 全滅 をまぬ がれた。 しかし， その 被害 は 凄まじく' とりわけ シベリア 
J も ！ < の 荒廃ぶ り！ 二 は 目 を 覆わん ばかりであった と言う。 
「ルシ ファーの 後遺症に より， この 土地に は 半世紀の 間， 胃 物 は 全く た 

ないで あろう」 
生物学者， 科学者た ちに， こぞってこう 言わし めた 同地 

区 は， 国連が 中立 領土と して 管理す る ことが 決定。 第三国 一— 
軍事 侵攻 を 防ぐ ため， さ らに は領上 内で 起こった 異常 現 

象 を 観測す るた め， 毎年 1 " シベリア 探 索？蒙」 と 呼ばれる 一 

団が派 遣され る ことになる。 
そして， 2039 年。 

その 第 17 次シ ベリ ァ 探索 隊 によって. 俺と 俺の 妻ジ ヱミ 
一 • シード は， 中立 領土 内に て 保護され た。 

なぜ 俺た ち 力、 いまだに 無人の 荒野で ある シ ベリ ァ など 
に 行った の 力' （あるいは 居た のか）？ また， なぜ 俺た ちに 
は， その 保護され た と き 以前の 記悚が 全く 無い のか？ 

記谏を 失った 当人た ちが， そう した 疑問の 解答 を 得られ 
る はず もな く， かと 言って， 第三者の 人間た ちが どれ だけ 
状況 データ を椾 えよ う と も， 結論 を 導き だすに は 至らな か 

陽， :* ク. . ふま H . ―,— 飞 ― 
が， 一つ だけ 確かな ことがあった。 

記慷を 無く している という 事実 は， 淹 たち 夫婦の 関係 を 冷え切つ たものと 
する のに 十分す ぎる 要因だった という ことで ある。 

翌 2040 年， 別居。 

単に r 夫婦で あ つ た」 と い う 過去の 事柄に 縛 られる だけで， 愛しあった 日々 

という 最も 重 罘 な 記饿を 無く してし まった 二人に して みれば. 一緒に 生活す 

ば な.； 

る こと 自体， 甚だ 不自然な ことだった のか もしれ ない。 
^居 後， すぐに 俺 は， 軍の 長期 特殊 訓練 を志瞜 
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くる 日 もく る 日 も， 死 を: SS 悟す るよ うな ハードな！! II 練 A に 身 を 任す。 

しゅうしゅう 

Ett 喪失な ど という 中途半端な 状 « で. どうに も収 拾が つかな く なって い 

る 自分の 氕 持ちに， 踏ん 切りが つけられる かもしれ ない。 ジ エミーに 吋す る 

： 棟 （と 呼んで いいの かどう かわからない が） も 捨て 切れる かもしれ な t 、一 
あわ ， 
一 そんな 淡い 期待 を 抱きながら， である。 

ひたすら 訓練 プログラム を'; 肖 化して いった 俺 は， も とから その 手の 才能が 
あつたの か， みるみる うちに 成續が 上がり. いつしか 訓練所の 中で も トップ 
を 争う; 褰 W の 兵士に 成長 し て いた。 

同期の 連中た ち は， ft のこと を， 正確な 射撃の 惋前を 評して， こう 呼んだ。 

•Pinhole-shooter (針の 穴で も 撃ち 抜く 男）」 と。 

うわ 5 

凰の 便りで， ネオ • コ ウベに 出現した という スナッチ ヤーの * を 聞いた の 
は， ちょう ど その 頃だった。 

そして， 長期 特殊 訓練 を はじめた 日から 2 年後 —— つまり， 今 現在。 
その スナッチ ヤーと «ラ ための 職業に 就く ことにな ろうと は， 俺 白身. 夢 
にも 思わなかった こ とであった。 
軍から 俺に 下された 特別 辞令 は， JUNKER 本部への 転任 指令だった ので あ 

• ヌ 

JUNKER —— Judgement (判定す る） Uninfected (スナッチされ ていない） Naked 
純粹 な) Kind ( 人類 > & (かどう か をお^ し …一 I Execute (*M する) Ranger (待^ 
蒙). 

それ は， 冬になる と ネオ • コ ウベに 現れ， 次々 と 殺人 を 繰り返し， いつの 

せんめつ 

間；： か 本人と すり 替わって い く スナッチ ヤー を纖滅 させる ために 設置され た 




ネオ • コ ウベ • 

.集ぉ 離^^ 
ざ0 世紀末に あった ポー 卜 • アイ^ |p 六 甲 

ラ ン ^^PS^^P^^f^ 戸図燎 

空港， 神 戸 權合產 ma* という 五つの 人工 島が 

統合され て 生まれた， AX:«5。 

$ ま ざまな 人種， Ra^ox» を b 可して， 文 
化と 技術の 世界的 交流 をめ ざした が， « 果 的に 
は 人 w の ルツ ボを瀨 戸内 海上に 作る^^^ 

た。 現在 は， ？ BIMt, ミュータントの 臬窗と 化 

し W^^^ 

600 万人 (i» きの霍 
推定 50 万人 
20% ： iMK 用 

80% ： 住宅 

ネ才 ，コ ウベ *シ ティ 
の シンボル • マーク 

ネオ • コ ウベ • キッズ の w 

では， 「逆 ギ ツチ 3」 と 呼ばれ， 
親しまれ ている マーク， 彼ら 
の IW では， 指で 「逆ギ ツチ 3^ 
をす る：： とが あいさつ となつ 
ている， 



総人口 
来 置緣 入口 
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§1 JUNKER'S OFFICE 

— ジ ヤンカー 本部 



特 m 機関で ある。 ひげ 

鉄餍 (JUNK) を 破壊す る 入 (er) とも 訳され， ゃ鉄餍 処理 入' などと 呼ばれた 
り もす る。 

一般^ 民に ^ れ 込んで いる スナッチ ヤー を 見つけだし， 恐るべき 戦閱カ を 
有す る そいつ を 破壊す る —— その 作業 は 困雜を 極め る ため， 必然的に JUNKER 
になる の は， W かし らの 分野の エキスパート であるの が 通例に なって いた。 

その 点から 考える と， 今回の 俺の JUNKER 赴任に は いささか 解せない と こ 

ろが ある。 ^ぞれ M 

たかだか 銃の 扱いに 秀でて い る ぐら いで， JUNKER に 選出 されて しまつ 飞 

良い ものな のだろう 力、。 
— ふつ。 まあ， そんな 余計な 心配 を て る こと もない 力 1 。 
JUNKER, ね 。軍の till 練 所よ り は， いい 退屈し のぎになる かも しれない な。 
や ff 万ク レジ ッ トの 夜景 ~ と 呼ばれる ネオ • コ ウベの ビル 明かり を 背に， 

たばこの 煙 をく ゆらせながら， 一入 * はつぶ やいた。 に 
そのと き はま だ， これが 俺の 敉奇な 運命の « 開けに なろう などと は， 微^ 

も 考えて いなかつ たので あるが …… 。 




ギリ アン • シ―ド (推定 31 才） 

Guilian Seed 

主人公。 3 年 前. 記 it 喪失の 状態 
で 発見され た， それ 以前の 記 tt は 
深い 魅に 包まれて いる- 妻の ジェ 

ミー • シードと は. 2 年 前から 別居 
中： 軍での 特殊 釧 練 を 経て， JUN- 
KER の * ランナー * と して ネオ • 
コ ウベ • シティに 配属され る： 



、' 



JUOGEMENT UNINFECTED 
NAKED KMO A EXECUTE RANGER 




SINCE 2042. 



■mif/ 息 窗^ 



JUNKER 

20Azmh, 警 ^tt/^ 厲 チーム 「対 スナッチ ャ 

-mmj と赚 諜報 磙閣 r Rug huntj とが 合 
併， 政府 直属 麵 として 正式に MUNKERj が 
Ifoi される a 

[JUNKER5^] 
は UUNKER の 目的 は， ノ ゃィォ ロイド ，スナッチ 

を 処理す る ことで ある n 

はた 之え (1) を卖 ^ る 為であって も， 
入 を 傷つけ て はならない - 

は スナッチ ヤーと しての 究全ナ Xl£ 拠 
がない ほり， 物 |16«査， 拘束 はでき ない e (民 
事 法 第 18 条第 12 項， スナッチ ヤー 問題に M する 

<4)JUNK£R は 市民の バウ ン チイ 'ハンター 
(刑事 法 特記 事項 3 现 バウ ン ティ 'ハンターの 

補助） と « 力， サポートの m» が ある： 

SUUNKER 〖お 1) を M する 為の 特 fMt»， ブラ 
スター， ナビゲーター， トライ サイクルの 所持 
J^F されて いる。 
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ネ才. コ ウベ. シティ， セン トラ ル区， ボート 'アイ ラン ド MT-7-3-2 

JUNKER 本郎の ある コ ナミ '才 ムニ ビル は， その 住所に， 阇 囲の ビルよりも 
-際 高く そびえた つていた。 

巨大な とう" ろ こし に似てい る ことから や ビッグ コーン〃 と 呼ばれて いる 
この 迷 造 物 は， 地盤の 緩い ネオ • コ ウベ 地区に， ^星 コロニー 建 衆 技術 を 導 
人す る こと によって 最初に 建てられた， 地上 630 メー トルに も 達する 超 高層 ビ 

ル である i .,、： " r m X |v it^' チ、 

その 所有者 は， 20ttt 紀に コンピュータ 'ゲームの 分野 を 開拓し， 今や 押し 
も 押されぬ ホーム • ェン タティ メン ト • システム F?] ゾフ 卜の 大手 配給 元と な 
つた， コ ナミと いう 会社で あると 閣く。 め, ち 

ここ， ネオ 'コ ウベ' シティでの コ ナミの 勢力 は 強大で， 事实， 街 地の 半 

分 近くが， その 所有地な のであった。 、 
—— あやかりたい もんだ ぜ， まったく。 

俺 は， フロア 150 の トライ サイ クル 駐車場に ィ ン ター セブ ター を乘 りつけ， 
フロント らし き 場所に 歩 を 進める。 

r JUNKERj という マークが 描かれた 自動 ドアの 横に， い カリ： も 重^そう な 

ガラ スで 囲われた， ポッ ド 状の' ま 付が あるの が n に 入って きた。 
近づく と， その ポッ ド内 にいる 受付 嬢ら し き 女 件が' 品の 良い 笑顔 を 作る。 





> 
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r いらっしゃいませ c JUNKER 本部へ どのよ う な 御用 f 牛で し よ う か」 
もりの 深い， ハーフつ ぼい 顔立ちの 美しい 女性で ある。 きめ 細かな 肌の 張 
り 具合いと， ポニーテールに まとめ あげた 髮の 大きな リボン 力す， 彼女が まだ 
20ft の 前半で ある こと を 示して いた。 加えて， ショッキング' ピンクの 洋^ 
が， » やか さに 華 を 添えて いる。 

その あまりに 澄んだ 瞳と， 大きく はだけ た 胸元に， 思わず どぎ まぎして し 
まう 俺。 

r あ， ああ， 本 H 付けで JUNKER 本部に 配 W された， ギリ アン' シードです」 
挨拶 をす ると， 事務的と も 思えた 彼女の 笑顔の 中に， 親しみの 色が 浮かび 
上がつ て き た。 

' iT), あなたが/ ようこそ， 話 は 聞いて る わ。 私 は ミカ' ス レイトン。 
ここの 受^と 才べ レーター をして いるの。 以後 よろしくね」 

r こちら こそよ ろしく， ミカ .ス レイトン」 

r ミカで いい わ。 •••••• ちょっと 待って くださいます？ J 

そう 言う と 彼女 は， 手元の ボタン を ボン ボンと 蛏 快に たたいた。 それに 反 
もして， ボッド を 囲う ガラスが 音 もな く 開いて いく。 

r こ のポッ ドの 強度 は， 重戦車 並な のよ。 酸素 や 食指 も R1 意され ている から， 
仁よ つと した シェルターみ たいな ものね」 

説明しながら， ミカ は 脇に できた， 決して 広い と は 言えない 出入口から 手 
轚 良く 出て きた。 「案内す る わ。 ギリ アンが 着いたら， 局 良のと ころへ 連れて 
こいって^ われて るの」 



ミカの 後に 従って， ft は 
移動 鄉下 ，ムービン グ' ゥ 
オーク〃 に 乗った。 
「ギリ アン は， 軍の 訓練 听 
でと つても 资秀 な成镄 だつ 
たんです つてね j 
「あ， ああ。 まあね」 

r そ う いう 人が JUNKER に 

たの 

加わって くれる と， 頼もし 
いわ j 

ミカの 芡顇 は. 実に 快活で ある。 殺 としが ちな JUNKER 本部に おいて， 

^女の 笑顔が 果たす 役割 は 大きい に 違いな t そんな こ と を 考えて いる と， 

どうして も 彼女に 一つの 質問 をせ ずに はいられな く なった。 
r ミカ， 君みたい な 女の子が， どうして JUNKER なんて 危険な ところに いる 
ん だい？」 

r え へつ。 みんな それ を 聞く のよ ねえ。 …… 私. コ ウベ 学園都市 大学で， ず 

つと 犯罪 心 珲学を 勉強して たの。 卒業した 後 も， 初めは 研究所; r ずっと 研究 
を 铳 ける つも りだつた のね。 だけど， そんなと ころに いると， » 奇 殺人 だの， 
変な 事件ば つかり 担お させられて， もう 心が 荒ん じ やって …… 。 そんなと き 
に. ここの 局長に うちに 来ない かって 誘われた の。 "…- 即， ok しちやった。 
スナッチ ヤーって いう 存在に も， 研究 上と つて も 興味が あつたし ね」 
ミカ は， はにかみながら， ぺロリ と 舌 を だした。 なるほど， なかなか 橫極 

的な 女性の よう だ。 
「さあ， ここが^ 長 室よ」 

ムービン グ 'ウォークが 停止した 正面の ドア を， ミカが ノックした。 ん 

「局長， ミスター 'ギリ アン をお 連れし ました 。入ります」 

そ の部罨 に は， 様 ク な 映像 を 映し だ し た 幾つ も の モニターが 並んで お り ， 

かっぷく くちひげ 

それ を^ 組みして じっと見 つめる 恰幅の いい 男が いた。 その; : 農い 口^が， あ 

いげ、 f*ft も 

る^の 威齩 のよう な もの を 凍 わせて いる。 
部屋に 入るな り， 男 は 視線 を埯 にくれ る。 実に 鋭い 眼光であった。 
「ようこそ， ギリ アン • シード 君。 私が 局 良の ベンソン • カニンガム だ」 

い す いちべつ 

椅子から 立ち上がり， 俺の 体 をつ ま 先から 頭まで 一 » すると， ベンソン^ 

長 は 言葉 を 続けた。 「初めに n つてお く が， JUNKER —— なかで も 君に 担当し 
て もらう * ランナー * は， 実際に スナッチ ヤーと 対決す る 死と 隣り合わせの 
%険 な 職業 だ。 入 問に なりすま している スナッチ ヤー を 捜し だし， 一 fe 市民 




スナッチ ヤー 
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JUNKER 本部 颺長。 20 代の ■ 

a, mm>m r Fox foundj 



で 戦略 教官と して 働いて いた 3 
以後， スナッチ ヤー 対策 本部 

長. 対 スナッチ ヤー 特殊 5516 
長 を 経て， JUNKER のへ ッ ド 
に。 » 学， サイエンス， 法学 




に權^ を ださない ように， 奴ら を 破壊す る —— 口で 富 うの は， たやすい が， 
既に 幾人 もの 仲 問が この 世 を 去って 行った c こちら も 奴ら に徂 われて いる と 
いう こと を 心して おいて く れ たま え」 

「わかり ま した j 敬礼 をす る 俺。 
この ベン ソン^ 長に ついての Pf は， 俺が いた 軍の 訓練所で すら 耳に する こ 

とがで きた。 スナッチ ヤー 対策 本 都， 衬 スナッチ ヤー 特殊 » 察 班の 設置 を 一 
入で 推進し， 不安の どん底に いた ネオ • コ ウベ' シティの 市民に 安らぎ を 与 

えた 男， ベン ゾン 'カニンガム —— o 今で こそ 局長に 落ち着い てはいる 力 5 ， 

JUNKER 本部が 設立され るまで は， 第一線の ランナー として 活躍し. 破壊し 
た スナッチ ヤー は 数 知れない と 旨う。 

その ベン ゾンの 下で 働け る という こ と —— それ は， 俺が 軍の 辞令 を 二つ 返 
事で 承知 し た 理由の一 つで も あつ た。 

「君の; ぶ 躍に 期待して いる ぞ。 入 間の 正義の' じ、 を 待って， 拽査 に当たってく 

れ」 - ザ 

«»ん ば 

「了解。 頑張ります j 

ft は 一通 り JUNKER と スナッチ ヤーに ついて の ガイ ダンス を 受ける と， 「ギ 
リ アン. シード」 という 名前が 登録され た， 真新しい JUNKER カード を 手に， 
局長 室 を 後に した。 

「どうだった， ^長の 印象 は？」 ムービン グ' ウォークで ミカが， いたずら 
つばく 俺に 聞く。 

「うん， なんてい うか …… ^^の ある 入 だな。 歴戦の 勇士って 感じが する …… 」 

r ふ ふつ。 怒る とほん とに 怖 いんだから j 

ミカ は 笑いながら， 人差し指 を 角の よ う に 自分の 頭に つける ボー ズを と つ 
た。 そして 太い 声色 を 作りながら 「ミ 一力， おまえ は 最近た るん どる ぞっ ゾ 
…… なんてね。 では， 鬼の ミカ ちゃんが， ギリ アン' シードに 他の 部 溼も案 
内し i 一す j 

「おいおい， フロン トの ほう は 留守に しちやって 大丈夫な のかい」 
r 平気よ。 ちゃんと ドア は ロックして きたし， 誰かき たら ブザーが 鳴る はず 
だ も の」 

初めに ミカに 案内され た部垦 は， 不思議な 機械 音の 鳴り響く， コンビ ユー 

タ • ルームた-つ た。 

暗い 室内に 張り巡らされた 情報 伝達 用の 光ファイバ 一 や， 機械の 表示 系統 

かがや 

が 美しく 輝いて， そこ は あたかも 宇宙空間 のよう である。 
「この コンピュータ は r ガウ ディ j と 言って， 全国の データベースと ネット 
されて るから， どんな 情報で も 自由に 引き だせる のよ j と， 部' 1 の 中央に 置 
かれた モニターの 前に 座りながら， ミカが 説明す る。 

ガウ ディ ？ —— あの ゴー ファ との 戟 いで 勝利した ヴィ ク センの * 物 じ やな 
いだろう な？ （おっと， そり や ゲームの 括 か） 

「そうね え， たとえば うちの 超 ランナー， ジ ヤン 'ジャック' ギブ スン 
を 調べて みま しょう カリ 
ミカが いかにも 憤れた 手つきで キーボード をた たく と， ギブ スン に関する 

データが， 次から 次へ と ガウ ディの モニターに 表示され た。 すつ 
スナッチ ヤー 破壊 歴 という 項目から， いかに ギブ スン と いう 男が * 捥 であ 

るかが うかがえる。 

「ギリ アン， 練習 だと 思って， ジ ヤンの 娘の 力 トリース について 調べて ごら 
ん なさい。 きっと 驚く わよ」 

「どれどれ —— r カトリ ーヌ ギブ スン j, と， これでよ し —— おつ， えつ， え 
えつ/ カト リー ヌ つて， あの 有名な CM モデルの 力 ト リースな のかい？ お 
おつ， しかも 3 サイズまで 登録され ている と は …… え 一と， バストが 81 で， ゥ 

ェ スト が j d 'ノン" -ifc ； ^WfHtf^ 

r もうつ， ギリ アンったら ゾ」 ミカが ぷ うつと ほほ を 膨らませる。 
おっと， いかんい かん。 JUNKER たる 者. 常に ハードボイルドに 决め てお 
かないと。 

r ハリ 一， 彼が ギリ アンよ」 - 

なの 

r ほう， あんた が 新入り の ランナー かい。 よろしく 頼む よ。 …… はて， 以前 
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に ど こ かで 会つ た 気がす る の だが， 気のせい かの う J 

つぎに 連れていかれた 部^ —— メカニック 室で は， JUNKER 帷を 被り， あ 
ご^ をたん まりと たくわえた， ハリー • ペン ソンが 俺 を 出迎えて くれた。 か 
な りの 高齡 のよ うで はあった が， その 瞳 は 少年の よ う に 輝いて いる。 

「おやじさん」 と 呼ばれて いる この ハリー ほど， JUNKER の メンバーで， 
世間 的に 名が 知れ渡つ ている 人物 はいない。 なにしろ この 人， ノーベル 赏を 
3 回 も受赏 している という， 超 天才な ので ある。 
r 初めまして， ギリ アン • シードです」 ， 
r ギリ アン か c やはり どこかで 聞いた ような 名前 じ やな j '-' 
—— そう 言われて も， 俺に は ハリーと 過去に 出会った 記慷は 全く ない。 
r まあよ い。 ともかく， あんた のために 特別 仕様の 品 を 二つ も 作って おいた 



it 



は記愫 をた ぐるの を やめる と， パン パンと 強く 手 を 2 S たたいた, 



カシャン， カシャン 。 

かすかな 金 厲 音と 共に， 部 尾の 奥の 壁に 映った 影が， こちらに 近づいて く 

は じめ は そ の 影の 大 きさに 驚いて い たの だが， そ の 本体が 視界に 入る と， 

意外に も それ は， lm に も 満たない 2 本 足の 歩行 型 ロボ ッ ト である こ とがわ かつ 

右 肩の 位置に 大きめ の モニター， ひよ こつ と 首が 伸びて， 頭部に は 2 本の ァ 
ン テナと， なんとも ユニークな デザイン である。 
ハリー は， 口元 を锾 ませて こちら を 見ながら， ロボットに 話しかける。 

「おい， メタル， 自己紹介 しろ j 
> すると， その ロホ' ッ 卜が 反転して 顔 を 俺 
に 向け， 実によ くで きた 人工 音声で しゃべ 
り 始めた。 

r はい， ギリ アン， 初めまして。 あなたの 
サボ ートを 努めます. メタル ギア mkII(SR 
以降) です。 どうぞよ ろしく…」 あっけに 
とられて いる 淹に， ハリーが あご K をな で 
ながら， うれしそうに 解説す る。 
「はつ はつ は， これが ランナーの アシス タ 
ント， や ナビゲーター * じ やよ。 あんた が 捜 
査 するとき に， こいつが 分析， 記錄， 通信 
その他の サボ 一 ト を 行なって く れる はず じ 

や」 

r は あ。 それにしても メタル ギア mkII(SR 
- 以降) 一 です か？ へんてこりんな 名前で 

すね」 と， 俺。 

「うむ。 20 世紀末に 世界 を 恐怖の どん底に 





ポ a グラム • サイ: /©A«OM«y 

ル 

B* • • *8K W» # • »58, 




ハリー' ベンソン （55 才） 
Harry Benson 




^r^Y ノ 

え、 m 

二 ま ， }h 



JUNKER メカ ニッ 
ク' マン c r ^Wj の 
際， 両親 を 失い， 政府 
に ひきとられる。 わず 
か 1は で 博: ir*. 第三 
次 世界大戦 のとき， 
数々 の 新型 兵器 を 考案 
するな ど， 天才 ぷりを 

いかんな く «» c ノーベル 貢 を 3 度 も授赏 する, 
Rug hunt よ リ JUNKER^IE 任。 




メタル ギア mkII(SR 以降） 
ギリ アン • シード 専用の ナビ 

ゲー ター e 捜査 上の 分析， K», 

通懼を 行ない， JUNKER の 捜査 
活動 を 円滑にす るよう に Kit さ 
れ ている。 各種 センサー を 搭載 

し， あらゆる 危險を fK» する こ 

とが 可 tic 「スキャニング 令状 J 

が 発行され たのち に は， ス ナツ 

チヤ 一 か 人 M か を 分析す る 「ス 
キヤ ニン グ j という 行為が でき 
るよう になる a 




• DATA 

正式 名 NAVI metal 

gear mk II 

全 翕 88 0mm 

全長 310mm 

全幅 530rnm (モニター I 

む） 

重量 50kg 

モニタ 12lnch 

•40 リ ッ ト ル 
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スナッチ ヤー を 処理す る ことができる 唯一の 
武 I フィードバック を 採用して いるので， 

使用者の 反射 スピード によって， 無限に 速射 性 

が 高まる.. グリップに 内蔵され ている セっ ノア 
ィ 丝 ，の センサー により， 使用者の 指 fe, 体温 

等 を 照合。 持ち主 本人で なければ， トリ 刀 一が 

引けない 仕組みに なって いる。 

• DATA 

正式 名 …'， 
投計老 …'， 

« 力 

口 » 

全長 

銃身 長… • 



'••••BLA-H17 (typ©3) 
、リ 一'ベンソン 

..... S&M 社， NASA 
••■••15mm 

380mm 

150mm 

"-" (エネルギー • パック "5" む） 

mnm (エネルギー 'パック） …… 1 個 

ビーム 出力… 焦点 断面 に 一点 两 射て セ 
S ミツ ク 装甲 6Qmnn を 貫 ia f 9c 



たす.、 ， んだ r 悪 摩の 兵^ • メ タル ギア 』 から デザィ ンを 採って いるか りな。 
名前 は それへの 才 マージ ュ のよう な もんじ やよ， はつ はつ はつ。 加ん し， 
あんた の 忤格. 個性 データまで 採り 入れた， わしの 自信 作 だぞ」 
「メタルって 呼んで くれれば いいです よ， ギリ アン」 俺と ハリーとの 会話に， 

メ タルが n を 挟んで きた。 
「そう， メ タルち やんで いいのね」 

ミカが メタルの 頭 をな でながら， 子供 を あやす ような 声で きつ。 「"め， く 
タルち やん はか わい いんだ あ。 あたし もこん な ペットが 欲しい な あ （ペット 
じ やない つてば •,）」 いつは ず 

「 ボッ , ボクも ギリ アンより ミカさん と 一緒の はつ 力， いいなの」 
おう おら， メタルの やつ， なんて 雜子 がいいれ だ。 

-ん， 待てよ。 俺の 性格に 合わせて 設計され ている つて こと は …… 。 

「それからもう 一つ， こいつ も 持って行く がいい」 
言いながら ハリー は， 棚の 中から 一丁の 銃 を 取り だした。 
まに^ 練され た デザインで， 手に してみ ると 非常に 輊ぃ。 安定性 も^く， 

i るで 俺の 手に 合わせて， その 形状が 決められ たかの ようで ある。 

「どう〃 気に 人った か？ 軍で 使用して いる レイ ガンと は ，わけ ダょ 率 フぞ。 

これ は ブラスタ 一とい つてな， 一発で スナッチ ヤー を 破壊で きる^ 力 を 持つ 

ている のじ や」 

「 ええ。 最高です よ， こいつ は。 どうもありがとう …… おやじさん」 ： 
「な 一に， これが わしの 仕事 じ やからな J 
ハリー は， いたずら つぼく 片目 をつ ぶって みせた。 

そのと き ~ ^ : い'、' >; な T ^^ffiiiSM^r 

IS やかに な' り. かけて いた その 場の 雰囲気 を， かん 高い ブザーの 音が 切り裂 

いた。 

「き やつ， なに ？ なんの 音？」 
近くから 大きな 音が 聞こえて， 驚く 

ミカ。 クネ «^ * パ ? 

どうやら は， メタルから 発されて 

い 。よ フに 0 

r ジ ヤン • ジャ ッ ク • ギブ スンょ り緊 

急 入電です。 つなぎます」 *' 

メ タルの 肩の モニターが 作動し 始め， 
そ こ に ギブ スンの 顔が 映った。 、 
「こちら ギブ スン， こちら ギブ スン， 

M 地区の 工場 跡で スナッチ ヤーら しき 男 を 追いつめた。 至急 ， 応援 頼む」 
張りつ めた 糸の よ う な 緊張 慜が 走る。 

「 ギリ アン， 行きましょう J 
メタルに 言われる まで もな く， 俺 は JUNKER コート をつ かむ と， 駐卓場 

と 走って いた ♦ ： す：'. ; ^ " ^^^^^^SKr 
「メタル， もたもたし てると， おいて、 ぞ z 」 1 
心配そう に 俺 を 見送る， ミカと ハリー。 
「頌 張って ね， ギリ アン」 ， i 

r ヅラ スター は 使い手の^ 射ス ピー ドに 反応す る こと を' 1 1 、れ ずしな。 賴 a に 

そ'」 お 
, 俺と メタル は， 用意され ていた トライ サイクルの 新車 に^り 込ん た。 42 干 

' 型の トライ サイクル は， シティの 交通網 管理 システムと 直結して おり， 才ー 
ト 走行が 可能な 優れた 乘り 物で あ も。 
行き先 指定 カーソル を， M 地区の 丄場 跡に セットす る。 
ふわっと $ 体が 浮き上がつ たかと 思う と， 窓の 外の 風景が みるみる フ ちに 

. 背後に 流れ だした。 

やれやれ。 配 早々， 事件 か 。 

いきな り スナッチ ヤー 様のお で ま し と はな。 

« [ききの JUNKER, ギブ スンが 追いつめた 男 一 なぜ そいつが ス十ッ チヤ 
一 だと わかつ たんだろ う 9 




へ 



奴ら の 正体 は， 一体' 




12 



スナッチ ヤー 





トライ サイクル ' DATA 

, ^ ■ ノ， 正式 名 42 年 盟 インター' 

ブ ター type R 

全長 3880nr>m 

全幅 1B30mrn 

JUNKER が 使用す る 空陸 両用 家， 地上 全裹 1255mm 

走行 は三轎 駆動， ホ バー 走行 及び 空中で ホイール • ベース …… 24B0mm 
は 車輸を 収納し. ジ： l ッ ト 推進で 飛行す フロント' ト レツ ド… IWOmm 

る。 通信衛星 や 「アルファ ビル j を 介し 東 量 重量 Mdkg 

た ナビ ゲーシ ヨン • システム により. シ 車体 棄材 懊棄 纖綠 + スー' 

ティ 内 全域の 自動 操 織 を 可能と している。 一 ，エンプラ 



それに， 弱点 は…？ 

ちつ， まだまだ わからな 

，、二 とが 多すぎる ぜ。 
ネ才 • コ ウベ • シテ 

ィの 夜空 を. 1 台の ト ライサ 
I クルが 駆け 拔 けた。 




§2 DEATH OF GIBSON 

— ギブ スンの 死 

r 7 ぎ や 一つ , 1 

断末魔と も 思える 男の 叫び声が 響き渡つ たの は， 俺た ちが 丄場 跡に 到着す 
るのと ほとんど 同時だった。 
「メ， メタル， 今の は j 

「ええ， 確かに 人間の， それ も 男性の 悲鳴です j -. 
のう り 

俺のお 裏 を， 嫌な 予 S が 過ぎった。 

まさ 力、 ギブ スンが -"… 。 いや， ガウ ディで 調べた 限り. 驚異的な ス ナツ 
チヤ 一 破壊 率 を 誇って いる ギブ スン が， そう 簡^に 殺ら れる と は 思えない。 

そう 言えば， 追いつめた スナッチ ヤー は， 男 だと g つていた。 あれ は， そ 
の スナッチ ヤーの 悲鳴な ので は ？ 

「メタル， お前の 持って いる 特殊 能力で， なんとか 調べよう はない のか？」 
r ちょっと 待って く ださい。 今， 勧 体 反応 を チェックして みます。 …… あつ， 
^数の 動体 .又応 があります ゾ ギリ アン， 気をつけて 〈ださい。 スナッチ ャ 
一 もしくは ィ ン セクタ 一が 工場 内に 潜んで いるか も しれません」 
r その v イン セクタ 一 * つての は， なんだ？」 

r スナッチ ヤーが 警戒 センサー 用に 使う クモ 型の ロボ ッ 卜です。 知能 レベル 
は 低 いんです が， ニードル • ガン を 装備して いるので 侮れません」 
「わかった。 とにかく 中 を 調べて みない こ とに は 始ま る まい。 行く ぞゾ」 

夜空の 雲が， 強風に よって とてつもない 逨变で 吹き 流されて いく。 

せんこ ラ いなづ * 

時折 その 雲々 の 中に 走る， rn 、閃光 —— 稲妻。 

it が 近づいて いるよ うであった。 



したが 



淹 は メタル を 従えて， 廃 工場の 建物に 足 を 踏み入れる。 4 

お お かぶ ^ ,f * 

その 真上に 覆い 被 さって いる 巨大な 黒雲が， これから 俺た ちが 出会う 惨劇 
を睹 示して いるかの よ うで もあった。 



工場 内 は， ひびが 入った 壁の 隙間 




や 窓から 漏れる 外の 光 （主に 街灯 か 
なに か だと 思う 力り で， なんとか 視 

kit 

界が保 たれて いた。 

かなりの 長い 年月， 使用され てい 
ない 建物の よ うであった。 

通路と おばし き 場所に は， 壊れた 
配 や コンクリート の 塊が 転がつ て 

おり， 加えて， ゴミ 捨て場に なって 




ジ ヤン • ジャック 'ギブ スン （55 才） 
Jun Juck vaiDson 




30 年間， サイ ェン 
ス • コップ （科学 警 
察官） として 儀いて 
いたが. 妻 （アリス） 
を スナッチ ヤーに 殺 
され， JUNKER に |£ 
職， デカ 時代の 経験 
と 知 « を 生かして. 
驚 奚 的な スナッチ ャ 

一 破 壞率を 誇る ベテラン JUNKER 現在， 
娘の カトリ ーヌと 二人 暮らし。 
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いたのであろう か， £g が， 至る ところに 敉 乱して いる。 
足元が 不確かな ため， ど う しても 俺た ちの 移動 速变は a く なる。 
「ギリ アン， ボタに 内蔵され ている ライ 卜 を 使用し ま しょ うか？」 メタルが 
小声で 提案した， 

r …… いや， よそう。 万一 スナッチ ヤーが いたら， 格好の 樣 的に 成り かねな 
いからな」 
カツ ーン。 カツ ーン。 

静寂が 支配す る 空間に， 俺の 靴音が やたら 大き く 反 * していた。 

ピ シャン。 ピ シャン • 

とき どき 思いだ したよ うに， 水滴の したたり 落ちる 音が どこから かそれ に 
返事 をす る。 

その 二つの 音が 奇妙な 調和 をみ せ， 不思 織な リズム を llj 作して いた。 
通路の 曲がり角に 差し かかった ところで， もう一 つ 別の 音が 加わって， そ 

ちつじょ くず 

の リズムの 秩序 は 崩された。 

そこ あわ 

メタルが 人工 音声の 周波数 も 合わせ 損ね る ほ ど， 愧 てて 叫んだ ので ある。 

r リ， リト ノレ • ジ 3 ン. く/ J 1 
r メタル， ど う した？」 

「ジ ヤン • ジャック 'ギブ スン 専用の ナビゲーターです。 見て ください Zj 
* メタルが 近寄って いく 方角 を 見る と， そこに は， ほとんど/ f 鉄と 化した ナ 
ビゲー ターが 転がって いた。 

まだ 半分 溶け 統け ている よ う な 真新しい 炔け 跡が， ボディ を楝 断して いる。 

かろ 

その 真下に， ""LITTLE JOHNj という ネームが 刻まれて いるの が， 辛うじて 
確認で きた。 

r おおつ， リ卜 ノレ 'ジョン 。 メ チヤ クチャ だ 」 

ナビゲーター にも 喜怒哀楽の^ 情が あるの だろう か。 メタル は， 悲痛と し 
か 言いよ うのない 音声 を 発する。 r どうやら， スナッチ ヤーが 口から 発射す る 
レーザー カノンに よって， 破壊され たようです …… j 

—— メタルよ。 同僚が 殺ら れ たのに は 同情す るが， 今 は 悲しんで いられる 
とき じ やない。 

「メタル， リトル' ジョンの メモリー はどう だ？ 無事なら 抜き取つ ておい 
て くれ j 

「は， はい。 データが 残って いるか どう 力、， 今 は 確認で きません が， 一応 メ 
モリー チップ を 回収して おき ます」 
メタル は 肩から， 細い 椀の ような * マイクロ 'マニピュレーター々 を 伸ば 

羞,^ * 4 一 

すと， 丹念に リ トル' ジョンの 側 頭部から 薄い カード 状の チップ を 引き抜い 

た、 

その 作業 を 見届けてから， 俺 は メタルの 背 をた たき， わざと 力強い 声 を だ 
す。 

「よし， ギブ スン はこの 近く にいる ぞ。 センサー をち やん と 働かせて おけよ， 
メ タル」 

それから 歩く こ と 数 メートル。 
妙な 臭いが 俺の * を 突いて いた。 

どこかの 国の 郷 上枓理 でも 思い起こさせ るよ うな， 生 奧ぃ奧 いで ある。 

既に メタル も それに 気づいて いるよ うで， 盛んに 体中の ランプ を 点滅 させ 
ながら， 発 奧元を 調査して いるよう であった。 

やがて， センサー 類 を 駆 4 して メタルが それ を 発見す る。 
"'リア ン， 右 奥の 柱の 根元に 人が 倒れて います Zj 

^兎の ごと く ， 柱に 駆け寄る 俺。 

—— スナッチ ヤー か？ それと も ギブ スン なのか？ 

そこに 到着した 俺 は， しばらくの 間， 凍りつ いたかの ように 動く ことが で 
きなかった。 tr - ゥ, * , 

後から 追いついた メタル も， まるで 機能が 停止した かの ように， 一富の 音 
声 も 発しよう と はしなかった。 



飛び散った 肉片。 べったりと 柱 や 地面に 付着した 鮮血。 人間の 形状 を 保つ 

ている と は 言えない 死体 一 o 



黽 るも^ 慘， と 形容す るし かないの だろう か。 

ズ ブス ンの 頭部 は， 胴体と 離れて， 血の 海と なった 地面の 上に 転がって い 

b # その 首の 切り口が， かなり 強い 力に よって， 無理矢理 ねじ 切られた こと 
» 示して いた。 

-', ギブ スン 先輩 …… 。 とんだ 出会いに なつち まい ましたね」 
，は 胸の 前で 十字 を 切った。 「あなたに は， いろいろ ご敉授 いただこう と 思 
つていた のに 」 

— 就任す るな り， こんな 場面に 出く わそう と は …… 。やれやれ o JUNKER 
： i. 退 S しのぎ どころ か， とんでもなく 苛酷な 職業の よう だ。 
を 押さえて， 敢えて 厳しい 口調で 命令した。 

【 r メタル， ギブ スンの 死体 を 調べて みてくれ。 スナッチ ヤーに 閱 するな にか 

が: ii て く るか も しれない からな j 

'わ， わかりました。 "…- あつ， ギブ スンの 右手に 毛髮が 攆られ ています。 
そに つら， 爪の 咪 間から は， 皮, 有 組織が 検出され ました j 
おそらく， スナッチ ヤーに 首 を 締め上げられた ときに， ギブ スンが 苦しま 

ざに： つかんだ ものな のだろう。 
孑よ し. メ タル， 分析 を 頼む J 
r はい， やって みます」 

' タ つの 屙の モニターに， 目まぐるしく 分析 データが 表示され た。 
r 分析. 終了し ました。 結果 を 報告し ます …… 毛髮の 持ち主 は， シルバー グ 
- - O 髮で， ョ 一。 ツバ 系， A 型， RH- の 男性です。 一方， 皮#紐 熾の ほう は， 
3 — 口 ッパ 系， 0 型， RH- の 女性の ものです」 
—— ん？ おかしい ぞ。 スナッチ ヤー は， 複数だった のか？ ギブ スンの 

=3 - iL . .C O いりゅうひん 

その他に も， ギブ スンの 身体から， 幾つかの 遣留 品が 見つかった。 なかで 
も， こかかった のが， ^袋の 中に 確認 さ, れた * 残存 物" である。 
r ギリア ン， 分析の 結果， 残存 物 は 鯨肉で ある ことが わかりました」 

|r ゲイ ニク ？ 」 

r クジラ の 肉です。 ジ ヤン は 3 時間 ほど 前に， どこかで « 肉 を 食べた という こ 
t になり ます j 

—— はて， 今 ど き 鯨肉 を 食べさせて く れる 店なん て， あるんだ ろうか？ 艳 
JI を 防ぐ ため， かなり 以前から 鯨 を枓璦 • 販売す る こと は， 国際的に 禁じら 

II ている はずな の だが …… 0 

めぐ 

^え を 巡ら している そのと き —— 。 

^IH ら かに 俺た ち は， 無防備に なって いた。 

その 間隊を 突いて， 背後から 巨大な や 気" が 迫る。 
^射 旳に 振り返る 1* ~ 。 

た タルの 勳体 反応 センサーが アラーム 音 を 鳴らした の は それと 同時だった 。 
一！:^^ at あ り ！ ドアの 向 こ う 側に なに かが IS れま した j 

^ タルが 叫んだ。 

のぞ りんかく 

確 力' に， こちら を 親いて いた， 輪郭の はっきり しない 白い 入 影の ような も 
fet f . ドアの 右 奥へ 姿 を 引っ込め たような 気がする。 

そ n を 見て とる と， 俺 は ブラスタ 一 をし つかりと 揠 りしめ， ドアへ と 走つ 
'：： まだ 一発 も 試射して いないの が^が かりだった が， スナッチ ヤー を 目前 

に w て そんな こと も g つ てられない。 

, ほうつ。 ' 

マの 手前の S に 背中 をつ け， 大きく 、を 吸い込む。 1 

- 、せえ のつ " 

心の中で 掛け 声をかけ るのと 同時に， 俺 は ブラスタ 一の 照準 を 前方に 合わ 
^な^つ. ドアの 奧側 へと 踏み込んだ。 
一歩 を 踏み だす 時間が， 恐ろしい ほど 長く 感じられた。 

予想に 反して， そこに は スナッチ ヤー どころ か， 勧き そうな ものな ど 

^•o もなかった。 そのうえ 土砂が 崩れて 道 がふ さがって おり， とても それ 以 
二ぶ 先へ 進め そ うに も ない。 

'動体 反応 センサー を 使用して みました が， この 場所で は， なにも 感知し ま 
せん」 と， メタル。 
おかしい， 奴 は一 体 どこへ'; 肖え たんだ？ ' 






イン セクタ 一 

スナッチ ャ 一が 警戒 セ ンサー 用に 使 う 
クモ型 ロポッ ト。 尻 節より センサー 鍵 糸 
を だし， それに M れた 者に ニードル' ガ 
ン で攻擎 する。 ジェット 推進で ジャンプ 

移動 可能。 警航 科雜識 》 の リ UNKj 
が 幾度と なく を 試みた が， 自爆 «匿 
を 持った め 完全 摘 獲が でき tWB は 不明。 
■ DATA 

正式 名 INSECTOR-01 

全長 （本体の み） ，"150はは 
体長 （足 を 食む） -300mm 

全 高 200mm 

500g 



「 ギリ アン， なんだか 変な 音が 聞こえません か？ j 
r いや. なにも 閗 こえない 力^ 

「私の 音波 センサーが. 確実に さつ き まではなかった 音に 反応して い ま す。 
ギリ アン， ついて きて ください j 

メタル は 反転す ると， 入って きた 道 を 引き返し 始めた- 俺 は 今一度 ブラス 
ター を 撥り 直し， メタル を 追った。 fc 

ドアの 外へ 出る と， なるほど， メタルが 言う ところの 音が， 俺の 耳に も 捕 
えられる ようになつ てきた。 

しかし， それ は スナッチ ヤーの 移動 音な どで はなく， コ チコ チ， コ チコ チ 
という， 規則正しい 機械 音で ある。 
「メタル， これ は 一体， なんの 音 だ？」 

「わかりません。 今， センサー を 使用した ところ， 音の 発信 源 は， リ トル' 
ジョン だとい う こ とが 判明し ま した J 

なぜ スクラップ 同然の リ トル' ジョンが 活動 を ？ 俺 は 例の 曲がり角 
の 瓦礫の 中に 横たわつ ている リ トル' ジョン を， 注意 深く 調べて みた。 

すると， その ボディに， 先刻まで なかった 長 細い 機械が 取り付けられ てい 
るの が 見つかる。 

こ， これ は —— ^限 璨弹 つ〃 
「たたた. 大変 だ. じつ， 時限 だつ. , メタル， 解体して くれつ ゾ」 
「ええつ/ •••••• む， 無理です。 この タイプの 場 禅の 解^に は， かなりの 時 




問が かか ります j 

「となると …… 」 " 
顔 を^ 合わせる 俺と メタル。 声 を 揃えて。 

r 透げ るし かないつ ゾ」 ' 
I ィ ィ M —， ビィ ィ ィ 一 0 キ* 、'ひ ん た' ： , . ： ゾ-, 

走って いる 最中， メタルから 例の アラーム 音が 鳴り だした。 

ええい， この 非常時に。 相手なん かし てられる か C 

一 g 散に 出口 をめ ざす 俺 を， メタルが 制する。 

r ギリア ン， 止まって ください。 危険です/ 前方に， 多数の イン セクタ 一 
の 反 が あ ります」 
「な につ /j 

はさ 

時限^弾と イン セクタ 一によ る 挟み 肘ち か。 スナッチ ヤーの 野郎め， なん 
と も 念の 入った こった。 

見る と， コンクリートの^ 骸の 隙間から. するすると 数^の イン セクタ 一 
がく、 にも その 姿 を 現そうと していた。 そして， ニードル 'ガンの 先端 を， 俺 
と メタルに 向ける。 ， 'クー 

が, 超 高速の 勳体 相手に 特殊 訓練 を 積んで きた 俺の 目に は， その 動き は， 

し よ ん 

所詮 コマ 送り 程度の 速^で し かな かつ た。 
スャ ユン, スキ ユン， スキ ユン ゾ。 

火 を 吹 く 俺の ブラ スター。 

ま ば ゆい 数 本の 光が 薄暗い * 問 を 切 り 裂く。 

ガ シャン， ガ シャン， 力' シャン c 

その 光が 消える ときに， 数 s 所で 生み だされる， 小さな 爆発き- —— 。 

f ィ ン セクタ 一が ニー ドル 'ガン を 発 
射す るよりも 早く， ^の ブラスタ 一 か 
- ら放 たれた 光の 撖逍 が， 的確に すべて 
の 胴体 を 打ち抜いて いたので あ る。 

r ヒ ユー ッ， ギリ アン， やる じ やない 

です か」 まろお l^rt 1 し 

「ふつ， 銃の 椀なら， ネ才 'コ ウベ' 
シティ 中 を 捜しても， 俺の 右に でる 奴 
' 二 はいない ぜ。 さあ， 外へ 出る ぞ Zj 
♦ 「だめです」 

r なんだ， まだ イン セクタ 一が いるの 

^：; か？ j ヾ- ^ippMpP. 
. 「いえ …… R が 抜け ま した j 
おいおい， なんて ロボ ッ 
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「つべこべ 言うな 。走れ/ ^発する ぞ z」 
r だめです， 動け ません J 

「世話の やける 奴 だ。 それつ. 。 

f* た ち が 出 口から 飛び だす やい なや， 背後で 大 * 発が 起 こ つ た 一 。 




§3 KATHALINE 

— 力 卜 リー ヌ 

間違っても. 気持ちの 良い 帰 通と は 言 さ ^ かった。 

確かに スナッチ ヤーに 関する 幾つかの 手掛かり は 得る こ とがで きた。 しか 
し， そのために 失った 代 憤 —— ジ ヤン' ジャック 'ギブ スンの 死 —— が， あ 
ま り にも 大きす ぎた からで ある。 

俺が 旲 つたと き， メタルからの リアルタイムの データ 送信に よって， すで 
に その 訃報 は 本部に も 伝わって いた。 
し 一ん と 静まり かえる 局長 室。 _ 

"な 

局長の 机 を 囲んで， ミ 力 とハ リ 一が ギブ スンの 死 を 倖ん ていた。 

部 尾に 俺が 入って きたのに 気づく と， ミカが 口 を 開く。 「お' 埽 りなさい， ギ 

リ アン …… 。 大変だった でしよ う …… 」 

み じ 拳く 

「 …… すまない， 淹が 未熟な ばっかりに」 一 
「う うん。 ギリ アン， あなたの せいじゃな いわ。 ジ ヤン は， ジ ヤン は …… ， 
精一 杯戟 つたんだ と 思う わ …… j 
ミ 力の 大きな 瞳から， はら はら と 大粒の 涙が あふれた。 1 "だけど， だけど …… 。 

JUN K E R つて， なんて 哀しい 宿命 を 背負った 職業な の … … J 
そこから 後 は 言葉に ならな か g た。 
肩 を 震わせながら， ミカ は 鳴 咽 を 漏らす。 

な ぐ き 

淹に は， 彼女に かけて やる! B めの 言葉が とても 見つけられなかった。 

と， 横から ハリーが， 酒矣 い， を まき 散らして. 荒々 しく 俺に からんで き 

た。 

「なんの ための IB 援じ や/ … … あんた がもう 少し • … • • 有能 だったら … … ジャ 
ンは， 奴 は …… 死なずに すんだ かも …… j 
「ハリー， それ は逮 います. ズ」 メタルが 抗議す る。 

俺 は それ を 制して. 「いや， いいんだ， メタル。 …… ハリーの 言う とおり だ」 
「ひつく。 …… ジ ヤン はな あ。 ここが できてから …… ずっと …… わしと コン 
ビを 組んで おつたん じ や …… ど うして く れ るんだ …… 坊主 …… 」 ハリー は 明 
ら かに 泥酔して いた。 

「おやじさん， そのく らいに しとかない か」 

ハリーのから みかた を 見 かねた 局長が， 口 を 挟む 。「今回の 件 は， ギリ アン 
に 責任 はない。 そのく らい は， おやじさん も わかって いるだろう j 
r …… ああ。 わかつ とる さ …… 。 じ やが …… これぐ らい は 杏痴ら せて くれよ 



再び， その 場に 沈黙が 訪れよ う と していた。 
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アクション ゲームの 融合 



' 遂 択^の AVG つ 




う と， ゲーム' シズ 



も テム 的に 



は， 似'.' ^41 



と 緊迫 慼を 与えて くれる の だ。 ブ 



こり * つたり になつ ちゃつ てるのが 夷 状 だ- 番号 を iM んぶノ シ-フ トキ 一 を 押さなければ いけ 



/一 " \^ '^つつ v J w 'mf w jrc つ/ ゝ,、 - ，ノ w w v 

を 進^ 1 さ せ- てパ，，' iji ほとんどの ゲーム が こ の 



けない つ 



で， 

- バタ；、 z c 確かに ス ト— リーが 面白ければ それでし 



" よ, ザと v 、プラスアルファの 要素が いくつ も S り 込まれ 

am » * o^^^^^M"*^, • 園 画, 一 卿 taa^v/^t *rf-rf m 售、 - ― 




スター を擎っ 前に， 

g^^np^fl^^^^P^ ？ 二 ：4?^ や 
シ ヨンの 要素 を も， ゲーム を 盛り上げる ための 演 

• 一， y^L^^^^m^ r-z^ つ ^ht^t^ d^j^r ^ 一 • 1 ^ 售 J ^ 1 



TSS^ 3 ^ ャ ：：; ?？^?^キ；^ た マンネリ 化 を 打破 




いる。 罾預 でも 触れた， モンタージュの 作成 や， パス ヮ 
一 ドゃ 人名 を推ミ I するとい ケ， ブにィ ヤーに 考えさせる 

^分が そ ，^み だけ ど， •; 主 百して ほし いのが， 

今までに も AVG で， 戦 翻 シ ニン な どに アクション を 取 リ v 
'入れた タ イブの ゲーム は 何 種^ かあつ が， どうも . ベ 

^^as? 6 な 印象 を 受けた Vcftvj^^^ と 思う e な^ぶに _ 

ぜそニ を アクレ i. シ にしなければ いけない のか. 必然性 アイ は, レ〜 レ i〜 4 

一が Jic sacsc*v?^W せ • - 攀： （ '一ん、、 1% 

^その へん を なかなか 巧みに 処理した のが, 二の ゲーム に ^ ^^ほ^ J 

主人公 ギリ アンの 視点から 見た 射 * ゲ— ^^し ス， -ズ に • ，めくれて いく パネ 

'- —リーに うまく 組み込んで いる タノ、..' ^第：；〜'. に、. -二. • のうち， 入 聞の 

その ゲーム 自体 は， it もが 知って るだろう や モグラ た ；? の》 ミ ^，"ニ 

たき * c 画面が 9 分 省 I」 されて，' 敵の いる エリアに 対応す る - に- に スナッチ ヤーの 

テンキー を 押す だけと い. 今 非常に 車 純な もの だ 。しかし, ,-: て B を 撃ち落とせる 

• み ぜ かこれ が 妙に R 張す る- 殺ら れ^^? %^ 



JUNKER 本部に 

ある， ぉ擎 室。 「ジ 

ヤンカー ズ ，アイ 」 

という 射擎訓 》 シ 

ス テムが あって， 
ブラスタ 一の 腕 を 
磨く こと 力 きる。 
ここで 憤れて おい 
たほうが いい かも 
しれない ね。 



Z^r^r^ v m に , あ 一， 




一になる からと いう a 虫 も あるの かもしれ ない けど， ス …をと もの も， そん'.… ： ' 一 ... ク ： : ：ン 



それ を 避ける ように， ^長が 括し だす。 
「ギリ アン， 最初から 大変な 事件に 出くわして しまつ" お';;…。 まさか あの 
ギブ スンが …… 。 だが， これで 君に も， JUNKER が 生半可な 心 》 えてで き 

る 仕事 じ やない という のが わかって もらえた と 思う」 
俺 は 唇を嚙 み， 大き く « いた。 
局長が 統 ける。 

「我々 は いつまでも 仲間の 死 を 悲しんで いる わけに ザ i; かない。 スナッチ ャ 
一 ども を 一掃す る こと， そ れがギ ブス ン への 一番の 供養に な る に 遠い な いの 

たつ 

「ええ， 私 もそう 思います j "ぎ， く 

いつの « に. か 俺 は， 自分 Q 身の 中に， 残 * な スナッチ ヤーに 対する 人 ^ と 
しての や 怒り * が， ふつふつと 煮えた ぎって いるの を慼 じていた。 
「ギブ スン は， ^し££' がっかめ るまで は 捜査 内容 を 私に も 明かさな い 主義 だつ 
た。 最近の 奴の 態度 を 見て いると， どうやら スナッチ ヤーに ついての 重 女な 
事実 一 弱点 や 見分け かたな ど をつ かみかけていたら しい。 生前の ギフ スン 

の 足取り を 追って， それ を 解明す るの だ。 頼んだ ぞ， ギリ アン」 '- 
局長 は， 悲しみ を 忘れる かの ごと く， 一^に ま く し 立てた。 一が 

「わかりました。 ギリ アン' シード， 必ずや スナッチ ヤー 軍 a を 壊滅 させて 
みせます 」 

俺 は 敬礼 をして から， ハリーの 前へ 足 を 運んだ。 
「おやじさん， これ …… リ トル • ジョンの メモリー チップです。 ギブ スンか 
命が けで 調べた なに かが 入って いるか も しれません。 分析 をお 願いし ます」 

と， ハリー は その チップ を 力強く 握り締め， 先刻までに はなかった， 優し 

い 表情 を 見せる。 

「 …… わかった。 …… すまなかった な， ギリ アン …… ひどい こと を 言つ ちま 
つて …… j 
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スナッチ ヤー 



「いいんで すよ」 ひなん 

おやじさん たちの 心のお 摇を， 決して 非 » する こ と はでき ない。 
も し も ギブ スンと 親しい 付き合い をして いたなら， 俺 だって 間違いな く， 
こ う して 捜査 を 絞 行す る こ と はでき なかった であろうから。 



と り あえず は 手近な ところ， 刑事 部屋に ある ギブ スンの 机と 口 ッ カーから 
調べて みる こ と にした。 
案の定， 幾つ かの ギブ スンの 所持品と 思われる 物が 見つかった。 

机の 上に B かれた 紙切れに は， 「ャ ッは决 まって， 木 Hi 日 にあの 店に 現れる j 

体， なんの こ とだ？ 

鍵の かかった 引き だし も， ギブ スンの 遺品 を 使えば. なんて こと はない。 
むつ， この カプセル は …… ？ 
「メタル， 分析して くれ」 

「0K. ギリ アン。 …… これ は の 薬です。 そう 言えば， ギブ スンの 死体 

かいよう 

の 肖 袋 は， かなり 重症の «« でした ね j 

「ギブ スンは で， それ を 自覚して いたの か。 だとしたら なぜ， わざ わ 
ざ 鯨 料理な ど と い う S に 負担の かかる もの を スナッチ ヤー を 追いつめる 前に 
食べた り したんだ？ j 

「わかりません。 いずれにせよ， 嫁 料理が 鍵 を 握って いるの は 間遠 いないよ 

1 "よし， その 線から あたって みる 力、。 その 前に …… 」 

に ギブ スンの 家へ 行って みるんで すね」 ' • 

r そのと おり 4 ふか； 4 つ 
—— メタルの 奴， 俺の 考える こ とがわ かるよ うにな つてき たじ やない か。 
ギブ スンの 机 や 口 ッ カーから 見つけた， フロッ ピー ディ スク その他 を 手に 

すると， 俺た ち は トライ サイクルに 乘り 込んだ。 

なにも 言わな く て も， メタルが 行き先 指定 カーソル を ギブ スンの 家に 合わ 
せて く れ る, 

w ん 4 いかん^い 

俺と メタルとの 間に， 不思議な 信頼 M 係の よ うな ものが 形成され ている の 
を 初めて 実 « したの 力 f , そのと きだった。 




トライ サイ クル は， 北 野の 高級 住宅街の一 角に 静かに * 陸した。 

— ほう， ft 険な 職業と いう だけあって， JUNKER の 収入 は 決して » く は 



ない よ うだ. 

眼前に * つてい る ギブソン 家 は， アーリーアメリカン 'タイプで， なかな 

ト t* ぶ 

かの 風格 を壤 わせて いる。 これ だけの 大きさと デザイン， さらに 立地条件 を 

考える と， かなりの 高級 S 敷で ある こと は， 素人目に も わかった。 

いかにも の あ り そ う な 木製の ドア を ノックして みる。 
コン コン, コ ンコン o 

「誰. 誰な の？ j ドアの 向こう （期から， 少女の おびえた 声が 聞こえた， - 

「新しく JUNKER に配厲 された. ギリ アン' シードです。 今回の ジ ヤン 'ジ 
ャ ック. ギブ スンの 件に ついて 少々 」 

"う 

. 「ちょっと 待って。 あなた， 本当に JUNKER なの？ J じヽ' KER なら， その 証 
拠 を 見せて ちょ うだい j 

父が 死んだ こ と に 対 して， 過敏に なって いる 彼女の 気 待ち も わからな いで 
はない。 俺 は 彼女の 言う がま まに， JUNKER 証 を 見せたり， « 間に 答えたり 



、 a 



しばらく 誠 意 を 見せて いる と， ようやく 彼女の 氕 待ち も 落ち着いたよう だ。 
「疑った り して ごめんなさい $ ど う ぞ 中へ 入って く ださい j 

ドア を 開けて く れ たの は， 紛れ もな く ジ ヤン， ジャック • ギブ スンの 愛娘， 
力 ト リー ヌ だった。 
そ の 赤 く はれあがつ た 目の 阛り が， 彼女が これ ま でに 流 し た 涙の It を う か 

がわせ 力 ^^p^it 、^^た *"j^j^f^A<V-:、 ぎ" はお^ j 
「このたび は， 俺が 無力だった ばかりに お父さん を …… 」 
俺が そう 言い かける と， カトリ 一 ヌは首 を 大きく 横に 振り， しっかり とし 
た 声で， 一言一 言を嚙 みしめ るよう に 話し 始めた • 
「私， 父の こ と は 覚悟して ま した。 …… これで も JUNKER の 娘よ。 …… も う 




カトリ 一 ヌ • ギ ブス 

(14 才) Kathaline Gibson 

ジ ヤン ，ジャック， ギプス ン 
の 「ミス • サーティー ン j の 

オーディ シ 3 ンに 合格して 
主に ホログラム ，サイ ンの CM モ 
デルと して 活躍 中。 しかし， 「ァ 
ルフ ァ ビル j による 「ジュニア' 
ハイスクール」 »種 中級に 在学 

4x7) ため, 学業^ Bfe させて いる。 
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大丈夫。 心配し ないで， ギリ アン。 泣 こ ラ にも， 涙 はもれ はてち やった から」 
あどけな さ を 残しながら も. ふと 見せる 大人び た 表情。 CM で 見て いる とお 

り， やはり カトリ ーヌは 美しい 少女だった。 
加えて， その 汚れ を 知らない 美し さの 中に， ある 種の 気丈 さが 見え隠れし 

ている o 

モデルと して 実社会で «J いている せい も あるの かも しれない が， とて も 14 
才の それと は 思 え ない 精神的な 強 さで あつ た。 

r ところで， 本部のお 父さんの 机から， こんな ものが 出て きたんだ が …… 」 
例の フロッピーディスク を 見せながら， 俺。 
r あつ， これ は 父の パソコンの だと 思う わ。 奥の 害 斎に あるので， どうぞ」 
カトリ一 ヌ に 連れられて 入った 書斎に は， かなり 旧式の パソコン， PC-88mk2 
百 式 （SR 以降） が a いて あつ た。 

さっそく ディスケット を 挿入して， 笔源を ON にす る。 ノ 
しかし， 画 面 に は 無情に も r パスワード？ 』 との 文字が 表示され た。 
「カトリ ーヌ. お父さんの パソコンの パスワードって 知らない かい？」 、 
「ごめんなさい。 父 は 仕事の こと は， 一切 私に 話しませんで したから …… 」 
仕方がな 。 俺 は， めくらめっぽうに キーボード をた たき はじめた。 

む fti 

なかには， 淹 のこの 無 煤と も 思える 行動 を 非難す る 人 もい る こ とだろう。 

が， 案ずる より 生む が 易しと は， よくも a つた もんだ。 メタルの 適確な ァ 
ドバイ スで， なん とか 俺 は パスワード を 見つけだす こ と に 成功した ので ある c 

フロ ッ ピー ディ スクの 中身 は， 1 "スナッチ ヤーに 関する 考察 j という 題の 文 
拿であった。 以下に その 内容 を 要約して 紹介す る こ とに する。 
▼ なぜ スナッチ ヤー は 夜行性で， なおかつ 冬に な る と 現れる のか ？ それ は， 
奴ら の 不完全な 人工 皮 w のた めで ある。 日焼け をす ると， 皮膚 ガンの 症状 を 
起こし. 命取りに なり かねない 。従って， スチ ツチ ヤー は 太^光線 を 嫌う。 
▼ スナッチ ヤーの 判 sij 方法 

① 皮膚の 状態 を 調べる。 

② ガン 細狍 特有の 悪奐 がす るか どう か 臾べ 、 を か ぐ。 

③ 衣服が 人工'; 肖 臭 繊維で できて いるか を 調べる。 

④ 日焼け止め や サン' スクリーン" を 持って いるか どうか 調べる。 

t さらに 奴ら は， ガン 化した 皮膚 を どこ かの 病院で 抬療& メイン テナ ンス して 
いる はずで ある。 

私 はついに その 病院 を 見つけた/ 12 月 13 日 

P.S ノ ぐ ゥン ティ 'ハンターの ランダム 'ハジ ル とかいう 男に は 気をつけろ- 
パソコン 以外に も， ギブ スンの 書裔に は， 手掛かりに なりそう な ものが 幾 

つかあった。' • i4^0Bpfwi i 9 ^ WjP^WMs^^tMBw^ff'' T 

閣市 r JOY-DIVISIONj の シールが 張られた け 止め * サン 'スク リー 

ン" の ビン。 

なぜか クィーンの 位 S が 空いて いる チェス 盤 （その 抜けて いる 駒 は， 言う 
まで も な く ギブ スンの コート から 既に 見つけて いる）。 
今の 俺に は， それらが 何 を 意味す るの か， 全く 理解 不能で ある。 
「カトリ ーヌ， お父さん に関する もの は， ここに あるので 全部 かい？ j 
「ええ， 父の もの はすべ てこの 書斎に …… あつ， あと， 裏 庭の アリス もそう 
だ わ。 …… 父が 飼って いた 犬なん です。 アリスって 名前 は， 死んだ 母から と 
つた ものな の」 •、 ， ' 

—応ァ リ スに 会って はみ たもの の， 特に 気になる と ころはなかった。 
こ れ にて ギブ スン 家の 調査 は 一通り 終わった わけ： {^ — 0 
「協力 どう も ありが と う。 俺 はこの ま ま 捜査 を 続ける。 念のために 俺の ビデ 
オフ 才ン 'ナンバーと 住所 を 渡して おくよ。 なに かあつたら， ここに 連絡し 
て く れ J 

「うん， わかった。 ギブ スン， 気をつけ てね …… J 

のど 

それに 続く n 葉が， カトリ ーヌの 喉まで 出かかった ように 見えた。 が， 彼 
女 は それ を 飲み込む と， 極めて 平易な 言葉に すり 替えた。 
r またとき どき， 来て ちょ うだ t j 

短い 一言で はあった が， 実に 感情の 込められた 言い かたであった。 
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★ 祭と した！ を とって はいる ものの， 力 ト リ ーヌの 悲しみが どれほど 深 
いものな のか， 痛い ほど 伝わって くる。 
別れの 挨拶 をし， 玄関の ドア を 開ける。 

外に 出る と， 東の 方角の 空が 白み， いつの 間に 力'， 夜が 明； ナ ようとし てい 
f れき！^：ザ， に ^ ' 

尾 敷の 阇 り に 植えられた， 手入れの 良 く 行き届いた 美しい 花々 に 目をやる。 
その 葉に ついた 朝露の"^ が， ま るで 力 ト リ 一 スの屎 のよ うに も 感じ られ た。 

§4 JOY-DIVISION 

「^料理？ も しかしたら ナポレオンなら 知って るか も しれない わ」 

数日の 間， 行き詰まつ たかの ように 思われて いた 捜査 は， ミカの その— 5 
によって， 予期せ ぬ 進展 を 見せた。 , 

r ナボレ オンって いうの は， 誰 だい？ 」佤 眠 か ら目 を： E まし たばか り なので， 
俺の 声 はま だいく らか暧 眛さを 残して いる。 

「ジ ヤンが 使って いた 中国 入の タレ コ ミ^よ。 確か サイエンス • コップ だつ 
た 頃からの 付き合いだ つて 言って たかしら …… J 
「ど うやったら その ナポレオン と 連絡が とれる かな ？」 
「ごめんなさい， そこまで はわから ない わ」 
「サンキュー， それだけ でも 十分 だ」 

ミカから 得た 情報 を 頼りに， 俺 は コンピュータ 'ルームへ と 走った。 まだ 
眠っている^ 細 抱 を 起こす かの ように， 頭 を 大きく 振りながら。 ^^か 一 

困った と きの ガウ ディ 傾み —— おそ らく ネオ 'コ ウベの 情報 を 統括して い 
る ガウ ディなら， その ナボレ オンと いう 人物に 鬨 しても， なんらかの データ 

が 登録され ている に違いない と 考えた からで ある。 
さつ そ 〈シートに 座り， 十, ポ， レ， 才， ン， と キーボード をた たいて み 

た。 

しばし の アクセス 時間の 後， 該当 データ^ 兒を 知らせる ランプが 点滅 を始 
める。 それに 伴い， ディスプレイ を 埋め 尽くす かの ごとく， 大量の 文 宇が P) 
面に 浮かび上がった。 

が， しかし — 0 ' t}^' * 

それ は， ナポレオン は ナポレオン でも， フランスの 英雄， ナボレ オン 'ホ 

ナノ ウレ ト についての データであった。 

r ちつ， ガウ ディの 奴， お茶 目に も ほどが ある ぜ」 -、 
. お手上げ という 仕草 をして いる 俺 を 見て， メタルが 提案す る。 
「ギリ アン， ハリーに 閗 いてみ ません か。 ギブ スンと は 仲が良かった みたい 
ですから， 知って るか もしれ ません よ」 
「そ うだな。 行って みる か」 

俺 は ガウ ディ を キッと 睨んで から （もちろん， それが なんの 意味 も 待た な 
いこと は 先刻 承知 なの だが) ， メカニック 室へ 向かう ムービン グ 'ウォークに 
乗 つ 了： - 

久々 に 訪れた メカニック 室 は， 息苦し さ を 惑 じる ほどの 酒^い 空気が 充満 
していた。 

椅子に ぐったり と もたれかかつ ている ハリー。 
おそらく， あの 日 以来ず つと 酒 を 飲み 統け ている のであろう。 これで は， 
まだ メモリー • チップの 分析な ど 期待で き そ う にない。 
と， ハリー はこ ちらに 気づき， 虔 ろな 笑み を 浮かべた。 
「おおつ， ジ ヤン …… 樺って きた か …… 。 どうじ や. 例の 計幽は …… ス ナツ 

チヤ 一 を 根 こ そぎ 退治で き るって 取 を， そろそろ わしに も 教えて く れょ …… 」 

I チん えい 

明らかに ハリー は， ギブ ス ン の幻钐 を 俺に 重ねて 兄て いた。 
言葉が 途切れる と， 手に した 先の 細い ブランデーの ビンに 口をつけ， グイ 
ッ と あおつ た。 

—— ん f ifiiHS^ii^ 1 ^^^ 11 ^ り^ ^ゎ"， おお 
「おやじさん， この ブランデー はどう したんで すか？」 ハリーの 屙を 強く 揺 

すりながら， 俺 は 尋ねた 3 
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r •••••• ん， おお …"- こいつ は， お前さんの 机から 待って きた 奴 じ やよ。 •••••• m 

手に 待ち だして 悪かった な •••••• な あに， 形見分け をしても らおう と 思って な 

そ 二まで 言った とき， 幻覚 世界 を淤 していた ハリーの 意識が， 現実に 引き 
戻される， 

「形見分け …… ？ おおつ そ う じ や ジ ヤン はも う この 世に は …… j 

ちんつ 3 «i i 

ハリー は 目頭 をお さえ， 沈痛な 面 待ちで 押し 然 つた。 
「メタル， ビデオ フォン だ。 ビデオ フォン を かせ/」 突然 光明 を 見いだ して， 

叫ぶ 俺。 ^1^1： 4 XO ^t\g f 

r は あ， ビデ 才フ オンなら 私の 中に 内蔵され ています が …… 。 いきなり どう 

したんで すか？」 》 

r まあ， 見て ろって。 と は 言っても， 自分の 体の 一部 だから 見えない か …… j 
「いいえ， も ち ろん 自分の モニターに 何 カ^って いるかぐ らい はわ かり ます。 
それに， ギリ アンが 何 をして いるか だって， こうすれば …… j 
そう 言う と， メタル は 首 を 二 ヨキつ と 伸ばし， 器 用に も 自分で 自分の モニ 

こっけい 

ター を のぞき 込む ような ボー ズを とった。 なんとも 滑稽な 姿势 である。 

r わかった わかった。 いい か， しっかり 見て ろ。 3,9, の， 5, …… 。 これで 

よ し」 

ボタン を 押し 終える と. 呼び出し 音が 2, 3变 鳴った 後， 黑髮に ダーク' ブ 
ラウ ンの目 をした， なんとも うさん 爽 そう な 中国人の 顔が モニターに 映った。 

ほらな —— c メタルに 向かって g く 親指 を 立ててから， 俺 は その 中国人と 
ま 古し 始める。 

r おまえが ナボレ オン か」 

「ああ， そうだが， あんた は 誰 だい？」 妙に しゃがれ た 声で ある。 、 
r ギブ スンの 知り合いだ。 情報が 欲しい」 

r あんた もデカ かい？ 信用な らんな。 "…- よし， それじゃ 暗号と いくかい j 
—— ^号 だって？ 少々 焦り はした ものの， いざ ナポレオンが 口にした キ 
一 ワード を 聞いて みると， なんて こと はない。 まさに ガウ ディ さまさま だ。 
俺 は ナポレオン と 会う約束 を 取り付け， ビデオ フォン を 切った。 
卜 ライ サイクルの 駐車場に 向かう 途中， メタルが 不思議 そうに 聞く。 
「ど う して ナポレオンの 遑絡 先が わかつ たんです か？」 

r ふつ， 言う なれば， * ナポレオンに 乾 杯' つてと ころ かな j 

ナボレ オンと 侍ち 合わせ をした 場所 は， ネ才 'コ ウベ' シティ 高 * ビル 街 
の ほぼ 中心に 位置す る アルタ ミ ラ 前であった。 

その 阛 辺 は， 年末と いう こと も^り， クリスマス' ソングが 方々 から 閗こ 
え. 忙しそう に 行き来す る 人々 で暖 わって いる。 

クリスマス • ケーキ を 手に， 家路 を 急ぐ サラリーマン。 こ こぞとば かりに 
プレゼント を 親に ねだって いる 男の子。 屙を 組みながら. 年に一度の ロマン 
チック • ム 一 ドを 味わって いる 恋人た ち 。 

そうした 光景に 見とれて いると， ふいに 背後から 声をかけられた。 

1 "あんた が 新しい JUNKER か i 、 j 

ビデオ フォンで 聞いた とおりの しゃがれ 声 を した， ナボレ 才ン である 3 が， 
頭に は 帽子 を かぶり， その上から， ローブの ような もの を まとって いた。 
やはり タレ コ ミ蜃 は， 余計な 人間に 顔 を 見せない よ うにす る 必要が あるの 

だろう。 一歩 間遠えば， 情報に W 係す る 相手から 命 を 狙われ かねない， ft 険 
な褢の 仕事で あるの だから。 
そう 考える と， や 木 を^すなら 森の 中へ * — * 外と こ う いう 場所の ほうが 

入 目につきに く いの かも しれない。 

「まあ， ギブ スンの だんな も 気の毒な ことにな つち まった な。 で， あんた は 
何 を 知りた いんだい？」 と， ナポレオン。 

r あ， ああ， この ネ才 'コ ウベ' シティで 鯨 料理 を 食べさせ ている 店 を 教え 
て ほしいん だが …… j 
ft がそう 聞いて から， 一時の 沈黙が あった。 き 
何 を もたもたして いるんだ —— そんな 顔 を 俺が する と， ナポレオンが 不楼 

げん 

嫌そう に 言う。 ，' 
「ふん， あんた， 名前 はなん ていうん だい？」 



スナッチ ヤー 



「名前？ ギリ アン' シー ドだが 」 

r ギリ アン か = あんた， ネ し濂 つても の を 知らん のか。 ただで 情報が もらえる 
ほど， 世の中 甘く はな いんだ ぜ J 
くそつ， なんて 現佥な 奴なん だ。 

俺 は 財布から 数枚の 紙幣 を 取り だし， 折りた たむ と， ナボレ オンの 服の 袖 
に 突っ込んだ。 

—— ああ. こういうのに 使った 金 は， 経费で 落ち るんだ ろうか …… 。 
「へへ つ， そうこな くち やな。 なんだい， 嫁 料理の 店 かい。 それなら ァ ウタ 
一 ヘブンつ ていう エイ リ アン' パブが 有名 だぜ J 



アウターへ' 



ン 
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「ああ， けっこう 各界の VIP が 集まる 店で な。 コスプレ • タイムに なると， 客 
も メイ ク をして ない と 入れない のさ。 も し も あんた が 入ろう つてん なら， JOY- 
DIVISION 製の マ スクが 必要 だぜ」 

JOY-DIVISION ！ —— ギブ スンの 家で 見つけた， 日焼け止めの ビンに 記し 
てあつた 店の 名前 だ。 間遠い ない， これ ぞま さ し く ギブ スンの 足取りな の だ。 

「そ， その JOY-DIVISION つての は， なんだ？ j 

「コ ウベの 高架 下が ベースに なった， なんでも マーケット のこと さ。 危ない 

連中が 集まって るから. 行 くんだった ら， 気をつけな」 、- 
「それで， その アウター ヘブンと JOY-DIVISION は， どこに ある？ j i 
「おつ と， そいつ は別枓 金だぜ j 

, ちつ。 足元 を 見やが つて。 だが この 際， 多少の 金 をけ ちって はいられない。 
「ほらよ， これで どう だ j 

「まいど あり い。 ァ ウタ 一^ ^ブン は， HS 区の 17 番街 だ。 JOY-DIVISION は …… 
まあ， こっち は 有名 だから， わざわざ 俺が 教える まで もないだろう。 あんた 
も JUNKER だったら， それく らい 自分で 調べ るんだ な j 

つ と A 

言い 終える と ナポレオン は， そそ 〈さと 雑踏の 中に 消えて いった。 . 
—— まったく， 金 を 払った つてい うのに， なんて いい加減な 奴なん だ. ゾ 

K 立た しく も 思った が. 確かに 大々 的な 宣伝 を 展開して いる JOY-DIVISION 
の * 絡 先 を 見つける のに は， さほど 時間 は 要さなかった。 灯台 もと 暗し， と 
いう やつで ある。 ：•； 

JOY-DIVISION に ビデオ フォンで 連絡 をと り， 店の 場所 を 確^して から， 
俺と メタル は アルタ ミ ラ前を 後に した。 

問 S の サン ノ ミ ャ K 区 5 番街 は， いかがわ し い K 店が 立ち並ぶ 通 り であった。 
}> ッタ 〜ン タンタ〜 ン〜 

どこの 国の ものと も 知れない 奇妙な 音楽が， JOY-DIVISION の 店 奥から 流 
れ出 ている • 
行き交う 人々 も， 皆 どこかし ら異樣 である。 
「どけ， こんなと ころで 立ち止まん な/ j 
r 邪魔た'. 道 を 開けろ. 。 

多くの 人 は， 他人と 目 を 合わせな いように 下 を 向きながら， 急ぎ足で 歩い 
ている。 肩 をぶ つけたり する と， とげとげしい セリフ を 吐く 者 も 少なく ない。 

身分 証明 蒈な しで 商品の 皈壳 • 講 人が でき る， 客の 眯入 記錄は 一切 残さ な 

t そうした !« 市の 性格 上， なに かャ バイ 頁い 物 をしたい 連中が， この 一 

角に 集まって いるよ うだ。 

それにしても， 進路に 立って いる 他人に 対して タツ クル を 〈れ ていく よう 
な この 歩き かたは， *# ではない。 

「いてて… （こいつ， 前 見て 歩け よな /h メタル， 店に 入る ぞ。 このまま じ 
や， 体が ァザ だらけに なつち まう」 

たいき" りよく 

「ええ， そうしましょう， ギリ アン。 私 も 首の 耐久 力に 自信が なく なって き 
ま した」 




レオン （年令 不詳) 

Napoleon 

ギプス ンが 使って い 
た タレ コミ 1L 中 QB 人 
らしい の だが. それ 以 
上の こと は 雄 も 知らな 
い。 • '大 以後の 大 
最 移民と 共に， ネオ • 
コ ウベに やってくる。 
花粉症な のか， 絶えず 
く しゃみ をして いる。 




ネオ • コ ウベの 大地 主， コ ナミ の マークに 似た 看板の 下 を く ぐ り， JOY 

はんじょう 

DIVISION に 足 を » み 入れる と， 店内 はかなり の 繁盛ぶ りであった。 

買い物 をして いる 客 を 哭* すと， 白い 肌. 黑 ぃ叽. その 中間の よ うな 色 …" 
まさに 人種の 坩堝で ある。 



いらっしゃい 



ゆりかごから 墓場 ま 



ダ 



ちに はなんでも 取り 描え て あ 
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あ"" 

り ます ぞ」 と， 愛想 を 振り ま く 店員。 

と は 言っても， 薄汚れ た 長 衣で 深々 と 身 を 包んで おり， 妖しい 光り を 放つ 
目 ぐらいし か 確 S できない ので は あるが。 

「ちょつ と 失礼す る。 こ ういう 者なん だが …… j 俺 は JUNKER 証 を 見せて， 
聞き込み をして みる こ と にした。 

「ちつ， ボリ 公 力、。 わし はこの 商売 は 長 いんじゃ。 そんな もんで ビビ るかい/」 
r まあ， 侍て 侍て。 ちょっと W きたい ことがあって 来たた' けだ 」 
r けつ， だれが ポリ公 なんかに 協力す るかい」 

そ う ^抗 的な JS* を とられる と， こちらと しても 下手に でてば かりい る わ 
けに はいかない。 

「おいおい。 こっちに は 本庁の 捜査 課へ 通報して， おたくの 店 を • 擎る こと 
もで き るんだ ぜ J 

「 …… ぐつ。 …… 聞く なら 早く 聞いて く れ。 商売の 邪魔に なつち ま うからな」 

ごちょう やわ 

急に 店員の 語 網が 柔らかく なる。 

「ああ. 手間 は 取らせない ぜ。 ます' ァ ウタ 一^ ^ブン つて 店に ついて 敉 えて ほ 
しい J 

「ほう。 どこから 聞いた のか は 知らないが， お前さん， アウター ヘブン を 知 
つてい ると はな …… 。 そうさ， あの 店 はう ちと， アプライ エンスの 独占 契約 
を 結んで いるの さ」 

r アブ ライ エンス ？ j 

「コスプレ タイム 用の メイク マスクの こと さ。 あそこの コスプレ タイムに 入 
りた いんだったら， うちの マスクが 必要 だ ぜ。 この 際 だから， 買って いきな 

され。 …… さあ， どれに する ね？」 
—— なるほど， ナボレ 才ンが 言って いたと おりだな。 
店員の 商売 根性 を そのまま 受け入れ るの は シャク だった が， 俺 は， ィース 

ター 為に ある 巨大な 石像， モ アイの マスク を 買った。 数 ある 中から 迷わず こ 

れを 選んだ fl 由 はた だ 一つ， 値段が 安かった からで ある。 
「まいど どう も。 …… おお. 特殊 メ ィキ スト， リック' ベー 力 リーの ォ リ ジ 

ナル 作品 を遘 ぶと は， お 目が 高い。 これでお 前さん は， 一躍ァ ウタ 一^ 、つへ ノ 

の 人気者 さ。 ひつ ひつ ひつ j 
「も う 一つ M きたい こ とが あるんだ が …… j 
「どうぞなん なりと。 品物 さえ 買って もらえれば， お客様 だからな」 
—— ころり と 態变を 変え やが つて。 最初から そう やって 素直に 協力し ろつ 

てんだ。 

r この 人に 見覚え はない か？ j ギブ スンの 写真 を 見せて みた。 

r ああ， この 人 かい。 良く 来る 人 さ。 そうそう， この間 も B 焼け 止め を 一つ 
買って いったな。 …… だが， いつも 買い物が 目的で 来る ので はない よう だつ 
たのう。 他の 客の こ と を じっと見て いるよう じ やった」 
張り込み， 力，。 

ギブ スンの 追っていた 男が， JOY-DIV ほ ION とァ ウタ 一^ ^ブン に， なんら 
かの 理由で しばしば 足 を 運んで いた。 その 理由が， 男が スチ ツチ ヤーで ある 
ための ものだった と したなら …… 。 

そうだ. すべてが 1 本に つながる ぞ。 

「メタル， 次へ 行く ぞ」 

w つてん しょうち 

「へい 親分， 合点 承知. ゾ」 

「 …… お前， どこで そんな 言葉 を 党え たんだ？ j 

「へへ つ。 この 前から， ケーブル 'テ レビの 情報 を メモリーして いるんで す」 
「 …… つたく。 なら， アウター ヘブンの コスプレ タイム は さぞ かし 楽しいだ 
ろうよ j 



スナッチ ヤー 



§5 OUTER HEAVEN 



アウターへ フン 



HS 区 17 番街 —— 。 

'へい， らっしゃい， らっしゃい。 そこのお 兄さん. ちょっと 寄って いかな 



かぶ 



アウター ヘブンの 前で は， 很の マスク を 被った 呼び込みが， 客引き をして 

いた。 j/il 手な タキシードに 長 ネクタイ， それに アンバランスな マスクと くれ 

ば， 否が！ i; に も 人目 を 引く。 
違法で ある 鯨， 理を极 つてい るのに， 堂々 と これほど 目立つ 客引き をす る 
と は， なん と も紊 気な 店で ある。 

忙しそう に 道行く 人に 卢を かけて いる 呼び込みに 近づく と， 俺 は その 耳元 
でさ さやいて みた。 

「 こ の 店で^ 料理が 食べ られる つての は 本当 かい」 
拫 男の 呼び込み は ft の 姿 を 確ば、 すると， 一瞬の 問 をお いてから. 作った よ 
う な 低い 声色で 答え 始める。 

r なに を 言 うんだい， だんな。 弒を 料理す るの が 法律に 触れる つて こと を 知 
らな いんです かい。 う ちの 店 じ やその 手の ャ バイ こ と は 一切して ません ぜ」 
身振り 手振り を 交えながら のかな りの オーバー • アクション である。 
しかし， 俺の ほう も その 程度の ご^ 裁で， はいそうで すかと， 索 直に 引き 
下がる わけに はいかない。 

「いや. 実は ナポレオンつ ていう 男と か， JOY-DIVISION のお やじと かに *3 




関連 CD 

最近の ゲームって いうと， ゲーム 中， ギン ギンに BGM 
が 鳴 リ統 ける ものが ほとんど。 ところが， 1 "スナッチ ヤー j 
の BGM で 特筆すべき 点 は， 音楽が 常に 鳴 り つ ばな し にな 
つて はいない， という こと だ。 

映画 や テレビ ドラマが そうで あるよう に， 本当に 必要 
な 場面で だけ 音楽が 流れる —— この ゲームで は， その 手 
法 を 用いて いる。 そう， 音楽まで もが 演出 効果の ひとつ 

になって いるの だ。 • 
もちろん， アーケード' ゲームで 数多くの BGM ファン 

r SNATCHERj 

« 売 元 キング レコード （Td 03-945-2111) 

〜： 3 ナミ • レーベル 
メディア/ 

！ . CD 276A-7713 2, 843 円 （fftA) 

CT 230T-3713 2. 369 円 （«iii) 
収 錄 曲 ：① プロ 0—グ （AD2042 Neo Kobe City) '2):Mt*'fll3E ルシ 
ファーの (Bio H2zard) さ オープニング （Twilight of Neo Kobe 
City) i,Evil RipplelTheme of Snatcher ま 遭 邁 • g の バイ ォ ロイド 

(Creeping Silence~Crtminal Omen〜Danger Danes …& Justice All) 
'^Innocent Girlf Theme of Jaime f Decadance Beat お iS2^ 'ジ ヤン 
の 残 し た 手が か り （The Entrance to HeH〜Theme of Izabe!) fi Theme 
of Kathaline^Theme of Junkerg' 買 • トライ サイクルの 暴走 (Blow 
Up Trycycle) ぉ嵌 出 ■ ランダムよ 永 速に Spreading Diehard〜Etemal 
Promise) お faded Memones^'JE W • 暴かれた 真 寞 （ Restoration 
〜Preasur of Tension -^Endless Pursuer) ： ^'エピローグ （Beyond 
Sorrows) 移 Master of Puppets Among The Disease^: 新たなる 戦い 

(Theme of Ending) 
特典 ： 16 ページ 解说書 (ライナーノーツ， 日本 B 対 K 付き 台本， ラフ • 
スケッチ 集， 楽 »2 曲 分） 



を 持つ コ ナミ だけに， 曲 自体の クオリティ もメ チヤ クチ 
ャ 高い- ゲーム， ミュージックが 限りなく 映画音楽に 近 
づ いた 一作と 曾って いいだろう- 

この r スナッチ ヤー j の 全 BGM を収錄 した アルバムが 
キング レコードから 発売され ている （音源 ソース： PC88 
サゥン ド ポー ド II 版)。 単に 音楽 を錄 音した だけで はな く 
て， 曲に よって は， 英語の ナレーション や セリフ なんか 
が 入って， ドラマ 仕 立 てに なって いたりす るの がゥ レシ 
ィ。 ギリア ンゃジ エミー， ランダムの 声が 聴け るぞ。 ォ 
ス スメ/ 



T « 
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介 を 受けたん だが …… J 

俺が そう 言う と， 客引き は 突如， おかしくて 仕方がな いという 様子で， 復 
を かかえて 笑いだ した （なぜ 彼が 笑った のか， そのと きの 俺に は 皆目 見当 も 
つかな かつ たので は あ る が)。 

「は 一^ 5 はつ はつ， ひ 一^ 5 ひつ ひつ。 そうか， わかった。 ナボレ オンの 紹介 
ね， はつ はつ はつ。 よし， おいらの ほうから マスターに 連絡して， だんなが 
鯨 料理 を 食べられる ように 手 害 を 整えて おきます わ。 もちろん， だんなが す 
ベて 内密にして くださる という 前提の 上で です がね —— う ちの 鯨肉 料理, よ， 
天下一品です ぜ。 なにしろ， 日本 近海から 南氷洋の 間で 密獵 した クジラ しか 
使って ません からね。 * 伝 子 操作で 作られた ような ものと は， 全然 味が 遠い 
ます ぜ。 は 一つ はつ はつ， ああ 腹が いてえ」 

こいつ， なにが そんなに おかし いんだ？ まあいい， とにかく これで 確 ^ 
はとれ たわけ だから。 

「0K， それじゃ さつ そ 〈食わせて もらおう」 ， 
「だんな， ちょいと 侍って 〈だせえ」 

店に 入ろ う とする 俺 を， 很 男が 体で 制した 0 r 今 は コスプレ タイム なんです： 
悪 いんです が. その ま まの 格好 じ や 入 店 を 許可す る わけに はいきません ね」 
おっと， そうだ。 忘れて た。 せっかく 買つ たんだから， 活用 しないと な。 
俺 はモ アイの マスク をし つかり と 被りながら r これでい いんだろ ？」 
「はいはい， ちゃんと JOY-DIVISION 製の 物の ようです ね。 準備が およろ し 

v^l^j 》• - — f-xj- « き 父 ifir マヤ "fWHtT 

猩男は 入口の カーテン を 開け， 流れて いる 音楽の 音量に 負けない よ う に大 
声で 叫んだ。 「スペシャル 'ゲスト 1 名 様， ご 案内つ./」 
さっそく ft と メタル は. その カーテンの 眯 間から 入って いこうと する。 ^ 
そのと き 退 男が， 先刻まで 俺の 陰に 隠れて いた メタルの 存在に 気づいた。 

「おや， だんな， その ロボット はなんで すかい 9」 

びく り とする メタル。 

, - ~ まずい， ここで JUNKER だとい うこと が バレる と， 店内での 捜査に も 

しよう 

陣が出 る 。 

「 …… ん， ああ， こいつ は 俺の ペットの ような ものなん だ。 なに. 本当 は 家 
に 置いて こよ う と 思って たんだが， 辨手 について きち まって ね」 
「ぺッ 卜ね え …… j 

なつ' 

じろ じろ と 退 男が メタ ルを 眺め る 。 「本来な ら ペットの 入 店 はお 断りす ると 
ころなん だが —— ま， いい か。 なにしろ あの ナポレオン 樣の御 紹介と あっち 
やな。 はつ はつ はつ」 

ほ ^ つ， ナポレオン はこの 店に 顔が きくよう だな。 あれ だけの 先行投資 を 
した 甲斐が あつたって もんだ。 

俺と メタルが 案内され たの は， 重々 しい 扉に よって 区切られた， 店内の 隅 
にある 支配人 室であった。 
部^の 中で は， 四つ 目の 実に 奇怪な 怪物の ァ ブラ ィ エンス を 被って いる 男 

が， 忙しそう に 帳';! をい じっている。 ft たちに 気づくな り， その 怪物が^に 
手 を やり 一礼 をす るの は， 結構 不氕 味であった。 
「ようこそ いらつ しゃい ま した。 私が この 店の マスターです e お客様 は^ 肉 
料理が お望み だと か …… 。 少々 お 値段が 張って しまいます 力、 よろしいです 
か？ j 

高額の 出费は 痛い が， こ こ までき て 断る わけに もい かない， 
「ええ。 それが 目的で きたんで すから， ぜひとも …… j 

俺 は マスターが 提示した， とても 安いと はいえない 金額 を 即金で 払った。 
その 際に， ちらりと メタルに 視線 を くれる。 

メタル， 俺が 金 を 払って いる この 場面 を， しっかりと メモリー. チップに 
き已錄 してお いて くれよ。 後で それ を 証拠に， ^長から 金 を 返しても らうんだ 

か ら な 0 

ちょ ラ^い のち 

「たしかに 項 戴 致し ま した。 料理の ほう は 後 ほど 席に お持ちし ます。 今日は 

ィザ ペラの ステージ もあります ので， どうぞ ごゆつ くり」 と， マスター。 

「イザベ ラ 9 —— ひよ つ として， あの 21 世紀の マ リ リン 'モンロー と言われ 
てい る， イザベ ラ • ベルべ ッ 卜です か ？ i 



r そうです。 彼女 は 無名 時代， うちで 働いて いまして ね。 今， ホロ ムービー 

の が オフな ので， 来て もらって るんで すよ」 1 

わ あお， こんなと ころで イザベ ラと 会える なんて/ t ， 
—目 散に ステージ 嗞の 席に 駆け込もう とする 俺。 が， その ズボン の^を， 
メタルが しっかり と 握って 離さない • 
—— おつ と， いかんい かん。 こ こへ 来た 本当の， 的 を 忘れる と こ ろだった。 

俺 は ギブ スンの 写真 を マスターに 見せ， 当たり W りの ない よ う に 話 を 脚 色 

しながら # ねて みた。 

「いや， 実は 友人 を 探して いるんで すがね。 情 金 をした まま 行方 をく らまし 
てし まつ たんです よ 。 こ いつなん です が —— こ こ の 店で 見かけ ませんで した 

か？ j . fs<^X5*ii*V^ i witWVm^ kv^Cjs^ 

「う 一ん， 禾ムは あまり 店に 出ない ものです から •••••• 。 店の 従業員の ほうが 詳 

しいと 思います よ j 
残念。 マスター は ギブ スン について， なにも 知らないよう だ。 となると， 

店内で 目撃者 を 探す しかない。 ' ' 

まず は 店の ムー 卜' に 憤れない と な —— 0 

いいかげんな 理由に かこつけて， 俺 は イザベ ラの ダンスが 良 く 見え る 特等 

席へ と 在った。 

なんの 相 雷 炎 もな しに， おいてき ぼり をく ら つた メタル。 俺の 後 を 急ぎ足で 
追い かけながら。 

「まったく， ギリ アンったら， もう。 ミーハー なんだから あ z」 




席に着いた 俺と メタル は， しばらくの 間， イザベ ラの ダンスに 真剣に 見入 

つていた。 ソ' ^-0 

妖しげ な 音楽に. 美しい 枝 体が 揺れる 一 。 

大き く 肌 を K 出した イザベ ラの 衣装に， 赤 や ピンクの スポット 'ライトが 

なま • 

照らされて， そ こ に 実に 氈 かしい 空間が 作り上げられ ていた。 
俺た ちに 限らず， 見る 者 は 皆 その美し さに 魅* され， 一言の 声 も 発しよう 

やがて， IB 肉料理が テーブルに 運ばれて きたと ころで， 俺と メタル は 現実 
の 世界に 引き戻された。 

「 ど う だ メタル， これで も 俺をミ 一 ハー だなん て 言う か？ j 

「は あつ。 キ 'レ' ィ' で' す。 ロボットの 私で も， 心 引かれて しまいます」 

「そうだろう， そうだろう j 

メタルに ィ ザべ ラ の 魅力 を tS め させた 俺, よ， な ん となく 咪 ち 誇つ た ような 
気分で， 目の前に ある 鯨肉 を 口にした。 

—— 〃 これが， すこぶる 美味い。 さすがに， 法律 遠 反で なおかつ 高額で 
ありながら も， 高い 人気 を 集めて いる だけの こ と は ある。 
「メタル， こういう 味が わからな いっての は， ロボット は 気の毒 だな あ」 
「いいえ， 味覚と して 味わう こと はでき なくても， 成分 や 構成 物 K を 分析し 
て. 理解す る ことができ ますから。 なんなら， やって 差し上げましょう か。 
え 一. この 鯨肉 は， •••••• j 
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「やめて くれ， せっかくの 食い物が まずくな つち まう ゾ」 

「すみません， ギリ アン。 こんな こと を やって る 場合 じゃあり ませんで した」 

—— そ うだ c ギブ スン についての 情報 を 収集し なければ。 

だが, 3 店内に いる 客た ち は， イザベ ラの ダンスに 見とれていて， 何 を 質問 
しても 上の空で ある。 
く そつ， それならば …… ， 

r すいません， ちょっと 聞きたい ことがあ るんで すが …… 」 
俺 は， ステージが 終わって 控室に 戾る 途中の ィザ ペラに 声をかけた。 -、 
「ふふん。 ^話 # 号 だったら， お断りよ」 

S! を かき 上げながら， K かしい 声で イザベ ラが 答える。 
「いえ， ちょっと 行方 をく らま してし まった 友人の こ とに ついて …… 」 
「まあ， それ は 穏やか じ やない わね。 いい わ， あたしに できる ことなら 協力 

する わ。 こ こじゃ ナン だから ^室に きて ちょうだい j 

阓囲を 見回す と， ィザ ペラが 富った ことの 意味が よく わかった。 店内の 客 
たちが 皆， 俺の こ と をき つい 視線で 目^んで いるので ある。 

どうやら， つい 今し方まで 店内の 惶れを 一身に 集めて いた 美女に 気安く 話 
しかけて いる 俺 は， この 上 もない 悪漢の 役に なって しまったよう だ。 と は 言 
え， * おめん ライダー' や * ェ イリ ヤン' の マスク を 被って いる 者に 睨まれて 
も， ちっとも 怖かない ので は あるが。 、 

バタ リ。 

控室の ドアが 閉められた。 

暴め p に は， あの イザベ ラ 'ベルべ ッ 卜が 立って いる。 j^^^j^^^^ 

実に 見事な ブロンド' ヘアーと， 透き通った ブルー' アイ。 欠点の f 旨 4 の 

きんせい 

しょ うのない 顔立ち。 均整の とれた 抜群の プロ ポー シ ョ ン …… 。 

—つの 部 尾に 彼女と 二人き り —— 考えよ うによ つて は， 夢の よう な 状況と 
S える かも しれない。 

r まず は， その マスク を 取っても らおう かしら。 入 面 f 象 相手に 活 すの は， 氕 
分の いい もので はない わ」 と， イザベ ラ。 
^は. 言われた とおりに， アプライ エンス を说 ぐ。 

「まあ， なかなかの ハンサム さんじ やない。 で， 行方不明 になった 友人って 
の は， どういう 人な の？」 

そう 翥 うと イザベ ラは， じっと 熱い 視線 を 俺に 向けた c が, 俺 は 照れて し 

まって， とても その 視線に 自分の 視線 を 重ねる ことができない。 まして や. 
イザベ ラの 派手に 露出され た 体に 筏 線 を 置く ことな ど， よほど 酒に 酔って で 
も いない かぎり 不可能で ある。 
という わけで， 必然的に 俺の 視線 は， 床に 落とされる ことになる。 
「あらあら， 下 を 向いた ま ま， ずつ と 押し黙つ ちゃって， ど う したの？ …… 
はは 一ん， もしかしたら， あたしと 二人つ きりに なりたい から 喻 をつ いたの 

いくぶん ちょうはつてき 

ね J 幾分， 挑 発 的な トーンで ある- 

「いやつ， 决 して 喊 なんかじゃなくて …… え 一と， その， あなたが あまりに 
美しす ぎる から， ついお となし くな つてし まったんです J 

「まあ， お 上手な のね」 イザベ ラは 親しみ を 込めた 笑顔 を 見せた。 
いつまでも 照れてば かり も いられな いので， 淹は 度胸 を 決め， ギブ スンの 
写真 を 見せて みる。 

「彼が そうなんで すが …… 」 

r あら， この 人なら 良く 党え てる わ。 鯨 料理 を 食べた 後， 気分が 悪くな つて 

血 を 吐いた 人 じ やない かし ら J 

—— ギブ スン だつ. グ 

「そうです. ズ そのと きのこと を もっと 詳し く W かせて いただけません か J 

1 "え， ええ。 あまりに も 気分が 悪そう だった から， 少し 控室の ベッドで 休ん 
でい つたら， と 勧めた の。 そ う したら， 『いや， やらな く ちゃい けない こ とが 
あるから J つて， よろよろと 別の お客さんの 後に ついて， 店 を 出て いった わ J 

「別のお 客さん つてい うの は？」 

「うちの 常連さん よ。 —— でも， その 常連さん， ちょっと 変わった 人な のよ 
ねえ。 いつも 必ず コスプレ タイムで ない ときに 来て， 店内に いる 他のお 客 さ 
んの顔 をジロ ジロ と 見て 帰る の。 なんか 気持ち 悪いで しょ」 



一， 





3 り," レノ J 

く なつち やった のね。 あなたって なかなか 魅力的よ」 
デ ベラ。 

ft は 少し 大胆になる。 

つたら， « 話 番号 を ft えて もらえな いかな J 
ビ つたで しょ J 

きたい こ とが あるか も しれない から •••••• J 

つや 

にめ？」 今までに なく， イザベ ラは W つぼい 声で 言う。 

I 

き り と言える 人が 好き よ J 

，、ますと， あなたと 今 « お 食事 をした いんです J 

I 

(id f 

よ 微笑み を 口元に 浮かべた。 r い いわ。 あなたに だけ 教 

i わない わよ。 39 の， •••••• j 

重い なく 連^す るよ」 

俺 は 控室 を 出て いく。 
こかで 会い ま しょうねえ j 

ベラが， 近く にいながら 決して 触れる ことので き ない， 

WIGHT PARTY 

— 真夜中の/ \° 一 ティ 

'との コン ビを 解消 させて も らいます。 ぜぇ 一つたい/ 」 
て トライ サイクルに 向かう 途中， 音声 合成の 語気 も 荒 
おいてい く 。 

ちゃん。 悪かった， 反省して る j 平謝りの 俺。 
く 耳 待ちません j 言い放つ と， メタル は 自分の 頭部に 
ッと 接め た。 

〔いこ と をした。 •••••• イザベ ラ と 話 をして いると きに， 

： 二 追いだ してお くなんて …… 。 すまん， 謝る。 だが， 
つたんだ。 ほら， アウター ヘブン は ペット 類の 人 店が 
てた だろう ？ そこで ロボ ッ トが うろうろし ていたら， 
つてい る こ と もき $ してく れな いん じ やない かと …… j 
. 、訳 はた く さんです ゾ j 

る メタル。 俺 は その 前に 立ちはだかり， 手 を 合わせて 

、ない と. とても スナッチ ヤー どもと 戦って いけない。 
よ， お前に イザベ ラとニ 入 だけで 会わせて やる」 
り を ぴたりと 止め， 俺の 顔 を 見上げた。 
队ん， どうせ 捜査 だと かなんと か 言って， また あの 店 
つても らうつ もり なんでし よ j 

り， ニヤ リ と 笑いながら 俺 3 「甘く見て もらつ ちゃ 困る 
S) ラ イザベ ラ と # 通の 仲 じ やな いんだよ」 
，アン/」 

…… うん， 今日はもう 夜 も 遅い。 よ 一し， それじゃ 

i へお 連れし よ う カリ 
[> ついていきます Z」 

！: メタル を 乗せた トライ サイクル は， 俺の マンション 

o 

レ 君」 

/の 部^って， やもめ 慕ら しのく せに， きれいに 片づ 
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むつ，。 一言 多い 奴 だ。 —— まあいい， せっかく とった メタルの ご機嫌 を こ 

こで 損なう こ と もない からな。 

確かに 淹も， 自分の 部屋の きれい さに は 少なからずの 自信が あった。 秩序 
を〜 すよ う な 物が ある と， 整理せ ずに はいられな t ど うやら ある 種の 潔 

« 症 的な 性格が « に は あるよ うだ o 

もつ と も， 自分自身で その 整理 整頓 を 行なわなければ ならない ところに， 
今の 俺の 悲哀が あ る の だが …… 。 

r どれ， では * のい としの マ ドンナに ラブ コール を W る とする か。 —— メ タ 

ル君， キミの ビデオ フォン を 貸して くれる かな」 
「は い。 どうぞ ご 自由にお 使いく ださい」 

ピッ， ポッ， プ才 ッ …… 0 

俺 は アウター ヘブンで イザベ ラ から W いた S 括 番号 を 押した。 

トウル ルル， トウル ルル 。 心地よ い 呼び だし 音が 響く。 、 

「わ あ， イザベ ラ さんの 顔が ボタの モニターに 映る のか。 よし， メモリー' 
チップ を作勳 させて おかな くつち や」 はしゃぐ メタル。 

ガ チャン。 —— 5 話 器 を 取る 音が して， かわい ら しい 女性の 声が W こ えた。 

しかし， それ は •••••• 0 

「コン 二 チハ。 ヮ タシ， リカ デス。 才デ ンヮ， ァ リガ トウ。 ヮタシ ノト モダ 
チニ， ナツ テク ダサ ル？ …… 」 

—— しばらくの 間， 俺と メタル は 呆然と して， 一言 も 口が きけ なかった。 
目と 目 を 見合わせて， ぺ たりと 床に へたり こんだ まま。 
「やられた —— 」 ようやく 俺の 口から 言葉が « れる。 
r は あつ。 女が 魔物 だと は， いみ じく も 言った ものです ねえ」 
「くそう， せっかく イザベ ラと お付き合いが でき るかと 思った のに …… 」 



「ちく しょう J 

r —— ギリ アン， 部瞾に 入った ときから 気になって いたんで すが， あの 写真 
スタンドの 中の 女性 は どなたで すか？」 

落ち込む 俺 を 見て， メタルが なんとか 括 «1 を 変えよう とする。 さすが 口 ^ 
ット， 下心がない 分， 立ち直り は 早い。 

「ああ， あれ は 俺の 別れた 妻 だ。 ジ エミーと 言って な， 俺と 同じで 今， 記' tt 
喪失 中 f* んナ -ュ 

「へえ， きれいな ^ です ねえ。 これ は …… オリンピックの ときの ボス ターで 
すか？ j 

「 一 // そうだ …一 J ^ 
メタルの 言葉に よって， ふいに 今まで 失われて いた 記 « の 一片が' 俺の 脳 

ius えって きた。 「確か …… ジ エミー は …… モスクワ. ォ リ ン ピックの キャン 
ぺーン • ガールに 邁 ばれたん だ …… 」 

r ちょっと 待って ください， ギリ アン z モスクワ' オリンピックつ ていう 

の は， たしか 20 世紀の 終わり頃に 行なわれ たんです よ。 少なく とも， 今から 
50 年 は 昔の はずです」 



スナッチ ヤー 



ジ エミー • シ 一 ド （推定 29 才) 
Jaime ^eea 




「な につ ？ j 

言われて みれば， 確かに そ うだ。 

おかしい， なぜ 俺と ジェ ミ 一は こんなに も 若さ を 保って いられ るんだ？ 
「メタル， もう ー变 ビデオ フォン を 貸して くれ」 

r いいです け ど —— ど こ にかけ るんで すか？」 ， k ： 

にジ エミーの ところ だ。 聞いて みる」 

あんしょう 

もはや 暗唱で き る は ど 親しみの ある 篾話 番号 を 押す と， モニターに 外出 用 
の 服装 をした ジ エミーが 映った。 
相変わらず， 下手な モデル 顔負けの 美し さで ある。 、 
「あら， ギリ アン。 お 久し振り。 今日はな あに？」 
r 実は 俺た ちの 過去に ついて， 重要な こと を 思いだ したんだ。 ほら， キミ は 
たしか モスク ヮ • 才 リン ピッ クの キャンペーン • ガール を やった よね ？ j 

そう 尋ねた 途端， ジ エミーの 顔が 暴る。 
r …… 。 ごめんなさい。 覚えて ない わ。 だめな のよ， ギリ アン。 苷 のこと を 
思いだ そうとす ると， 頭が 割れる ように 痛む の」 
r そう 力 。 いや， それなら いいんだ …… j 

「お 役に立てなくて ごめんな さ (■ 。 ねつ ギリ アン， JUNKER の 仕事 は ど 

う， mm? j 

r あ， ああ。 いろいろ 苦労 はして るよ。 まだ 実際に スナッチ ヤーと 対决 した 
こ と はないけ どね J 

r …… ね， ギリ アン もしも 私が スナッチ ヤー だったら， あなた， 私 を 殺 
r なんだ よ， 急に」 

き ""どう t I ' ,■ 融1〗 華 ひ， や 
r わからない」 、 

「ギリ アン …… 私， あなたの そういう ところが 好きよ。 でも， それが 命取り 

になる かも しれな t j 

「ど う したんだ？ 今日の ジ エミー はなん かお かしい よ。 な あ， ジェ ミー …… 
* 去 を 取 り戾 すまで， やつば り 俺た ち は ー锗に 暮ら し た ほ う がいいん じ や な 
いだろう か？ j 

しばし の 沈黙の 後， ジ ヱミ 一は 首 を ゆっくりと 拫 りながら 答えた。 ，マ 
「 …… ごめんなさい。 私， なるべく 過去が あった という こと を 忘れよ う と し 

ている の。 今 を …… 今 を， 精一杯 生きた 」 

にンェ ミー j 

「 …… あつ， もう 行かな くち や。 待ち合わせし てるの j 

「こんな 時 w にかい？」 ^ 
「 …… ギリ アン， お 互いに 铨索 はしない つて 約束で しょ。 それじゃ， また 一 

一 」 

ビデオ フォンの 映像 は， そこで 途切れた。 

■i ^ は あつ 》 

ジ エミーの 様々 な 表情が， かわるがわる 俺の 心の中に， 映って は 消え， 消 

えて は 映って いった e 
ジェ ミ 一 と イザベ ラ —— あ まりに も 大きな ダブル • ショッ ク である。 
深刻に なって し まった 俺 を 見 かねて， メタルが 戸 糊から ブランデーと グラ 

スを 待って きた 。 

「さあ， ギリ アン。 一杯 やり ましょう。 元気 を だして …… 。 明日 は， 例の ス 
ナツ チヤ 一とい よいよ ご 対面で き そ うです し …… j 

r …… そうだな」 ^ ^^fXMt; ^ 、, 

「女なん て 信用し ちゃい けません よ。 あなたの 気 待ち は ボタが 一 * わかって 
ます j 

r …… そう/ごな」 ； ' ^ ^Tf 

メタルに 酌 をしても らうう ちに， 先程まで 俺た ちの 間にあった わ だか ま り 
は， 全くと 雪って いいは どなくな つていた。 

かたす 》 

と 同時に， 俺と ジ エミーの 年令に 関する 疑問 も， いつしか 心の 片隅に 追い 

やられて いくき い 會 jjff^,^ r f • —w i" ― 

「はい ギリ アン， も う一 杯 j 
「おお。 メタルよ， おまえ も オイルで も 飲む か？」 
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「おいしい の あ り ます か」 

1 "ちょつ と 待て。 今， 探して やる J 

ひと りの 男と 一体の ロボ ッ 卜に よる この 奇妙な 飲み 会 は， 空が 白んで く る 
まで， 延々 と 続けられた —— 。 

§7 MISTAKE 

— 週ち 

明けて 翌6。 

早朝から 俺と メタル は， JUNKER 本部の コン ピュー タ • ルームに 詰めてい 

た。 

二 口 酔いで 頭が 割れる ように 痛む。 そこ は それ， S 業 自得と いう やつで あ 
る。 

—— もうかれ これ 4, 5 時間 は辁 つただろう 力、。 

昨夜 イザベ ラ から 聞いた データ を 元に， ギブ スンが 追っていた スナッチ ャ 

♦ • けんさく 

一の モンター シュを 作ろ う と ^命に ガウ ディ の データ を 検索して いるの だが， 

いつ こ う に 決定 打 は 得られ そ う にない。 

「だいたい， ど う して イザベ ラ さん 本人に モンタージュ を 作っても ら わない 

んで すか。 伝え M いな 情報 だけで ギリ アンが 作ろう なんて， 無理が ありすぎ 

レん ほ *5 rz 

ますよ」 さすがに 辛抱 It え かねた のか， いらいらしながら メタルが 言う。 

「 •••••• 富うな つて c ft もそう 思って， さっき アウター ヘブンに « 話したん だ 

が， 当の イザベ ラ« は 夕べ a く， 次の 仕事 先に 発つ ちまつ たんだと さ。 大ス 
ター だから， ま， 仕方のない ところ だな」 

答えながら も， 俺の 視線 は， ガウ ディの モニターに 表示され ている 顔の パ 
ーッ ひとつひとつ を 念入り に チェックし ていた。 

いわゆる 一 の， モンタージュ 写真 * と逮 つて， ガウ ディ を 使い モンター 
ジュを 作る の は， 非常に # の 折れる 作業で ある。 

目 や #, 口な どの パーツ を 組み合わせて， 人の 顔 を 作る —— ここまで は 従 

来の モンタージュと 同じな の だが， ガウ ディ は， それ を 日本 全国の あらゆる 

^い とうしゃ 

データ を 公的に 管理す る アルファ ビル と 照合し， 孩当 者が い るか どうか を検 
索して くれる。 便利で は あるが， 逆に 言えば， 該当者の いない モンタージュ 
は， すべて 不完全 品と して ハネ られ てし まう ので ある。 

しかも 今回 は， ネオ 'コ ウベ' シティに 在住して いて， 30 前後の 男性と い 
う 制約つ きであった から， 該当者が 発見され るよ う な 精度の 高い モンタージ 
ュを 作る のに， それなりの 時間 を 要して しまう の は， 仕方のない ところで あ 
つた。 

「つたく， だからで すねえ， イザベ ラ さんと 話す ときに ボタ を 一 猪に いさせ 
れば， こんな 面倒 は 起こらな かったんで すよ。 その 場で ボタの モニター を 見 
せながら， モンタージュ を 作っても ら えば 良 かったん ですから •••••• 」 

「わかった。 わかった から W む， 大きな 声 を だすの はやめて くれ。 頭に 響い 

て 死にそう だ」 、，'まる 
r あんなに むちゃな 飲み かた をす るからで すよ， もう」 
「馬鹿野郎， お前が すすめ たんじ やない か •••••• いてて て」 

そんなと り とめ もない 会話 を 続けながら も， ようやく 俺た ちが これと いう 

/」• 

モンタージュ を 完成 させた の は， いい加減 俺の 二日酔い も 治り， 太隰も ビル 
街の 谷 問に 沈んで いこうかと いう 頃であった。 

「おつ， アルファ ビルから データが 返って きた ぞ。 •••••• なになに， 該当者 2 名 

力，。 イワン' ロドリゲス， 27 才， 職 * エアー サーファー， 該当 率 70% …… ， 
それに フレディ 'ニールセン， 29 才， 職業 タクシー 運転手， 該当 率 65% …… j 

r やった じ やないで すか， ギリ アン」 

「ふうむ。 しかし， 俺た ちが 勝手に 作って しまった モンタージュ を， どこ ま 
で 信じて いい ものなん だろう か … • • • 」 

そんな こと を 考えて いた 矢先， メタルの ビデオ フォン が 鳴 り だ し た。 
受話器 をと ると， モニターに 映った の は 実に タイミングの いいこと に， 下 
着 姿の 小 悪魔 —— イザベ ラ である。 
「は あい， ダーリン。 お 店に 自分の テレフォン' ナンバー を ことづけ るなん 
て， 粋な ことして くれる じ やない。 ：& 用って な あに？ 一 そうまで して， あ 



た し と 食事が したいの ？ 」 

「グッドタイミング/ …… しかし， なんだ つて また， そんな 恰好で …… 」 
「ラ ふん。 今， ニュー トー キヨ 一' シティで， 新作 下着の 発表会 を やって る 
の。 ダーリンが 連絡 を 欲しい つてい うから， 空き時間に 菴 話し てるのよ」 く 

ね く ねと 身 を 揺り 勳 かしながら， 相変わらずの K かしい 声で 言？。 
「 …… そうだ。 あのな あ …… j 

俺 は 例の リ 力ち やん 電^に ついて 文句 をぶ つけよ う と したが， 寸前で 思い 
と どまった。 今 はそんな こ と をして いる 場合で はない。 
r これ だ， この モンタージュ を 見て くれ」 
[ メタルの 送信 カメラの 前に， できた ばかりの モンタージュ^ 真 を 置く。 す 
ると， イザベ ラの 表情に， みるみる 驚きの 色が 広がって いった。 
「ああ …… そうよ， この 人 だ わ。 ァ ウタ 一^ ^ブン の 常連のお 客さん …… 。 で 
も， どうして こんなに そっくりな モンタージュが 作れた の？ あたし は， あ 
んな 適当な こ と しか 言わなかった のに j 

い I- ん でん * / 

「フ ッ， 以心伝心って 奴 かな。 どうやら キミと 俺との 問に は， 運命的な 結び 
つきが あるよう だ」 我ながら キ ザな 台 雲 司で ある。 

「まつ'， ダーリンったら。 相変わらず 口がうまいん だから。 …… で， 用件 は 
それだけ？」 ^ > o 

r ああ， それともう 一つ， 君の 本当の 電話番号 について なんた' が …… j 
そう 言い かけた とき. 受話 機の 向こう側から， こうる さい ブザーの 音が 聞 
こ え た 0 

r ごめんなさい。 次の ステージが 始まる みたい。 そのうち 気が 向いたら， あ 
たしの ほうから 窀話 する わ。 じゃあ またね。 ばいば 一い」 

ガチャ リ。 ビデオ フォンが 切れた。 

かんじん 

まったく， 肝心のと ころで， ス ルリと 逃げて いっち まう —— ： だが まあ， 
モンタージュが スナッチ ヤー 本人 そつ く り というの が 確認で きた だけで も 良 
し とする か …… • 1 II 

問題 は. 二人い る 該当者の うち， どちらから 捜査す るかって こと だな。 も 
たもた している と， こちらの 動向 をつ かまれて しま う 恐れ も ある し •••••• 。 

コン， コン 0 

ノックの 音が した。 直後， コンピュータ 'ルームの 射 磁性の ドア 力、 すつ 
と 開く。 入って きたの は， ^長であった。 

「ギリ アン， 捜査の ほう はどう かね j 

„ "つ 

「はつ はい， 現在よう やく， ギブ スンを 惨殺した スナッチ ヤーの 正体と お ぼ 

のば 

しき 人物が 二人. 線 上に 上って きたと ころです」 
「うむ。 だいたいの いきさつ は， メタルから 送られて 〈る 映像で 見て いた。 
で， 問題の 容疑者なん だが …… その イワンと いう 男が どうも 怪しい。 奴 は 前々 

から， 我が JUNKER 本部が マーク していた 男な の だ」 
「 …… そ う なんです 力、。 わかりました。 さつ そ 〈イワン • 口 ドリ ゲスを 調べ 
に 行って きます j 

14 わ 

「賴ん だぞ」 誓 段から 厳しい^ 長の 表情が， 一層 険しくな つたよう な 気がし 
た。 

「メタル， 行く ぞ。 場所 は …… SN 地区 だ j 

が， メタルから は 返事がない 。振り返って みると …… 。 ' 

フ ^ん ) ^t\r\r フ ^ん | 

メタルの モニターに は， 先刻の イザベ ラの^ 話 —— その 中で も « つぼく 微 
笑む シーンが， 何度も 何度も 繰り返 し 映し ださ れて いた。 
「ああ， イザベ ラ さん， なんて 美し いんでしょう。 この メモリー は， ボタの 

c フ ，い 

宝物 だ. ,」 と， 陶酔しながら メタル。 
— あち や あ， なんたる こった/ 俺の 性格に 合わせて メタルが 作られた 
とはいう が， いくらなんでも， 俺 はこ こまで ひどかない ぞ。 

sn 地区 は， ネオ 'コ ウベ' シティ 唯一の ス ラム #r あった。 半壊 状態の ぎ 
さんい^ 物が 立ち並び， その s に は， とても センスが 良い と は 言い 睡ぃ. 搔 

v » * v W ほドこ 

彩色の スプレー によ る 落書きが 施されて いる。 

区 阖 整理が 全く と 言って いい ほど 進んで いないので， ネオ • コ ウベ. シテ 
ィの データ f 司る アルファ ビルで も， この 地区に 関して は， 極めて 暧 まな デ 



ータ しか ファイルされ ス つない。 

^つて， 管^社会の 束縛から 说 して 自由な 生活 を 送ろうと する 連中が， こ 
ぞ つて ここ に 集結して いた。 彼らの よう な 浮;' 良 者 は， 、、ホーム レス， と 呼ばれ， 
社会問題の 一つ に ま でな つてい る ので ある。 

* は その や ホーム レス ケ たちに， モンタージュ を 見せて みた。 . J 

と. 彼ら は 口々 に しゃべり 始める。 
「おい， こり や あ イワンの バカじ やねえ か J 
「そ うだ， あの ァ ホウ じ や J 

「あの 野郎， 近 ごろ 金回りが 良く なったら し 〈てよ。 一人で 美味い もの を 食 

つて やが る J 

r 今まで 受けた 恩 も 忘れて， おいらた ち を 無下に 扱い やが つて」 
「まったく じ や J 

「兄さんよ， イワンなら， そこの アパートの 301 号 室に 住んで るぜ。 会いた か 
つたら， 行って みるんだ な j 

「そうじゃ そうじゃ， イワンと 言えば な， この間， 佥髮の 女 を 部, 還に 連れ込 

ん でお つた」 '，ひ ^^f^At き 

「ほう， どんな 女 だ」 
「それが のう j 

彼らの * 括 は 当分 終わ りそう も なかった ので， 俺 は 正， に 戻った メタル を 
.« れ， 301 号 室に 向かった。 



ドン ドン， ドン ドン 。 

力強く ドア をた たいても， なんの 返事 もない。 301 号 室の 中 は， し 一ん と静 
ま りかえ つていた。 

もちろん， ドアに はしつ かりと 鍵が 掛けられ ている。 
S 守なん だろう か。 

あきらめようと していた とき， メタルが 重大な 発見 をした。 

「ギリ アン， 見て く ださい Zj ：：ゅ 

: ドアの 左下に 位置して いる ボックスの 中には， ひどく 旧式の « 力 メーター 

ともな 

針が あった。 « 力 を 使用して いる ときには 回転 板が 回り， それに 伴って 教値 
メーター も 筏 * 的に 変化して いく という， 20 世紀 後半に 誓 及して いた 型で あ 

る 0 

その 回転 板の スピードが， 単に 冷蔵 寒な ど だけで はなく， 室内で かなりの 
^力が 消 » されて いる こ と を 示して いた。 
俺 は 無言の ま ま メタルに 向かって 首 を« に 振る と， 再び ドアに 手 を かける。 
トン ドン， ドン ドン 。 

「開けろ/ 中に いる こ と はわ かってい るんだ/ 開けない と 強行 突破す る 

ぞ /j 
ぉピ 

It しが 効いた のか， ようやく ドアの 向こう側から 反 もがあった。 

「 うるせ えな あ， m だよ？ j ドアの 向こうの 人物 は， ^き 窓から こちら を 見 

ている。 

「JUNKER だ。 ちょっと M きたい ことがある」 

「 —— JUNKER ヮ ft は スナッチ ヤーなん かに や 関係 な ぃぜ」 

r いいから 開けろ。 ごたく は それから だ j 

r へいへい， わかり ま したよ」 

ガチャ ッ。 ドア' ロックが 外れる 音が した。 

一時の 間 をお いてから， 勢いよ く ドアが 開かれる。 

バァ ァーン ！ 

「ちつ 一 」 思わず 舌 を 打つ 俺。 - 

開かれた ドアの 後に は， 拳銃 を かま えた 男 —— ィ ワン • 口 ドリ ゲスが 立つ 
ていたの である。 
「ひえつ ひえつ， 死ね えい Z 」 

1 けい 

—— イワンに して みれば， その 一 g が 余計であった。 

素人が 銃の 狙い を 定め， 勝ち誇った 台 i 司 を 吐く —— その タイム ラグ は， プ 

レ ようじ 参ん 

口の 俺に とって， 照 準 を 合わせて 引き金を引 く のに 十分す ぎる 時間だった の 
て ある。 
ノゃ シュッ ./ 



^の ブラスタ 一が 火 を 吹く 。 

イワンの 持った 拳銃が 大き く 撥ね飛ばされた。 

その 反勳 で， イワンの 体 も 部；！ の 中へ と 吹っ飛んで いく。 
「いてえ， いてえ よお。 手 力 f . 手が あ 」 - 

いく ら しなかった とは霣 え， スナッチ ヤー を も一 * で破壞 する ブラス 
ターが， 力を入れて 攆 つてい る铳 * を 捕らえた ので ある。 手が 普通で いられ 
る ほうがお かしい。 

こ こぞとば かりに， 俺 は イワン を 締め上げる。 
「きさま， スナッチ ヤー だな j 

「ち， 遠う …… 。 あんた， なに か 勘 遠い をして るんだ j . ；. 

「なら， なぜ 埯を » と うとした？ j 



イワン は 目 を 閉じ， 口 もつ ぐんだ。 
「メタル， こんな 奴の 言い分 を 聞く のもう ざったい。 さっさと センサーで， 
こ いつの 体 を スキャン しち まって くれ j 

「 …… それ はでき ません， ギリ アン j ' 

^jMBrotr't' ュ fj jf ^ ^ ' iiffiyjiL^^uuMfci. 11 nKyj 二, 

「民事 法 第 18 条 12 項， スナッチ ヤー 問題に 関する 人権 保» 規定に より， « 判 

所から 『 スキャニング 令状： が 発行され ていないと， その 人物の 科学的 直褚 

検査 はでき ない こ とに なって います j 

—— つた く ， どこの どいつが， そんな やや こ しい 法律 を 作り やが つたんだ？ 

「わかった。 じゃあ， 裁判所から 早く そいつ を もらって くれ」 

「ええ， 今 申請して いる 最中です j 
仕方な t 。 

これ 以上 ィ ワン 本人 を 調べる こ とがで きな く なった ので， 淹は部 尾の 中 を 
物色して みる ことにした。 もちろん， ブラスタ 一の 照準 は， イワンに 合わせ 

'ひ^ -、？ マ w-^A' '- ^ a . ； v.< 
も し も 奴が スナッチ ヤーであるなら ば， なんらかの 手掛かりが 発見され る 

はず だからで ある。 

まず 初めに 目についた のが， 戸棚に 飾られた， 純 金の トロ フメ 一であった。 

台の 部分に は r 第 12 回 ネオ • コ ウベ' エア 口 • サ ーフィ ン 大会 優咪」 という 

文字が 刻まれて いる。 
エア 口 • サーフ ィ ンか 。 

—— ん， 待てよ …… ？ 今まで どうして. こんな 単純な ことに 気づかな か 

つたんだ/ V." 、〜ご^^〜 ーし U し 二 
汚染され てし まった 海に 代わって， 空 対 力学 を 応用して 空中で できる よ う 

に した サー フィ ン —— それが エア 口' サーフィン である。 えてして その 大会 

は， 炎天下の 日中に Wf される ことが 多い。 
未だ 目をつぶり. 黙秘 を 絞け ている ィ ワンに 視線 を やる c 



案の定， その 肌 は 小 菱色を 通り越して， 限りなく 原色の 黒に 近いと 思われ 
る ほど 日 « け をして いた。 

— スナッチ ヤーに とって， 日 堍けは 命取りになる はず だ。 間違っても ェ 
ァ 口. サーフィン なんて スポーツ を やる わけがない。 とすると， イワン はス 

ナツ チヤ 一で はない のか？ 

その 考えに さ らに 確信 を^め たの は， 風呂場で サン • オイルの ビン を 見つ 
けたと きであった。 

サン 二 まィル は， 日焼け を むらな く 行なうた めの 薬品であって， スナッチ 

ヤーが 携帯して いる という 日焼け止め， サン • スクリーンと は， 根本的に 効 
能が 異なる。 

— わからん。 ならば， どうして イワン は， 俺に 銃 を 向けて きたんだ？ 
その 疑問の 解答 は， それほどの 時 問 を かける こ ともなく， 風呂場 を 調べて 
いるう ちに 得られた。 

壁に 立て かけられた サーフボードの 裏から， 白い 粉が 大量に 人った ビニー 
ル 袋が 見つかつ たので ある。 

「メタル， これ は ？ j -^' itv 

「分析して みます。 •••••• この 粉 は. LSD です。 しかも. リキッド. スカイと 

い,, ^最, も 強力な タイプに 間違い あ り ません 」 

^うよう はいじん 一 

常用する と， 確^し に 廃人になる という リキッ ド 'スカイ か —— 。 なるほど， 
今までの ィ ワンの 不審な 態度の 理由が わかった ぞ。 

兄る と， 平静 を 装 % ていた イワンの 顔に は， うつ すらと 油汗が 浮かび上が 
つていた。 

え IT* 4 一^ ^ ィー。 お たミ ； v ^ 5* 力 f tUmmut' 

例によって， メタルから けたたましい アラーム 音が 鳴り響いた。 
「おいおい， 今度 はなんだ？」 

「はい。 今， 裁判所から スキャニング 令状が 下りました」 
r よし， ¥• く イワンの 奴 を スキャン してみ てく れ …… たぶん 遠う と は 恩う 力？ 
な j 

「わかりました。 スキャン 開始し ます」 

メ タルの 右 g の 位置の 力 メ ラが スーツ と 前方に 伸びる と， 照準 を 合わせる 
かの ごとく， レンズが 小釗 みに クイック イツと 左右に 回転 を 始めた 3 やがて 
ビタリ と それが 停止す る と， 頭部の 赤い ランプが チカ チカ と 点滅 を閉始 する。 

モニターに は， イワンの 体内 を 温 变^. 細^ 別に 色分けした 透視図が カラ 
フルに 表示され ていた。 

しばら く データの 計算 を 緣 り 返した 後， メタルが g う ゾ スキャニング 終了。 

ギリ アン， イワン は 完全な 人類 —— ホモ. サピエンスです」 

やはり な —— o v -t X ^ t . ， ' , 

予想 どおり. イワン' ロドリゲス は スナッチ ヤーではなかった。 とすると 

o 

「けえ つ， だから 言った じ やねえ か。 俺 は スナッチ ヤーなん かに や 関係ね え 
ん だよ」 

今まで 沈黙 を 守って いた イワンが， 突如 木 声で 吐き捨て るよ うに 言った a 
その 態度に 力 チンと きた 俺 は， * 手で 襟首 をつ かみ， 右手に 持った ブラス 
ター をィ ワンの 口の 中に 突っ込む。 



「ずいぶん とで かい 態 I? を とってくれる じ やない か C LSD を^ら つてる の は， 
そんなに ご 立派な こ と なのかい」 

イワン は 必死に 首 を 左右に 振り， 口から ブラスタ 一 を だすと， まだ 強気で 
反 諭した。 

「^は 単なる バイ ヤー だ 。エア 口の 人 会の ために 軍資 t を 稼いで いたた' けよ。 

かんかつ がい 

それに あんた， JUNKER だろ。 LSD は 苷轄外 じ やねえ のか •••••• な あ， 兄 逃し 

r 口 だけ は 達者な やつ だ j 

俺 は ニコ リ と 笑み を 浮かべる と， 出血 を 始めて いる ィ ワンの 右手 を ギュッ 

と 力強く 權 つた。 レミ 

r うぎ や あ., いてえ つ Z なんて ことす るんだ よお.,」 

「メタル ，本庁に 連絡して おいて く れ 。薄汚い ド ブネ ズ ミカす 1 匹， ス ラムで LSD 
をたん ま りと @. してる とな j 

Vim, ギリ アン」 

ft と メタル は， もはや 用の なくなった 301 号 室から， 立ち去ろう とする。 

その 背後で イワン。 泣き だしそう な 声で。 
「傾む つ. ズ ^者 を 呼んで くれつ。 血が， 血が あ …… j 二 
「傷口に LSD でもつ めと きな /」 サ 

バタン。 力強く ドアが 閉められた。 

—— 空 振 り か。 

JUNKER 本部が かねて か ら目 をつ けて いたと いうの も， 当てに ならない も 
ん だ。 

が, これで 容疑者 は 一人に 絞られた。 

フレディ 'ニールセン， タクシー; il 率 云キか 。 

この 寄り道が， 釤 罾を& ぼさなければ いいん だが —— 。 

§8 FIRST ATTACK 

— 初めての 戦闘 

いつのまにか， 俺の 心の中に は， スナッチ ヤーと 戦って みたい という 思い 
が 激し く ^巻 く よ う になって いた。 

よくよく 考えて みると， それ は， 今 は 亡き エリート JUNKER, ジ ヤン 'ジ 
ャック • ギブ スン への ラ ィ バル 意識から 生まれた ものな のか も しれない。 

数え切れない は どの スナッチ ヤー を 破壊し， ネオ 'コ ウベ' シテ ィの 平和 
を 一入で 守って きた 男， ギブ スン —— » の 桁外れの 拽査カ • 戦 闞 おは， 出会 

ぜっ • ん 

う 入た ちが 口々 に絶燹 する ものであった。 
その ギブ スンも 殺った スナッチ ヤー。 そいつ を晃 つけ， 仕と める ことが で 

きれば， ffe の 実力が ギブ スンょ り も 高みに ある こ との —— と まで はいかな く 
と に 纣等 ぐらいの レベルに は ある こ との 証明になる かも しれない 。 

—— それ は， 間違いな く エゴであった。 「 
今や 実力 を 比べる こ とが 不可能に なった 相手に 対して， スナッチ ヤー を媒 
介に 捥 比べ を 挑んだ からと言って， どうなる わけで もない。 たとえ スナッチ 
ヤー を破壞 できた と しても， それ は 単なる 自己満足の 对 象に しか 過ぎない こ 
と はわ かってい る。 

しかし， 分の 実力 を 試して みたい。 やる 以上 は， 誰よりも 強 〈ありたい 



それ は， 戦いの 場に 身 を 置く 者なら ば， 誰し もが 待つ であろう ヱゴ であつ 
た。 

r ギリア ン， 着き ま したよ」 

メ タルの 言葉で 6 分の 思考 问路 から 抜け だした と き， トライ サイ クル は. 
広い メ イン • ス トリ 一 卜の 交差点の 一角に 停止して いた。 

周囲 を 見渡す と， そこが 極めて 入 通りが 漱 しく， 交通 絷も 多い 通りで ある 
こ とがわ かる。 一時停止した 俺た ちの トライ サイ クルの 脇 を， さ も 迷憨そ う 
に 次から 次へ と トライ サイ クルが すり 抜けて い く 。 

—— こんなに 入の 往来が 激しい 場所で， スナッチ ヤー は 堂々 と 生活して る 
のか？ それほどまでに 奴 は， 菩 通の 入 間の ごと 〈自分自身 を カム フラー ジ 
ュ する こ とがで き る ものな のか？ 
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チューブ • ライナー 

超伝導 を 利用した リニ 
ァ， カー。 シティ を 戦後 

40 年 M ささえて きたが， 

「KL の スラ厶 化， 「自動 
交通 システム」 の » 場に 
より， 廣 止と なる C 





そう 考える と， あらためて スナッチ ヤーに 対する 警戒心 を * えずに はいら 

れ なかった。 t り 1 く' . 4 ： ： ...JA ミ 

「メタル， どれが フレディ 'ニールセンの 家 だ？」 ^ 
r 住所から 判断す る と， 正面の アパートの 202 号 室の はずです が j 
交差点の 角に 建って いる ァ パー トに 目をやる と， 2 階の 部 墨に は， 嫿々 と 明 
かりが ついている。 

脅 * ： ， ：• - '' '二 .' ： • ：',' '•: . 、 v i 'れ ，〕 

俺と メタル は トライ サイクル を 降り， ァ パー 卜の 入口へ と, を 進めた。 

12 月の ネオ • コ ウベの 夜 は， コー ト を 着て いても 時折 耐え it さ を 惑 じさせ 
る ほど 寒い。 道行く 人々 は 皆， 重苦し そうな 衣類に 身 を 包み， 冷たい 風に 叽 
を さ ら すの を 避ける よ う に 襟 をす ばめ ながら 歩いて いる。 

が， アパートに 入ろうと したと きに， その *» に準じて いない 数人の、、 ホ 
ーム レス * 風の 男. なち がいる ことに， づ いた。 彼ら は， 服 を だら りと はだけ 

させ， ある 種の 恍惚の 表情 を 浮かべて， アパートの 壁に もたれかかつ ている 3 

—— あいつら， 何 をして るんだ？ LSD で トリップ でもして るの か ？ 
不思議に 思った 俺 は， その 場に 足 を 運んで みた s 

と， すぐさま その 恍惚の 表情の 理由が わかる。 格子 状の 鉄 網で 蔓 をされ た 
マンホールから， 暧 かい 蒸気が 白 く 吹き 上がって いるので ある。 
「メタル， これ は一 体 …… ？ j 

r どうやら 地下で 暧 ま つ た 下水が， 蒸氕 となって 吹き だしてい るよう です ね j 
「とすると， この 下 は 地下道な のか」 

r ちょっと 待って く ださい。 ネ才 • コ ウベの 地上と 地下 マップ を 照合して み 
ます。 …… わかり ま した。 以前 この 下に は， 地下鉄 や チューブ ライナー' が 
走って いたよう です。 それが 爽線 になって， 地下道 だけ 残って いるんで しょ 
5」 

「なるほどな …… 。 おっと， こんな ことに 愍 心して る 場合 じ やない。 ァ パー 

トに 入もぞ j バ^ jppj^^^ji^^^jj^^j 4 ^ Ijt ftv 

俺 と メタル は 足音 を 忍ばせて， 202 号 室の ドアの 前に 立った。 飾りつ けの な 

い， S めて 簪 通の 鉄製の ドアで ある。 

俺 は 小声で 「メタル， 動体 反 S を チヱ ック して くれ j 

メタル はしば らく センサー 類 を 使って から， やはり 音声の ボリ ユー ムを下 
げて 返事 をした。 

「ギリ アン， ドアの 向 こ う 側に 動体 反応が 確お され ま した。 反応 は一 つ だけ 
…… スナッチ ヤーの 可能性 も あ り ます」 

無言で 頷く と， 俺 は 右手 を コートの * の ブラスタ 一に やりながら， 左手で 
ドア を カ^く たたいた。 

「JUNKER た'。 聞きたい ことがある。 ここ を 開けろ/」 
力す， 意外に も スムーズな 反応が 返って くる。 

""はい。 JUNKER …… です か。 ちょっと 恃 つてく ださい。 今， ドア を 開け ま 

うらはら 

予想と は * 腹に， 出て きたの は， 一入の スマートな 女性であった。 r 

「ごめんなさい。 ちょっと 歯が 痛む もので …… 」 -、 

"うつ 

彼女 は， 手 を 右の ほほに 当て， 憂懲 そうな 表情 をして いる e 珍しい 綠 色の 

^に， 黒の エナメル • コ 一 ティ ングの ボディ コン • スーツと いう 見た R の 派 
手 さと， その 表情が， 妙に 対照的であった。 
俺 は JUNKER 証を兒 せ， H 間 を 始める。 

「フレディ 'ニールセン はいます か？」 

「今日は 朝から 仕事に でて おり ますが …… 」 

「失礼です が， あなたと フレディとの M 係 は？」 

「私 は フレディの 家内の リサです。 主人が なに 力 1 ？ j おどおどした， か 

細い 声で ある。 

「実は あなたの ご主人に， スナッチ ヤーの 容疑が かけられて いるので すが」 
「フレディが …… です か 9 そんな …… j 彼女の 顔から サッ と 血の気が 引く 
のが 見て とれた。 

r ご主人 は， 有人 タクシーの 運 転 手でした よね。 * 近， なに か 変わった 行 黍 力 
に A づ いたり しませんでした か？ j 
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「いえ， そんな …… 。でもそう 言えば， 仕事 もせずに 夜， 出歩く ことが 増え 
てきた よ うな …… 。だけど， あの人が スナッチ ヤーで ある はずが あり ません。 
…… ずつ と一 緒に 生活して いるんで す もの。 私が 一番 良く わかって います」 

'じ、 なし か 声が R えてい る。 

r …… それです。 身近に いる 者で さえ 正体が わからない のが， スナッチ ヤー 
の 恐ろしい ところ なんです。 リサさん， あなたが そこまで 言 うんなら， この 
前の 木曜日 午後 6 時 頃の ご主人の アリバイ を 証明で き ます か？ j 

「木曜日で すか …… 。 確か 主人 は， 非番で テレビ を 見て いたと 思います。 ほ 
ら， 第一 次 火星 移民の ，ビーグル • エルサレム 号 * の 打ち上げの 生中継 を や 
つてました よね。 あれ を 私と 一緒に …"， 。 あつ， でも 私 は 途中で 友人の 家に 
行って しまったので すが …… j 

「う 一ん。 それで は アリバイの 証明に はなり ません ねえ。 そうだ。 有人 タク 
シ 一の 乗務^ 録が 残って いるで しょ う。 それ を 見せて いただけません か？ j 
そう 尋ねる と， リサ は 唇 を キュッ と 嘴み， 視線 を 床に 落とした。 

r どうしたんで すか， 奥さん。 乘務 記録 を 見せて ほしいと 言った だけです が 

j と， たたみかける 俺。 
一時の 間が あってから， ようやく リサの 钤が 開く。 に 

「記錄 は …… ありません j 1 

「記錄 がない？ …… ひょっとして， ご主人 は M タクシー を やって いるんで 
すか」 

リサ はこ く り と 首 を櫞に 振った。 

閣 タクシー， それ は 市の 許可 を 得ずに タクシー 業務 を 行なう 者た ち を 称し 
た IS 語で ある。 取り決め 料金よ り も 安く 利用で き るので 市民に は 人^が あつ 
たが， 秩序 を 乱す として ネオ • コ ウベ 'シティで は， 一掃 計画 を 実施 中で あ 
つた。 

「仕方がなかった のよ。 生活して い く ために は …… 。 でも 来年の 4 月に は 認可 

が 下り る はずだった の。 フレディ は一 生 » 命 觔 いていた …… 。 あの人が …… ， 

あの人が スナッチ ヤー だなん てこ と は 絶対に あ り ません …… 」 

おお 

リサ は 次第に 涙声に なり， 最後に は 手のひらで 顔 を 覆った。 

Q 分の 愛する 人間が スナッチ ヤーに す り 替わって いた と したら， それ は It 
え 難い こ とであろう。 リサが フレディ を 信じたい 気 待ち は 良く わかる。 

だが， ここまでの 俺の 拽查 で， フレディ はかなり 高い 確率で クロと でて い 
る。 それ を g 筏す る こ と はでき ない。 

「わかりました， 奥さん。 では， とりあえず， 部 88 の 中 を 調べさせて いただ 
きます。 あなたに とっても， ご主人が スナッチ ヤー かどう か， 一刻も早く わ 
かった ほうがい いでし よ うから j 

「は t お願いします」 目元の^ を 指先で 拭いながら， リサ は 切れ ぎれ の 

声で 言う。 その 仕草に， いたく 女性ら しさが 感じられた。 
許可 を 得た 俺 は. さっそく 居 問の 調査 を 開始した。 い ; 

そ こ で 俺の n を 釘付け に し たのが， 壁に 張ら れた一 枚の 地図で や つ た。 
ど こ の 場所 だか は さつば り わから ない の だが， なぜか ある 種の 郷 k を慼じ 
ずに はい ら れ ない。 

「メタル， これ は どこの 地図 だ？ j ? 

「任せて ください。 そういう データ • チェック は， ボタの * も 得意と すると 
さみです j す •• 门' ま Jt<| 

頭部の 赤い ランプ をし ばし 点滅 させてから， メタルが 結果 を 報告す る。 「こ 
れは モスクワの 地図です ね。 それ も ，大慘 事， が 起こる 前の 物の ようです j 

—— モスクワの 地図 か。 なぜ こんな ものに 懐かし さ を 想 じ てし ま うんだ ろ 
ラ ? 

s 問 n?f する 淹の 頭の 中で は， * おやじさん * こ とハリ 一の 声が こだま して 
いた。 「はて， 以前に どこかで 会った よ う な 気がする の だが， ，のせい かのう 」 



MUNKER さん， こ ちらが フレディの i 谷 室です。 どうぞお W べにな つてく だ 
さい」 

俺た ちが あまりに も 長い間， 地図の 前に 立ちつ くして いたた めか， リサが 
少々 しびれ を 切らした 様子で， 浴室へ と 案内して くれた。 
—— うん， スナッチ ヤーが いるか どうか を 知る に は， 風呂場と いうの が一 



つの 手掛かりになる ^槽ゃ 床な どに f^i している 物質の 中に， 新陳代謝の 

ろ う はいふ J 

行なわれた 皮* の 老廃物が あるか どうか を 調べれば いいわけ だ。 、 
「ギリ アン， 分析に はちよ つ と 時間が かか り ますので 待って て く ださい。 …… 
それにしても， この 浴槽 は 変です ねえ。 水が 張って あるのに， どこに も栓が 

メタルが 浴槽に 近づき， 忖 着物の 分析 を 始めた。 
が, その 結果 を 待つ まで もな く， 答え は 明らかになる。 i 先 面 台の 脇の 欄に 
敉 つていた 白い ビンが， すべて を 物語って く れ たので ある。 

r こ， これ は …… //j 

ギブ スン 家で 見た のと 寸分た がわぬ， JOY-DIVISION の シールが 付いた サ 
ン 'スクリーンであった。 加えて， 蓋の 回りに 真新しい 液が 付着して おり， 
つい 最近 も 使用した 痕跡が うかがえる。 

間違いない。 フレディ 'ニールセン， 奴が スナッチ ヤー だ./ 

そう 確信した とき， 背後から 了* 想 も しなかった 台詞 を;' 谷び せか けられた。 
「ようやく 見つけて くれた わね， JUNKERj 

振り返る とそ こに は， ギラギ ラと目 を 輝かせた リサが 立って いた。 ^の 目 

え か 

の 光り かたは， さ しずめ *， を 狩る 前の 野獣と でもい う と ころだろう か。 
先程までの 弱々 しさ は微 « も 見せす'， 荒々 しい アクセントで S う。 「 見て ご 

^なさい， これ を j 

リサ は 兌った ときから ずつ と 類に 当てて いた 手 をす つ と 降ろした。 すると， 

そこに は， 酼ぃ 巨大な 傷が パック リとロ を 開けて おり， その^ 口から は不氕 

味に 光る メ 力 ニック 類が 敬いて いる。 

「あなたのお 仲間が， この 傷 をつ けて くれたの よ。 まったく， どうして くれ 
るの よ。 "…- あなたた ち 入 間と 違って， あたした ち はお 肌のお 手入れが 大変 

、んた 力， h J 

'うち》 y 、す 

突 さの 出来事に， 体が 硬直して しまって 動け ない 淹を 見据えて， リサ は不 
敵な 笑み を 浮かべる。 

「 …… でも， まあいい わ。 あなた を 殺せば， 少し は氕も 晴れる でしよ うから。 
ふ ふつ， 準備 をして 待って いた 甲斐が あつたって ものね 」 

—— ^備 をして 侍って いただと ？ どういう こ とだ〃 

「あたしの よう な 美 入に 殺され るんだ から， あなた 幸せよ」 

そう 言う とお リサ は 大きく 口 を 開いた。 

r ギリア ン， 危ない ノ レーザー カノンです /j 

じ》 ばく 

メタルの その 一言で， 俺 は 呪縛から 解放され た。 床 を 思いつきり 蹴って， 
浴槽の 钐 へと 飛び込む。 

リサの 放った レーザー カノン は， 淹の眼 を かすめ， バスルームと シャワー 
室と を 区切る 移 i^ffiS した。 一瞬に して， その 拄が 崩れ落ちる。 

「ほほ はつ。 無駄な あがき は 見苦しく てよ， JUNKER さん。 そんなと ころに 
ほれても， ^槽 ごと 撃ち 抜け るん ですからね」 

「くつ。 まさか あんた も スナッチ ヤーだった と はな。 まんまと 雇され ちまつ 
たま。 さっきの 演技に は， アカデミー 赏 でも プレゼントして あげたい ね」 苦 
し 紛れに 俺が 言う。 

「光栄です こ と。 天国に そんな 赏が あれば の 話です けどね」 
言い 終えてから， リサ は 冉びロ を 大きく 開けた。 

—— まずい。 このま まで は …… 。 一 
そのと き， リサの 死角に いた メタル 力 f , 洗面台の 下から 大声で 叫んだ。 
「やい， スナッチ ヤー， ボタの メタル ギア • ビーム を くらえ •/」 
「なにつ ？ j 不意 を 突かれて リサ —— スナッチ ヤー は 動揺 を兒 せた。 

* いまだつ》^ 、 T.V t ^ 

fit は^ 憎の^ から 体 を だし， ブラスタ 一の 引き金を引く。 r きいい い 一つ」 
それ は， 恐ろしい ほどの 反応速度だった。 俺が 姿 を 現す のと 同時に， リサ は 
標的 をメ タルから 俺へ と戾 し， レーザー 力 ノン を 発射した ので ある。 

2 本の 光線が. 狭い 浴室 内で 交差した ~ d 
俺の 頰 から， 生暖かい ものが 流れた。 

血 T あ る。 

ど うやら 俺の ブラスタ 一の ほうが 一瞬 早く 当たって いたよ うだ。 リサの レ 



一 ザ 一力 ノ ンは， 極めて 弱い 出力で 俺の 頓を かすめた に 過ぎなかった。 
足元に は， 頭部が グ チヤ グ チヤに 破壊され た リサ • ニールセン —— 即ち ス 

ぎんがい 

ふ ツチ ヤーの 残骸が 檳た わって いる。 
r やり ま したね， ギリ アン」 

—ああ。 恐ろしい 相手だった。 まともに 擊 ち 合って いたら， 严乂応 速 « で 負け 
ていた かも しれない」 

r ® 謝して く ださいよ， ボタに」 ' 
「おお， そうだ。 メタル， お前 は レーザー なんて 装備して たの か？」 
「へへ はったりで すよ， はったり。 ナビゲーター は 武装す る ことが 禁じ 
られ てます からね」 
メタル は 首 を 左右に 回し， おどけて みせる。 
「と こ ろで ギリ アン。 どうです か， 初めて スナッチ ャ 一を 破壊した 感想 は？」 
r うん， ギブ スン と^を 比べたい などと 少しで も # えた 自分が 恥ずかしい。 

ま だ ま だ 学ばねば な らな いこと が 山 ほど あるって ！き じ だな j 
「そ うです ね •••••• 頑張り ましょう。 ギリ アンが 一流の ハン ターに なって く れ 

れば， ボタ も その ナビゲーター と して 鼻が高い ですからね j 
「任せと けって。 …… そうだ， メタル。 スナッチ ヤーの^ 骸^ 理班^ UNK" 

を 呼んで おいて く れ c こいつ はちよ つ と^ 理 しかねる からな」 親指 を 立て， 

リサの 残骸 を 指さす。 

pT 解」 M^ S^^^^Sm^ ^ ^'^fll^Z 暴 りな。 

メタル は 内蔵の 直 通 ビデオ フォンで， juxj: へと 連絡 をと り めた。 
そのと き， リサの 残 散の 中の 機械が 一つ， 未だに 活動 を統 けて いる こ と に， 

俺 も メタル も 氕づ いていなかった —— O 

§9 RANDAM HAJILE 

— ランダ^ • 八ジル 

かんじん 

「おかしい。 肝心の フレディ は どこへ 行つ ちまつ たんだ？」 
くまなく 家宅捜索しても， なに も 見つからな いのに いらだち を 党え た 俺の 
口から， 期せず して わかりきった 文句が;' 曳れ る。 

ぃゥ ト / 

r ギリア ン， 急がば 回れ， です。 一旦 外へ 出て， 張り込んで みるの はどうで 
し； ラ j 

^かに， 朝から 仕事に 出て いる という フレディが， そろそろ « つてく る 時 
刻で あるに は 違いない。 

「そ うする か。 いく ら残 嵌と は 言え. 頭が 碎 けた 女の 亡 镞と夜 を 明かす の は， 
気持ちの いい もの じ やない からな j 
俺と メ タル は 階 s を 下り， 交差点に 止めた トライ サイ クルへ と 戻る 。 

202v 审に 異変が 起こって いる こ と に 気づいた の は， 愛車の ドア を 開け， 中 
に 乗り込もうかと している そのと きであった。 
r メタル， あれ を 見ろ. , j 

指さした 202 号 室の 窓で は， 確かに 消 してきた はずの 部お の 明かり 力、 小 刻 

みに 点滅して いた。 

—— 馬鹿な …… 。 フレディが 婦 つてき たという のか？ だが， さっきから 
維一 人と して， アパートに 入って いった 者 はいない。 …… もしゃ リサが まだ 
生きて いるので は？ 

様々 な 状況 を 想定 し ながら， 俺た ち は 再び 202^* 室の ドアの 前に 立つ た。 

そして， ドア を 開けようと すると —— なにつ？ 鍵が 掛かって いる！？ 

やはり， 部屋の 中に 活動して いる 何者かが いるの だ。 
「メタル， 鍵 を こじ 開ける こと はでき るか？」 

「 …… ええ， この タイプなら， アルファ ビルと アクセス すれば 大丈夫です」 

「 I' 解。 ただ今， アルファ ビルより^: 子 ロック' ナンバーの サーチに 成 

功。 ドア を アンロック します」 - 
ガチャ リ。 

その 音 を 聞く や 否や， 俺 は 力一 杯 ドア を 蹴り 開けた a 」 
もちろん， ブラスタ 一 を いつでも 擎 てるような 体勢に 身 をお きながら。 
と， 部 尾の 中 は， 妙に 暧 かく 重苦しい 空気に 支配され ていた。 
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それ は决 して^の せいに よ る もので はない。 

足 を 踏み入れる と， 暑さ と K 張の どちらから く る と も 区別の つかない 汗が， 
肌から « き だしてき そうで ある。 

室内 灯で 明 々と 照らされた 居間に 筏 線 を一 周させる。 

が， 先刻と 変わった ところ は 特に 見当たらず， バスルームとの 境に 転がつ 
ている リサの 残镞も 元の ボー ズの ままであった。 

「メタル， リサ だ。 リサ を W ベて くれ。 すべての 柵 能が 停止して いるか， も 
う 一度 確^す るんだ」 
r わかり ま した j 

メタル は 自分に 内蔵され た センサー 類 を 駆使し， リサの 体内 を くまなく 網 
ベ 始めた。 しばし の 時間 を辁 て， その 結果が 報告され る。 
「心配い りません， ギリ アン。 リサの 体内の すべての メカ は， 活勳を 停止し 

て t^lil^eMt 1 ^**^^^ i ^ぶ ' ^a^mir^^y^ ^'ぞ や 
とする と …… = 
/《スルー ムを覼 いてみ る 0 

しかし， 部屋の s«i をつ け， ドアに 鍵を掛けた ような 人 彩 はや はり 発見で 
き ない c 

フ ラフラ とまきの 前に 立ち， « 味 もな く 再 * サン スクリーン を 手に する «。 
—— メタルに 動体 反 c チェック を させなかった こ と と， 浴槽の 水が な く な 
つてい る こ とに 氕づ かなかった のが， 俺の ミスであった。 

ガコン z 

浴槽 自体が， 大き く 横に ずれた。 す- 

その 跡に 現れた 人工的な 穴から， もの « ぃ努 いで 蒸気が 喰き 出す。 

たちまち のうちに， パス ルーム 内 は 白い もやの かかった よ う な 状 18 にな り， 
温度 も 急漱に 上昇 を 始めた。 ^ 

その 沸き上がる 蒸気に 混じって. 黑ぃ 人影が 穴から 身 を 躍らし， とても 人 
間の ものと は 思えない ス ピー ドで 俺の 背後に 回る。 

一 しまった/ 4^：- ^ 

気づいた ときには， その 人影の 太い SS によって， * の 首に 強烈な E 力が か 
けられて いた。 、 碟 ^ 

背後の 男 は， 勝ち誇つ たかの ように， 一語一語 を ゆつ く りと 発音す る。 

「くつくつ くつ。 You • shall • be • snatched,, 」 

正面の 鍵に 映った 男の 顔 を 見る と —— モンタージュ その ま まの フレディ • 
ニールセンが， 狂氕に ^ つたよ う な 形相で 笑って いた。 

お A 

「リサ も 愚かな 奴よ。 あれほど « が 戻る まで JUNKER を 引き留め ておけと S 
つてお いたのに， 先走り やが つて。 こんな 鈍い 奴に 殺ら れ ると はな あ …… 。 
ギブ スン のと きのよう に 二人で 連係 すれば， ィ チコ 口だった ろ うによ お …… 

tw'B^jf み- itt^iwiimwfi 1 め,, " あ ^luw^fH^sfKiirtBi^ 
—— くつ。 やはり こいつら， 二 入が かりで ギブ スンを …… 。 '-' 
俺 は 手に している ブラスタ 一で なんとか^ * を 試みよ う と した。 
が， 首 を © ろしい 力で 締め上げられて いるので， 手が 自分の 意志の ままに 

ならない のに 加え， フレディ 力 1 ^の ブラスタ 一 を 待って いる 惋を がっち り と 

押さ え 込んで いる。 

スナッチ ヤーの 体から 発せられる バヮ 一は， と て も 一人の 人間が 対抗で き 
るよう な もので はない。 

r ひや 一つ はつ はつ。 ブラスタ 一 さえ 使わせなければ， おめ えら JUNKER も 

ただの 人間 だ わな」 • 

い， 急が …… • ひ '5^"夯 f^H t^ 

俺の 危機に. メタルが ま たも や 例の 作戦に 踏み切った ゾ おい スナッチ ヤー, 

お前に ポクの メタル ギア • ビーム をく ら わせて やる つ Z j 

しかし， フレディ は 全く それに 動じずに， メタルの ほ う をギラ リ と 睨む と， 

ふてぶて しく も S う。 

r ほう， おもしろい。 * つて もら おうじゃ ないかね， おちび さん」 "-' 

r …… j 喉の 奥に 言葉 を 飲み込んで しま う メタル。 

「いいこ と を^え といて やろう。 ft と リサに は， 相互 間 情報 伝遑 装置と いう 
のがつ いていて な …… 。 リサの それが， つい さっきまで 作動して いたの だ。 
つまり， おめ えらの 行動と 会話 は， すべて 埯様に 謝 灰け た' つたと いう わけよ。 
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ニ^まぬ けが あ。 ひや 一つ ひやつ ひやつ」 

|『ギリ アン •••••• 」 メタルが 泣きそう な 声 を だす。 

| r さてと。 それで は， この JUNKER さん を 片付けさせて もらう とする か。 首 

引きちぎる とき は， どんな 音が する のかな あ。 このお 兄さん， ギプス 
f ン より は 硬そう だぞ。 はれ ほれ， はれえ j 

フレディの^ に 込められた 力が， 一層 增 した。 俺の 体 は 首吊りの ような 状 
S になり， ジリジ リと宙 に 浮いて いく。 

—— もはや， これまで か？ 

目の前の 世界が， 次第に 赤く 染まって いった。 
I 人 は 死ぬ 直前に， 自分の 一生 を 走馬灯の ごとく 顧みる という。 
, そのと きの 俺 は， 力 1 つて 体験した 覚えの ない 映像 —— おそらく それ は 失わ 
れた 記愫の 一部 だと 思う の だが ~ を， 薄らいで い く 意識の 中で 垣 間 兄て い 

I ^ \} 、 

I 一面に 白い 壁が 広がって おり， 薬品 類が ズラリ と 並んだ 戸棚が ある。 部. 墜 
I の 中央に はべ ッ ドが 置かれ， 見た こ ともないよ うな 機材が その 回り を 囲む。 
f —— ^院 だろう か？ 

べッ ドの 上に 横たわつ ている 人物 は 見えない が， 白衣に 身 を 包んだ 数人の 
医師ら し き 連 中が， その 閡囲 でな にやら 機材 をい じ く つてい るの が 見て とれ 

手術 を 行なって いるよ うで ある。 

しばらく すると， 白衣の 人物の 一人が 俺の 前に やって きて， 手術 用と 思わ 
れる 特殊な 眼铳 と， マスク 义 はずした。 

その 素顔 を 見て， 俺な 博 然とす る。 

ジ エミー？ ジ エミー じ やない か/ 

が， 意 蛾と は 裹愎: 二. その 場の 俺 は 声 を 発する ことができない。 

そんな 俺の 耳元に 唇 を 寄せる と， ジェ ミー は 甘い 声で ささやいた。 
「ギリ アン， これで スナッチ ヤー は 0K よ」 

—— スナッチ ヤーが 0K? —体 どういう こ となんだ!？ 
わからん。 淹は 以前に どこかで， スナッチ ヤーに 閱 係した こ とが あるの か …… ？ 

激しい 頭痛が 俺 を » つた。 

グヮ シャツ. , 

頭の 中で， 何 かが •» 発する ような 音が 響いた。 ' 
ふいに 目の前が 明る く なる。 

首の あたりが， すうつ と e くなる の を 感じた。 
^ と 同時に， 頭痛 もき れいに 引いて いく。 '- 
—— ^きている のか， 俺 は？ ' 

r ご ほつ ご ほつ」 

のど 

喉が 強烈に 痛かった。 体も氕 待ち 悪い ほど 汗ばんで いて， シャツが べつた 
ふちゃく 

り と 素肌に 付着して いる。 

虚ろな 意繳で 肩のと ころ を 見る と， そこに は 頭部が 粉々 に 撃ち 砕かれた ス 

ナツ チヤ フレディ • ニールセンが もたれかか つていた。 

「危ない ところだった な。 もう ちょっとで あの世 行きだった ぜ j 、'： 

背中 越しに ち 初めて M く 男の 声が した。 

「維 だ？ j W 力 * に 支配され そ う な意鏃 を * い 起こ し， 俺 は 身構える。 
「 …… そうとん がるな つて c 俺 は あんた の 命の 恩人なん た ^ ぜ。 ありがとうの 
—言ぐ らい 言っても ら つても， ばち は 当たらない と 思う がな j 
長め の 金 K を， 荒々 しく 蒸気の 風に なびかせて， 一入の 男が バスルームの 

人口に 立って いた。 俺と ほぼ 同じ， 180cm く らいの 長身で， 薄い シャツの 下に 

収く， 見事な までに » え 上げられた 筋肉が， そのたく ま しさ を 物語って いる。 

手に は， ブラスタ 一 を 改造した よ うな 形状の 銃が » られ ていた。 

状況から 判断す ると， 俺の 首 を椅め 上げて いた スナッチ ヤーの 頭部 を， こ 

て馨 《 つ 

の 男 が 銃で 打 ち 抜いた と 考える の が 適切 なよう である。 
「おっと， 自己紹介で もしない と， 口 もき いて くれないって 顔 だな。 …… 俺 
は ランダム 'ハジ ル。 登錄 ナンパ 一 BH75001, しがない バウ ン ティ 'ハンター 

だ J 
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ランダム • ハジル （年令 不詳) 
Randam Hajile 




一月 の dm こスナ ツチ ヤー を 3 体 も 
処理した. 凑 腕の バウ ン ティ *ハ 
ン ター。 どこから やって きたの か, 
何のた めに スナッチ ヤー を 追い回 
すの か， 彼に ついての 詳しい こと 
は 誰も 知らない。 



バウ ン ティ' ハンター， それ は 一種の 貧 金 稼ぎで ある。 

2041 年， 増殖す る スナッチ ヤー を摸滅 する ため， 臂覘 庁が 一般 市^に 協力 
を 求め， バウ ン ティ 制 « を 敉 立した。 選挙権 を 待って いる ネオ • コ ウベの 市 
民で あれば， 簡舉な 手統 きを 行なう だけで， ランナー として 名前 を登錄 でき 
ると いう システムが， それで ある。 

スナッチ ヤー を 破壊し た R に は， サラリーマン の 平均 H 収の約 10 倍に も 及 
ぶ パゥン ティ 料が 支払われる ため， 荒くれ者 どもが こぞって バウ ン ティ 'ハ 

ン ターと して 名乗り を 挙げた。 その 正式 登録 数 は 500 人前 後， 無 登铩で 活動 を 

行なって いる ゃ閣 ハンター * を 含めれば， ざっと 1 万人 は 下らない と言う。 

が， その 数の 割りに は， それなりの 成果 を 上げて いる バウ ン ティ' ハン タ 
一は， 極めて 少なかった。 というの も， 戦いに おいて は— 流で あっても， 捜 
査カ を 兼ね備えて い る 人物と いう のが 皆無に 等し かつ たか ら， ズま る 。 

先釗 から アルファ ビルに アクセス を 試みて いた メタルが， 驚嘆の 声 を 上げ 

た。 " 
「ギリ アン， この ランダム という 男 は 凄いです よ。 今月に 入って からだけ で 

も， 既に 3 体 も スナッチ ャ一 を破壞 しています」 
「 …… ま， そういう こったな j 口元 を 緩める ランダム。 

しかし， 俺の 意識の 中に， ど う しても 拭えない なに かが 引つ かかって いた。 
それ は- ギブ スンが 残した フロ ッ ピーの 中の 一文 —— 「バ ウンナ 丄 • ハン タ 

せん 0 い，、 9 

一の ランダム • ハジ ル とかい う 男に は 気をつけろ」 —— 力 f , 潜在的に 動いて 
いたの か も しれない。 




場所 をァ パー トの 外の メ イン' ス卜リ ートの 一角に 移して， ようやく 俺 は 

口 を 開く。 ；^ぃ 
「俺 は ギリ アン' シード。 知ってい ると は 思う が， 他界した ギブ スンの 後任 

の ランナー だ。 …… とりあえず は， 礼 を g おう。 が. 一つ 確認して おかねば 

ならない こ と が ある J ，. t 

g 葉 尻が 強まった の を 聞き， ランダムの 表情が 硬くな つた。 それ ^見据え， 

(* は §• 葉を統 ける。 

「ランダム。 お前， 俺た ちの 後 をつ けて いたな？」 

「 …-. ああ。 JOY-DIVISION あたりから しっかり とな …… 。 捜査 は 俺に 合わ 
ない。 JUNKER に 捜させ， おいしい ところ をいた だく —— それが 俺 流の やり 

かた だ i ff 身タ 十 *>^|^(^>ii'V 參 ，リ ' ^ ケ や 立 ：しぁ 

悪びれた 様 了' はまった く 見せず， ランダム は ジャンパーの ボケ ッ ト から 一 
枚の 紙切れ を 取り だした。 r こいつに サイ ン して くれ。 俺が こ この スナッチ ャ 

フレディ 'ニールセン を 破壊した という ¥: 明 害 だ」 

断る 理由 も 見つからな いので， 俺 は 筆 を 走らせる。 
「サンキュー。 こ れで赏 金が 下 りる j 

「ランダム， g 樣 …… 」 その あまりに 事務的な 態度に， 怒り を 党え る 俺。 
r …… ほら ほら， すぐそう やって， 慼惰を 表に だす —— 悪い 痳だ。 それじゃ 
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マお： どで さやし ない。 …… ギリ アン， だいたい お前 は 既に 3«, ス十 
ぶ ヤーに 殺ら れ ていて もお かし く ない の を， 自分で わかって いるの か？」 
—— 3)$? どういう こと だ？ 

r やれやれ c その 顔 じ や， 全然 わかって ない つて 感じ だな c よかろう， 説明 

|l て やる」 

ランダム は 風に 揺れる 髮を 手で かき 上げてから， 話し 始めた。 
『 リサのと きと フレディ のとき。 これ はお 前に も わかって いる だろ。 その メ 
f 'タルと かいうのと， 俺が いなかったら， どうな つていた かわからん」 

—— i§ しいが 反論で きない。 

そうぐ ク 

に それと， も う 1 回。 ギブ スンの 殺された 現場で スナッチ ヤーに 遭遇した と き 

—— c そこでお そらく， お前 は 死 を 見て いても 当然の 状況に 身 をお いていた 

はず だ。 それが なぜ， 殺されなかった かわかる か？ J 
「§ われて みれば， あのと き， スナッチ ヤー は 背後から 容易：： 淹を レーザー 
カノンで 擎ち 抜けた はず だ。 
それ を わざわざ， 時限 爆弹と イン セクタ 一によ る 挟み 时 ちに 切り替えた。 

I なぜ だ …… ？ もに . .aid 

「お前 は 奴ら の モル モッ ト にされ ていたの よ j 

ランダムが 口元に 冷ややかな 笑み を 作った 。「スナッチ ヤーに とって， JUNKER 
を 殺す なんて こと は一 種の ゲームに 過ぎない。 標的に ど れ だけ 恐怖 を^ えら 
れる 力、 奴ら， * しみながら 観察して やが るの さ。 だから， よは どの ことが 
ない 限り， 初対面の JUNKER や バウ ン ティ • ハンター を， その 場で 殺したり 
はしない。 苠を 張り巡らし， 氕も 狂わん ばかりの 恐怖 を 感じさせ ておいて， 
最後に 自分で と どめ を 刺す —— ま. 奴ら のい つもの やり 口 だ わな」 

「いずれせ よ， その 3 度 共， お前の 状;' 兄 把握 能力の 不足が 招いた 窮地で あるに 
は 違いない。 俺 だったら， 楽々 と 敵さん を 破壊して いた ぜ。 …… その へんの 
自分の 未熟 さ を， 良く IS 熾して おくんだ な， 新米」 

r …… 」 ぐうの 音 も 出ない と は， まさに こういう ことなの だろう 力 1 。 ノ、 
ランダム は， なお も 続けた。 

r …… そうだ ギリ アン， お前に いいこと を 教えて やろう。 スナッチ ヤー ども 
を * 滅 させる に は， 奴ら が 肌の メイン テナ ンス をして いる 病院 をた たく こ と 
だ。 そうしな いと 奴ら は， いくらでも 増殖 を 続ける」 

「食 様， ギブ スン から 情報 を 盗んで いたな」 

「 …… だから， 言った だろう。 それが 俺 流 だって。 まあ， お前と 俺， 拽査担 
当と， 破壊 担当。 仲良く やって いこ う じ やない カリ 

ランダム は， 歩道の 脇に 止めて あった バイク "ロード' ランナー ゥ に また 
がると， エンジン を ふかし 始めた。 r あばよ。 貸し はいつ 返して く れて も いい 
ぜ」 

g い 爆音 を 残して， ランダム を 乗せた ロード' ランナー は， ネオ' コゥべ 
の 夜景に 溶け込んで いった。 

ランタ' ム. ハジ ル —— 今一つ. つかみ 切れん 男 だ。 信用して いいんだろう 

か。 

スナッチ ヤーが 叽のメ ィ ンテ ナン スを 行なって いる 病 —— 今後の 捜査 は， 
それ を 中心に 展閣 していく こ とになる だろう。 

リサ. ニールセン —— 奴 は 確かに. 俺の こ と を 準備 をして 侍って いたと 言 

つた。 一体 なぜ 俺が 来る こと を 察知で きたんだ？ 

f おの 頭の 中で. 幾つ もの 考えが 断統 的に， 現れて は 消え， 消えて は 現れ， 
を 操り 返して いた。 

人 はこれ を v 混乱" と 呼ぶ のだろう か。 

やがて， 乱数 的に 発生して いた それらの 思考 パターン 力、 一片の H 葉に よ 
つて 一掃され る。 

「スナッチ ヤー / j 

シェ ミーの 声て めった。 

死の 淵で 垣 問 兄た 光^が， 鲜 明に 俺の ^襄に 甦る。 -- 
このと き 既に. 俺の 入 生が 决 して スナッチ ヤーと 切り離す こ とがで きない 
ものである という こと を， * は 本能 的に 予感して いた。 




ロート • ラ ンナー 



1 秒 間に 3000 回転の ジ ャ イロ， モー メ ントて 里 
体の バラ ンスを |«# する 1H>< イク。 今や モータ 
一 • スポーツの 主流と なって いる。 狭い »j§ な 
どで も 自由に 移動， 反転で きる ため. 区画整理 
の 進んで いない 南の エリアで 特に 人気が ある， 






• DATA 

正式 名 BMX-srx-BOO 

ポヂィ 炭素 + セラミック' ハ:！ 

カム モノ コック • ポヂィ 

全長 し 800mm (本体の み） 

2.200mm (バ ランサー， ェ 
ァ 0 • カウリング 食む） 

最大 出力 400ps (20 秒 以内〉 

最大 トルク 87kg 

乾燥 重量 （ ドライ） "'MOkg 

最高 速度 (臺 地上) -30fikm/h 

ギア 6 段 10 速 （才ー ト* クラッチ 

変換 可能） 
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さて， ACT 2 は， 輊 一く 大筋 だけ を 追ってい くぞ。 タイ 
トルの "CURE* は， 「治療 j という 意味。 つまり， ス ナツ 
チヤ 一た ちが 肌の メイン テナ ンス （治療） をして いる 病院 
を 中心に， 物語が 展開して い く わけ だ。 胸 を 打つ ランダム， 
笑わして くれる ナボレ 才ン， そして アツと 驚く 大 どん でん 
返しと， 見所 は イツ パイ。 もちろん ゲーム を 解く 上での ヒ 
ン ト も 散りば めて あるので， 行き I きまった 人 は 参考に して 
ね。 ではで は —— 。 




り；, ンヷ ベラ • 〜，. や， ^ で 仁 ミ によし キブ マン ご 'ミ 

クて いう 舅《« ンタ -ジュ iMtffJBL 1 



ACT .2 が はじまる とまず， 今までの ストーリー をもう一 
回 額す る ことになる。 メタルが 重要 入物た ちの 顔 を 表 
示す るのに? I せて，^ 長が 要所要所 を解锐 してく れ るの だ。 
二 ういう 親切 設計 は うれしい ね。 




ようやく ハリ 一が， リ トル • ジョンの メモリ 一 チップ を 
分析して く れた。 その 結果， 出て きた 映 * が コレ。 「OLEEN」 
という 名前の 病院の よう だ。 果たして， ここが スナッチ ャ 
一た ちが 肌の メイ ン テナ ンス をして いる 病院な のか ？ 




情報 を 仕 人れ るに は， やつば り ナポレオンに 会う のが一 
なん c ャッ は， サンタクロースの コスチュームで 現れ 
た。 しかも， その 衣装 は， アウター ヘブンの マスク を 作つ 
ている メイク • スタジオ 製。 意外と オシ ャレ に氕を 使う^ 

なのかな。 




ナボレ オンに 敉 えられて やって きたの が， ここ 「才 ゥリ 

ン 病院 j 。あの スペル を 「ォゥ リン」 つて 统 むの は， ちょつ 
と 強引な， がす るんだ けどな あ。 ま， 虎穴に 入ら ずん ば 虎 
児 を 得ず 3 入って みま しょ， 




なにやらお 上品 そ う な 奥様が たが， 手に 手に ぺッ 卜 を 連 

れ ている。 まさか， この 人た ちが スナッチ ヤーで， 犬が ィ 
ン セクタ 一な のか （ん なわけ ないで しょ •/)。 案の定， 中 は 

単なる 黍 力 物 病院だった。 ムダ 足って ことか。 




ネオ • コ ウベの 薬の 製造 • 阪壳を 一手に 引き受け ている 
のが， コ ウベ 薬 科 研究所と いうと ころ。 何 を^そう， そこ 
に はジニ ミーが 勤めて いるの だ。 「OLEENj 病院の 情報 を 
聞こう と 思って ビデオ フォン を かける と， 出て きたの は …… 。 




まさか， ジ エミー も スナッチされ てし まった のか？ 

と 驚いたら， ちょっとし た^^のいた ずらでした。 これ は 
単 な る 留守 *^ 話。 「そんな に 慌て ちゃって …… ギリ アンの 
気持ち はすつ か り ジェ ミーに スナッチ されて ますから ね j 
(メタル J 炎） 
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—方， # ^はメ チヤ クチャに 荒らされ ていた， t しゃ ス 
ナツ チヤ 一が 何 か を 探しに'. 〜•• ？ 待てよ， 力 トリースが 

« に洩 したいと 言った 物， ひょっとしたら， それが ャッら 
の 病院 を 知る ための 手掛かり と なる 品な ので は ？ カトリ 

ーヌ よ， どこへ 行つ ちまつ たんだ!？ 




ふいに， 窓の 外から 大きめ の 物体が 投げ込まれた。 落ち 
着いて «栊 する と —— ァ リ ス じ やない か. パ これ はヒ ドィ。 
全身が ズタ ズタ に 引き 裂かれて い る ♦♦•。 こ れほ ど むごた ら 
しい： とがで きる の は， やはり スナッチ ヤー 以外に 考えら 
れ ない。 




カトリ ーヌが どこに も 見つからず， 疲れ果てて 自分の マ 
ンシ ヨンに 戻る。 おやつ， 锥かが シャワー 'ルームに 入つ 
ている ぞ！？ ま さか スナッチ ヤーの ャッが 身 を 滑め てい る 
のか？ 床に 落ちて いる， かわいらしい ランジェリーが 氕 
に な る なめ。 




えいつ と シャワー • ルームの カーテン を W けて みる と一 
一力， 力 ト リー ヌ！？ なんだ つて キミが こんなと ころに •••••• 。 

えつ， いや， 決して ボタ は覼こ う と したわけ じ やなく て •••••• 



わ 一， ごめんなさい/ r もう， ギリ アンったら エッチなん 
だから あ」 （力 卜 リー ヌま 炎） 



コ ウベ 薬 科 研究所の ビデオ フォン • ナンバー をた た く と， 
ようやく ジ エミー 本人と 会 括が できる e ポイント となる の 
は， スナッチ ヤーが 叽の 治療 をす るた めに は， 紫外線 縻法 
のでき る 設備が 必要 だって こ と。 ジ エミーに その 種の 病院 

のリ ス ト アップ を W むこ と にした。 

§11 INNOCENT GIRL 



'天 




爛漫な 少女 
1 



拽 査 をして いる 最中， メタルの ビデオ フォンが 鳴り だし 

けつ" 

た。 取って みると， 血相 を 変えた ミカが 映る。 r ギリ アン， 
やつ とっか ま えた わ。 さっき カト リー ヌ から «栝 があった 
の。 あなたに « したい 物が あるって。 なんだか すごく おび 
疋 てた わ」 




さっそく ギブ スン 家へ 行って みると， カトリ ーヌは どこ 
にもい なかった。 ィャな 予感が する …… 。 調べて いく うち 
に， 思わぬ ところに ほ. し 棚が あるの が 見つかった。 そこに 
は， ギブ スン 家の ミ ニチ ユアの 形 をした オルゴールが …… 。 
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カトリ ーヌ にお 湯 を かけ ら 
れ てビシ ョ ビシ ョ になって し 
まった が， 命から がらに 彼女 
が 持って きて くれた 物 は， そ 
んなこ と を 忘れさせる ほど 食 
重な 品だった。 そう， ギプス 
ンが 使って いた 「病院 リ ス ト 」 
なの だ。 この リス 卜の 中に， 
問題の 病院が ある はず。 ヒン 

た チェスの 駒た' つ ゾ 



つ 




§12 THE HOSPITAL 




ようやく 見つけた r x x x x x 病院」。 なるほど， OOO 
が故陣 してた から， あんな 風に 見えた わけ か。 どうやら こ 
の 病院 も， 廃線に なった チューブ' ラ ィ ナ 一の 上に あるよ 
う だ。 メタルに ドア' 口 ッ クを 解除 して もらって， Let's Go ゾ 



1 号 室 は， 手術室 c 肌の メイン テナ ンス をす るに は， この 
部^ を 使わなければ ならない と 思う の だが， あいにく 機械 
類 は 勅き そうにない。 おかしい， またもやお みちがい だつ 
たの か ？ 



つづく 2 号 室 は， ^験 室の よう だ。 しかし， やはり ^ネオ は 
すべて ホコリ を かぶった まま。 メタルが 叫ぶ。 「ギリ アン， 
ホコリ の 上に 真新しい 足跡 を 発 兄し ま した/ •••••• と 思った 

ら， ボク たちの 足跡でした」 



そして 問 11 力、 ここ 3 号 室。 真っ暗な ので メタルの ライト 
をつ ける と， ごらんの ように スポット^ 理 となる <： ここで 
は. 自分て 'スポット を勛 かして， 三つの もの を 見つけださ 
なければ いけない の だ。 映像 を r 取る J してお 〈こと も， 
忘れない よ 



レ 



病院 内 は， 至る と ころに チリ ゃホコ リが橫 もっていて， 

人の/ h 人り している 形跡が 全く ない。 受付のと ころに ある 

スィ ツチ を柙 すと， Pl〜3 が 開く よ うにな つていた。 す 

ての 部 尾 を 調べて みるべし。 



ぺ 



なにやら 中闳 語で 書かれた よ う な メモ を発兒 した- だけ 
ど， こんなの^ める わけがない。 また， アウター ヘブンの 
マッチが 落ちて いるの も 非常に 気になる。 やはり この 病院 
に は， なに か s が あ り そ うだ。 
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スナッチ ヤー 



秦関 運映幽 




r ブレード ランナー j を 知らず して， r スナッチ ヤー」 を 語 
もなかれ —— そう， r スナッチ ヤー j の 舞台 設定 は， かなりの 
部分で 映画 r ブレード ランナー j の 影饗を 受けて いるんだ。 
ザッ とその ス トー リー を 紹介す ると 。 

とき は 近未来。 舞台 は ロサンジェルス。 地球 外 惑星での 労 

働 作業用に 作られた レブ リ カント （人造人間） が 反乱き |S 二 

した。 そのうちの 4 体が 人 M 社会に 錄れ 込み， 人羝 への K 反 を 

くわだてようと する。 レブ リ カント は 外見 上， 人 M そのまま 

なので， 見分ける こと は 容易で はない。 そこで， ブレー ドラ 
ンナ 一と 呼ばれる 職業の 男た ちが， レブ リ カントの 破 壞に乗 




r ブレー ト' ランナー j 

発売元 ： ワーナー ブラザーズ 
メディア/ 偭格： 
VHS 13. 900 円 (税 抜〉 

Beta 13. 900 円 (税 抜） 

LD 7,591 円 (税込) 

VHD 7, 591 円 〈税込） 

収錄時 M ： 117 分 




r ブレー ド ランナー 完全 MU 

未 公 M シーン や， 美術 担当 
のシ ド ，ミー ドの原 西 集を収 
» した バー フエ ク ト • パージ 

ョ ン《 

発売元 ： ワーナー ブラザーズ 
メディア/価格 ： 
VHS 13, 900 円 (税 抜） 

Beta U, 900 円 (稅 抜） 

LD 12 メ 63 円 (税込） 

収» 時間 ： 119 分 




いったん 本部 に^って， ハリーに 相談して みた。 「中 国語 
は 中 (1 人に 尋ねろ」 —— なるほどね コ さらに ハリー は， 1 枚 
の^ 真 を 見せて くれる: > これ は， 彼が 子供の 頃の 唯一の メ 
モリ アルなん だ^う だ。 う 一ん， なんだか 意味 ありげ。 



さっそく， その 中国人の ところへ * 話す ると， 珍しく ャ 
ッは 外出中。 それにしても， この 留守番電話 は， どういう 
趣味 をして るんだ？ —— ん， 待てよ。 ひょっとしたら， ひ 
よつ とする のかな。 





なんだ， やっぱり ひょっと したんだ （なんだか 良く わか 
ら ない 文瘃 だけど， まあ， その へんは 自分で 推理して くだ 
さい）。 なお， その あとの 場面の 謎が ど う しても 解けない と 
いう 人 は， 化学の ft 科 害に 載って いる 元 索 記号 表を兒 てみ 
よう。 「スィ ヘイリーべ， ボクノ フネ…」。 

§13 Blow Up 





ジュ ミ 一 か ら ビデオ フ 才 ンの 連絡が 入つ た。 「例の 病院な 

んだけ ど， 2030 年に 地下の 大規模な 拡張 工事 を 行なって る 
のよ。 そうな の， あの 病院に は 地下が あるの /」 —— そう 
いう ことか。 よし， もう一^ チェックに 行かなくて は。 




例によって， トライ サイクルに 荣り 込み， 行き先 指定 力 
一 ソル をァノ 病院に 合わせる。 する と 率 体が 空中に 浮き ァ 
ッ という 間に ト ップ' スピードに。 おや？ 気のせい か， い 
つもより も 窓の 外の 明りの 流れ かたが 速い ように 感じる ぞ。 
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ゲ ゲッ， どうした こと 力、， ブレーキが 効かない. , スナ 

チヤ 一の ャッ め， 俺の トライ サイクルに 細工き しゃがつ 

たな。 まずい ぞ， このままで はとても 車体 を 制御し きれな 
い。 ハイウェイから 転落して しまう の も 時間の問題 だ。 



ソ 




と， そのと き， すぐ 脇から^ の 声が した。 「ギリ アン， こ 
つち だ。 飛び移れ/」 — ランダム だつ/ ちく しょう， 
まったく いつも， いいと きに 現れて くれる ぜ。 まあ， 俺の 
あ^をつ けて いるんだ から， 当然 か …… ？ 




病院に 到着して， 再度 3 号 室 を 調査して みる と， さっき は 
見落とし ていたと ころに 階段が/ なるほど， これが 地下 
への 入口な わけ か。 この 場面で は， 誰が 先頭になる か を 決 
める ために， ランダム. メタルと， 3 人で ジ ヤンケ ンを する 
こ と にな るんだ。 




地下の フロア は， 上と まったく 同じ 構造に なって いた。 
受付が あって， 部屋が 三つ —— ただし， ごらんの とおり， 
この フロア は 多くの 機械が 嫁 動して おり， つい さっきまで 
誰かが いた 気配 を « じさせる。 



最高 速の まま ハイウェイの 外に 飛び だし， 大^ » 発 を 起こ 
す トライ サイクル。 間ー髮 で， 助かった つて わけ だ。 それ 
にしても， どうやって こんな 細工 を しゃがつ たんだ？ 謎 
はます ます 深まる ばかり。 




ちょっと， ねえ， ランダム ちゃん， これ は あまりに t> ヒ 
ドィん でない かい ？ バイクに 乗り そこ ねた 俺 を 引きす' 0 
まわす なんて …… 。 一 こ ういう コミカル さが， 実に イイ 
味 を だして るよ ね。 




メ タルの 動体 反^ センサーが 鳴り響いた。 ス ナツ アヤ 一 
だつ/ 人間の 格好 をして いない コ イツ を 見る の は' はじ 

めて た'。 コッコ ワイ 。 おっと， 殺ら れる 前に， ブ フス 

ターで 破壞 しちやえ. z 




見事に スナッチ ヤー を 倒して 部蓥 をで ようとす ると， 背 
後で その 死体 （？） がム タツと 起き上がった。 ャッは 不死 
身な のか!？ え 一い， もう 一 *, 勝負 だ. ゾ 俺の 反応速度 
を 見せて やる ぜ. , 




1 
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COMMAND. <»<»><00> 

"！め \z1^aZ'<'JfW9 



•yf CD7W—T»»U • • «0D' ノ 7 トも 



D. 《《<》 

0, 



0. 《BBT 春》 



ちょっと おもしろい 情報 

ゲーム 中 なかなか 見られない 画面 を ご 紹介しょう。 ま 
ず， ジ エミーに 電話した ときに， タイミング によって は 

写真 A のよう な 画面が でて く る。 しっこ く TEL する こと， 
これが ポ イン ト。 淡泊な 人に は 見ず らい グラフ ィ ックな 

それから， 導の CD モー ド というの 力 《 ， やっぱりあった。 
これ は， ギリ アンが 自分の 部虔 にきた ときに， しっこく 
「見る j 「調べる j すれば OK だ （写莫 8)。 




今度 は 間違いな く， ャッの 機能 も 停止した よう だ。 口 か 
ら血液 を 流す あたりが， その 精密 さ をう かが わせる。 いつ 
たい 誰が こんな パイ 才 ロイ ドを 作り上げたん だ？ ランダ 
ム が 言う。 「こんなに しぶとい ャッが 何 万 匹 もいたら， 地球 
はおし まいだ ぜ」 




こ こ は 2 号 室： ー兒， 何も やる こと はなさ そ うだけ ど， そ 
んなこ と はない。 実は， ここで 見たり 調べたり して フラグ 
を 立てて おかないと， 3 号 室に 入る こ とがで きないの だ。 扉 
3 を 開ける ために は， 受付の ボタンの 使い かたに 一工夫が 必 

要 だ ぞ。 




ス ナ 



チ 一 



1 



A 写真 A 



？真 B 




死体の 死に-推定 時期; よ. 1 体が 1 か H 以内， 3 体が 4 か月以 
上前だった。 どうやら コレら は， スナッチ された オリ ジナ 
ルの 人間 たちのよう だ。 とすると， 死体が 誰な のか を 調べ 
る ことによって， 現在 スナッチ ヤーが バゲて いる 人物 を 待 
定 でき るので は ？ 

さつ そ く メタルに， 

死体の 復元 を して もら 
うこと に した。 一人 目 
力 f フレディ • ニー ノレ セ 

ン。 二人目が その 套の 
リサ。 三人 目 は， この 
病院の 院長の 中国人， 
陳 同 跟。 うん， ここ 

まで は 俺た ちが 調べて 

き た と お り だ。 

そ し て 4 人目が …… 
ええつ， まさか あの人 
が スナッチ ヤーだった 
なんて …… // そうか， 
や は り 中国語の 暗号 
は， あの人の こ と を 指 
していた のか …… 。 た 
しかに， そ う 考えれば, 

今までの 不可 思 HI な 事 

f 牛 もす ベて つじつまが 

口 J ク o 





こっこれ は …… ！? 3 号 室に 入る と， ものすごい 悪臭と 共 
に， « 敗した 人間の 死体が 目に 飛び込ん できた。 ほとんど 
白骨と 化し た も のが 4 体 も 転がって おり ，どうやら ここ はス 
ナツ チヤ 一 どもの モルグ （死体置き場） らしい。 
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cccccc 
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『【ジ蘑ィ*ディビジ，ン』©«^』 
wk r いも 9 レ 華い t j 

COMMAND. 

ギリ アン はし、 vtta^j 

メぉ HF7 f ギリ アン ,そ>1«»» ゥた ATTJMJ 

ギリ アン r …讓 j 

CO.MMAND. 



ギ 1/7 ン r よ u れ 》で 

• ん7 • • • 

メぉ r そういう 
ギジ アン r»c ち t うな 

• • • Z9fB 

COMMAND. 



，• クン * クン * • • • 
つたん • • J 

• • • • こち <9 ()t^9 
、 A レかレ て 7J 



ウー ン f いいに » いだ 



7 メタル、 nt/T<HJ 



こ ^は 巧め て g ま TTJ 



二 クシ 



*^>y^7 riHTT さい • ^ontMnrrr. ギリ ァ>* ^レ てません て 

レ w - ^ 

9>9A 『 こも of ギリ 7 ン、 #1 レて *?ll©WWf ろうが • • •』 

ギリ アン 『きき、… J A 
メタ; r*HT» もう" mmrrju v, 、力:/、 * イク , • • 

C0I«4AND. 



【1H 暴》 《レゲ X<D ま 人》 
• • 'きけ J 

M レ^ M りませんで レ尨 • 

れ、 7DfJyU 



•I© ば 7 力 だけ W 



>w7 rtmrat) つたち の は 》 りません j 

MMAND. 《凰《》 《鹰》 

『どこも、 ほこり だ 6 けです J 

r ギリ ァ ン f »こ りの 上に 1 い o あり 

ます f J 

ギリ アン r%«，！ メタル 》す《 ^レ 3- 言 j 

メタ r« い ゥ》 ジィ 一， ジィ 一， ジィー • • • • j 

"/yf7 r もレ かする と • • • • 、 もラ 傅きの 方が いら ゥ レ 

» 暴と tt 息 i» ますが • • «j 

ギリ アン r メタル！ mKHo % じ no たい ぞ f j 

メ タメ H»7 「では、 拳し ± ^ます * • • • ZiDSKH. |»の ものの ようです 

j 

ギリ 7 ン r • ガ ニマタ たなし 

COMMAND. 





ノ" 



^3 





笑 メッセージ 大公 開/ 



r スナッチ ヤー j のメ ッ セージに は， ホン 卜お もしろ いも 
のが 多い。 特に， ギリ アンと メタルの 掛け合い は， 漫才 を 聞 
いている よう だ。 ここに， ^笑 メッセージ & コマンドの いくつ 
か を 載せて みた 。ゲーム を 解く ことば かりに 専念し ないで， た 
まに は （？） 大声で 笑つ ちゃおう。 




0 JUNKER2 
1 «0« 



カトリ ーヌ r どち 6« でレ ようか 7 j 

COMMAND. 《Bf 》 _ 

ギリ 7 ン f カトリ- 3«»?IUIJUNKSW^ «t 囔レ 

さ W!b ギリ アン • シード だ J a Mt^werw, — 

力 卜 リー 》 r^?»A,W2JUNKBRW?WOJUNKER^** 

fl^ 鼻锜て ， J 
COMMAND. 《M«》 《風せ 《> 



0 Ho 奢 かぐ 



2 き 



轚 M ノに 



カトリ ーヌ r ありがとう • • • ギリ 7 二 

COMMAND. 《力 卜 リー; 

ギリ アン r ょレ、 <tl じ なつ 

メ タメ HF7 r こ タメ rr よ？ j 
カト' ジーヌ r ありがとう •• ，*14奢11 

ギリ 7 ン （こク ち lOI^C だが， ） 
COMMAND. 



ギリ 7 ンゥ ていい 入な 

卜' ジ ーヌ》 

數 なク m» か？ j 



J 

せようと レて • • •」 



率' ジ アン r 



ギリ 7 ン 

COMMAN 



r ミカ • • • •！《« て 《 と、 tmmx^if y c wt 暴 
こまき" j 
「そん 纖レ: り？ 

• • • て 《 わよ • ritftj じ 夢な< て rmj でレ 

に ギリ アン j 



と， そのと き， 暗闇の 中に 10 個の H が 現れた。 俺 たちの 
Q 人に II づ いた 陳 周 風が， スナッチ ヤー ^[す i をり I き 連れ 
て 賽 いか かってき たの だ。 ただで さ え T ごわい スナッチ ャ 
一な のに， 5 匹 も 同時に 相手に しなけ れ ばな らな いなんて •••••• 。 

二 / 

ャッら の 放った レーザー 'カノン 力 f , ft の 椀 を， ランダ 
ムの足 を ヒットした。 だめ だ， これで は ブラスタ 一 も擎て 
な、、 くそつ: > 俺た ちの こ と をな ぶり 殺しに する つも りな 
のか？ ここの シーン は. ストロボ 'アクションの ような 

Xltif がな されて いて カツ コ イイんだ （んな こ と はって る 場 

合 じ やない つて ゥ —— ごもつ と もです）。 



そ • うん 脅 そ • 



-ノ o タタ 

メ c n メ 
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スナッチ 




史上最大の ピンチに， ランダムが 一つの 提案 をした。 「し 



ン 



E れ では …… j と， 言葉に 結 まって しまう 俺 コ 
- .i 口元に 不敵 な 笑み を 浮 かべながら 言つ た。 「季節 は ず 
D 花火 を 打ち上げるなら， 派手な ほうがいい」 —— シブ 
r ：ぜ. ランダム ゾ 



§15 JUNKER 



ジャン カー 




■ ft とメ タルが 抜けで た 場所 は， 人 ひとり の 体が 通過す る 

が やつ との， 狭い 通路だった。 メタルの ライ ト をお n に， 
I へ 進んで いく と -…" 。 こんな シリアスな 場面で も 笑い を 
： ろうとす るギ' リ アンカ"^ ぐ ま しい。 




なんとた どり 着いた 埸戶斤 は， 今や 廃線と なって いる， 地 
下 鉄" チューブ' ライナー * の 地下道だった。 もしゃ スナ 

ツチ ヤーた ち は， これ を 通路 ft わ り に利闭 していた のか？ 
そう 力'， だから 連中 は， ネオ • コ ウベの どこに でも 自在に 
出現で きたの か。 




と り あえず は， JUNKER 本部に 戻らなければ い 
手近な ところに 止められ ていた タク シ 一に 乘っ / 
JUNKER だ- コ ウベ 'ォ ムニ ビルまで 傾む j 



ナな 



•ft は 




する と， 運転手が 不気味に 笑いながら 答える。 「あんた の 
行く と ころ は 決まって るんだ がね-それ は …… j 「それ は？」 
「 …… 地獄 さつ/」 —— なんと， 陳 fS]«l がま だ 生きて い 
たの だゾ 




1 纣 1 なら 負け や し ない ぜ。 俺の ブラスタ 一から 放 たれた 

ドん どろ 

惮道 が， 的確に 陳を 貫いた。 それにしても コ イツら のシブ 



卜さと^ つたら， ハン ハ 1 じ やない。 あと 一人- 
もつ と ごわ いんだろ うか？ 



アイ ッは 




さて， この ゲームの 最後に 登場す る スナッチ ヤーとの 対 
決 は， 実際に プレイす るまでの お楽しみ という ことにして 
おこう。 さまざまな 伏線の 張り かたに 慼 » しても らぇ たか 

な ？ 

ただし， ャッを ©I せた としても， まだ ネオ 'コ ウベに 平 
和が I* れ たと は 言えない。 あく まで も 拠点の ひとつ をた た 



いたに 過ぎず， この 街の どこかに スナッチ ャ一 は, ひそ 
めて 着々 と 活動して いるの だ。 

ャッら を 壊滅させる ことができ るの は， いろいろな 意味 
で ギリ アン 'シード， キミし かいない。 

人類に 真の 平和 を 取り 戾 すその 日 まで ~ 頑張れ ギリ ァ 
ン' シード/ 戟ぇ， ギリ アン' シード〃 




開発お ちしろ こぼれ 括 だ 

• タイ トル は 「JUNKER」 の はずだった •••••• 

某 メーカーの 麻雀 ソフトに， 雀 華 （ジ ヤンカ） という 
のがあって， 商標が 取れそう になく， 泣く 泣く 変更 …… 。 

'コ マン ドは W〇VY ちゃんと いう MSX パソコンで 作って い 
た,/ WADY ちゃん は 気 ま ぐれで. I 日に 何回も 暴走して 
スタッフ 泣かせの 名人だった- メイン 'プログラマーの 
私物 WAV ： ちゃん も 強引に 利用して 「スナッチ ャ 一 j は 作 

られ場 " ，铲 化瑪 

で， その コマ ン ドは， SNATCHER BAS にと でも 言うべき 

プログラム言語 だつ たんだけ ど， スタッフが 日常会話 や 
なん と 結婚式の ネ兄電 に まで コマ ン ド 用語 を 使う のが ハヤ 

つてし まった./ あ-に 

'ハード • ドライ ビングな 閣 発に リタイア 続出 

バリウム 飲んで るか 一い./ 点滴 打って るか 一い/ 

血尿で てる か 一い./ 胃の 穴 w いてる か 一い./ 

'必須 関 発 ツール/ リポ C タン D スーパー./ 

リ CD 以外に も ドリ ンク 剤は大 はやり。 中には リキッ ド' 
スカイ まつ 靑の ドリンク 剤 を 見つけて きて， こわごわ 飲 

んじ やう ャッ も, だ^^ H^' > 
• 陳シ ユウ ホウ は 実在した,/ '、- 

なんと コ ナミ ビデ 才の 香港 ムービー 「？」 に チン *シ 

ユウ ホウと いう 人が 出演して いる .ノ （実在の 人物と は閱 

係 あり ません ので あしからず） 
'ちょっと 才マ ヌケ， コ ビーガ ード です 

逦 当に コピーす ると， ミカが 泣く！？ 知って る ャッは 
悪い ャッ だ/ ちゃんと 買って よん. / 



Messaae from Creator 



チーム • メタル スレイブ 



• 才 ト リ 捜査なら ぬォ 卜 リ謂査 

ゲーム も 完成に 近づいた ある 日， ユーザーの お子様た 
ちをコ ナミに 招いて 反応 を 見る， という イベント を 行な 
つた 3 でも， こわい お兄さん （スタッフ） にニラ まれて 
ると 本当の 感想 を 首って くれないだろう から， ニセ ユー 

ザ 一 を 送り込んだ ヮ レワ レ c スタッフの ひとり 「とよ 坊」 

(当日 22 才） を 高校生に 仕立て上げ， 回りの 子供た ちか 
ら 生の 声 を 聞いて もらった の だ- ^ると きに ユーザーの 
子た ちに はプ レゼ ン トを あげ るん なけ ど， とよ 坊には 力 
ラの プレゼント を あげたり と， 楽しんで いたの はス タツ 
フの ほう だったり して- 

，グラフィックの ためなら， うじ 虫 も/ 

スナッチ ヤーに 殺された 人 M の グラフ ィ ック —— そう， 
うじ 虫が うによう によ 動く ァレ。 細部まで 凝る ヮ レワ レ 
は， その グラフィック を 仕上げる ため， うじ 虫 を 大量 賺 
入/しょう と 思った けど コ ワイので やめた。 ハエに なつ 
たら どう しょ う と 力、， 本当に メタルの 雷う とおりに 食い 
つ く すの か 実験しょう とかの 声 も 上がり， 盛り上がった。 



Himsim 
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ザ 



，ぺ. 
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